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第24同 日本結核病學會総會講演要旨(前篇)

1覇 岡市に於ける結核の疫墨的

研究

幅岡保健所 域 戸 春 分 生

緒言、我國の結核死亡統計を観ると》輻岡縣は

昭和21年 及び22年 は全隣最高である。'その申心

部幅岡市の疫學的資料の鮫除不足せるを整理 し、

昭和17年 度 より7ケ 年の疫學的観察を行つた。

研究方法は汚染慶は 「ツ」反慮、獲病は主として

臨床検査、死亡は死亡診断書及び人 口動態によつ

た。

成績(1)汚 染度 豫めBCG接 種の「ツ」反陽

性率に及ぼす影響を1ク 年欄調査の上、一・般市民

の「ツ」反陽性率を調ぺ、それが大都市 と略 よ同率

なることを親た。特に墨童は全藪の90%以 上7

す 年観察 してあるので、これか ら男女差、年次的

傾向又環境の及ぼす影響を槻た。

(2)爽 病 一一・p・・b般市民、事業所、始i産婦、學生等 ・

の集團槍診による歌況調査。昭和22年 度は小學

生の嚢病者 を實地調査し、引揚見童が畿病高率な

るを観た。届萬による結核患者分布は昭和22年

も23年度 も同様カープを示 した◇

て3)死 亡 年齢別で20歳 より29歳 迄に高い

山を示 し、40歳の所は山を示 さない。年次的に、

幅岡市は引揚港を含む都市であるか ら引揚者及び

市外在佳者鍛を除V・て観察を行い、昭和21年 及びr

22年度は影響大なるを観た。性別には男性が女性

より常に多い。他病との關係を比較 し、7年 間の

調査をすると結核は明 らかに榮養關係疾患死亡と

と李行を示 している。

考察 編岡市の 「ッ」反による結核汚染度は、

大都會型を示 し、概 して學童は低率であつた。しか

し漸次高率とな りつつある。このこと汎患春 も死

亡者 も多い理由であろ う◎焚病 も死亡も青年期に

高率で肚年期後は大都市 と比べると低い。これは

特に新興都市的傾向を示すものであろう。輻岡市

は終職後特異な地鮎を占めたため、引揚者等が結

核死亡率に大きな影響を輿えた。かかることが特

に終職後の輻岡縣全艦の死亡i率が高い原因となつ

たのであろう。

(質問)結 核摯防會 菊 池 誠 作

ツベルク リン反慮陽性率中にはBCG陽 性者が

含 まれているのではないかo

(同箒)

BCG接 種陽韓者 も・…一…括 してツ反陽性者 として

集計 した◎

(質問)公 衆衡生院 平 幽 雄

學童の陽性率が非常に高牽なのは今の坊 法では

BCG陽 性 もはいつている爲と見 られるが、實際

の學校内感染が どの程度あるか、お調べになりま

したか。私達が埼玉縣高坂村で経験 したところに

よると、高坂小學校では陽性率は12%位 で、さほ
み

ど高 くな く、然 も學級により夫差な悔。敏員kは

結核患者な く》一ヲiデ陽性學童は家族的に顯著に集

積 し・その76%は 家族内に本人以外に少 くとも
ど

一人以上の陽性者がいるととろか ら家族内感染に

よるものが大部分 と推定 された。然 し念の爲、家

族内に陽性者 も持たぬ陽性學童につき學級集積性

を見ると極めて顯著に詮明され・然 も結概轡者學

童のいる學級に多かつた。之等のことか らやは り

學校内感染が相當存在することが判つた。お話の

檬に高率の陽性率を示す場合、是非學校内感染の

頻度をお講べ願いたい。
'(陶 答)

教職員の槍診成績は未簗計のままで、家族内愚

染の問題 も感染源調査は實施出來す、第二家以下

の槍診を豫定 していたので居佳環境ヵ面か ら更に

検討の豫定である◎

(邉加)公 衆衡生院 重 松 逸 造

BCG陽 性者を含むツ陽性牽が女子14歳 ～15歳

まで男子より高い理由の一 としてBCGに よる陽

韓牽は女子の方が男子 より高い事を考慮に入れ る

必要がある◎ 自然感染者のみの場合にも學童年齢

までは女子の方が高い傾向がある。

,、 一 一 一12,一_
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2川 崎市墨校結核搬診成績

國立療養所浩風園 永 一井 勇

戦災に依 り大牛を漕滅 した工業都市川崎の悪環

境下に絡戦後初 めて行い得た結核検診成績を報告

す る◎なお戦前の成績は之を求め得なかつたので

比較考察出來ぬのは遺憾であつた◎國民學校28

校25.467名 、申等學校15校7・089名 、會就

工場6.0こO名 、計3&572名 を封象に行つた。.

成績。ツ反陽性率は國民校男子56・3±0・46%、

女子60.5±O.45%、 男子申等校7&8±O・66%、

女子や等校69.4±0.92%、 會肚工場群14～20Sgt、

男子58.3±1・64%、 女子57・6±1.80%で 從來諸

報告に比 し可成 り高率を示す。而 して、年齢に比

例 して陽性牽 も高まりを示すが、低年次に於て女

子は男子を凌駕 し高年次、中等學校では逆輔を示

し・しか も統計的に有意である◇地域的には商工

業中心の繁華な薔市内より農山村を含む新市内に

高率を示す◎陳に新市域の結核死亡率は16.54、

奮市内はJA.66で あり・人 口密度は戦後 耀 李

均化を示ず ところか らある程度薪市内への結核の

淫浸漁 像 させ、且つ李均化の傾向が伺えるよう

に考え られるが今後の資料に求むべきと思 う◎更

に豪長の職業別に陽性率を見ると、艦 勢働者家

庭子女に剤い。孝は家庭生活檬式、保健衛生上め

注意知識等生活環境の管理が精棘勢働者家庭 より

劣るところに基因すると考えられ よう。(新奮市域

共通)・都市居佳者の留學的特質を考え、家屋室聞

居佳の家族員藪が問題の一つとなる。居佳人口密

度と陽性率 との關係を見たが著明な相醐はなかつ

た◎ッ陽性率は結核浸染度の指標となる故 ッ液使

用に考慮は梯わるべきで、1000倍 液と2000倍液の

比較試験 をして見た。反慮強度に就ても使粥上殆

ん ど不都合はなく且っ2000倍 陰性者 より32。9～

55・1%の 聞に陽性者を求め得た。BCG接 種副作

用中潰瘍畿生率ぱ1000倍 液使用群でIO.2%、

2000倍湾使用群で25・4%を 示
,L、1000倍 液使用

が有利に思われる◎ レ線検診成績では、無所見者

72・0～85・8%、既往に病攣(初 感染竈を含む)を

認むる者11・8%で あり、活動性結核1.4%(内

室洞あ りし者5/41で12・4%)を 認めた◎諸i家

報告より少かつた。之は絡職前結研二健に依る豫.

防措置の影響は審になし得なかつた。

3千 葉縣五 井町 の集團検 診成績
,

千大石珊内科

石川 憲夫

湯田 好一・

北條◎龍彦

有 賀 光

岩田 憲夫

中島 保雄

東條 静夫

職後結核の感染及び蔓延歌態を改めて調査すべ

く千葉縣五井町に於て、昭和22年7月 より同23

年12月 迄集團検診を實施 したの「鳴 妓に報告致

します。'

五井町は千葉市よ砂汽車で南へ30分 の地で、

騨を中心として密集する商業地帯 と、其の周邊に

散在 して農漁業を螢む地帯との2地 域に分たれる

特殊な町である◎

槍診方法は型の如 く、 「ツ」反磨検査、 「レ」

線闇接撮影精密検査を行つたが、特に強調 した恥

ことは、之等の槍査を、全年齢暦を含む槍診封象

に施行 し、更に患者家族、及び臨床上疑わしい者

は、 「ッ」反鷹陰性でも、精密検査を施行 したこ

と、及び封象の陰性者には年齢を問わす、BCG

を接種して、其の局組織の攣化像を、接種後2、

7、14、28日 目の4時 期に観察したことである◎

封象は男女合わせて4266名 中陽性者1486名

(34・8%)で 、是の年齢別陽性率曲線は所謂都市型

と農村型の中間型を示すが、16、7歳 暦の陽性率

は54・8%で 、此の腎で飛躍的上昇を示 し、都市

型値に近似 してお り、職事の影響が蝕に表われて

いるのを認める。

「ツ」反慮陰疑陽性者2880名(陰 性峯65・2%)

で年齢別に見ると幼少年密に最 も多 く老年暦之に

次 ぐが、是等の樹象にBCGを 接種 し、其の内各

年齢暦を含む204名 に就て、潰瘍形成の模様を

見 ると・接種後28HEIの 麟積100分asは 幼少年

暦(11・9%)青 年暦54・1%肚 年暦61・4%老 年

暦81.7%)で 、老年暦が最 も早 く、高率であり、

幼少年暦が最 も逞 く、低率である。帥ち同様に陰

性でも老年暦に於ては 「コツホ」氏現象陽性を呈

鄭
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するを見る◎

全検診野象 より150名 の結核患者 を獲見 した

が、此の獲見率は3・52%、 之を年齢麿別に見る

と51歳 ～60歳 暦が最高率で、6.23%で ある。之
ぽ

等の患者 を含む家族を、患者の年齢に依つて、老

年暦に患者がある場合、青肚年及丞幼少年暦にあ

る揚合 とに分けると、後二者に患者がある場合の

其④家族の年齢別陽性率曲線は、夫 々患者が屡す

る年齢暦のみに高牽を認める◎帥ち患者幼少年暦

の揚合=7&3%、 青肚年暦畿85.0%之 に封 し患

者が老年腎に毒る場合の家族陽性率曲線は、老年

暦に高率(75%)を 認むる他、なお幼少年暦にも

高率85・5%を 認むる。 即ち家族内感染の源は老

年暦にあるを認める。

褒見 した患者の 「ツ」反慮の張さを見ると、封

象の陰性、疑陽性者中よりも夫 々 α1%レ、1.6%

に患者を嚢見 しているが、其の他陽性者中よりの

畿見率は強陽性(冊)者 中よりの獲見率最 も多 く

19・1%・*い で(辮)→ ユ3・5%、研)→13.2%(+)

→3・7%で ある。又獲見せる者の 「ツ」反慮度は

(紛 、(惜)の 者最 も多 く、夫々、37.4%、37.1%

である◎
、

なお引綾 きBCG効 果につき追求観察申である

が之は次同に御報告 申上げたい。

4電i氣 鐵道從業員の結核(第一報)

近畿日本鐵道四日市診療所

・ 藤 岡 洋 一 今 尾 和 子

電氣鐵道從業員3296名 を封象とし、最近3ケ 年

聞の検診及び診療所の成績 を統計的に観察 し次の

知見を得た◎①、換氣度、接客頻度、作業量及び作

業時聞の螢病、感染に及ぼす影響はそれ程著 しい

ものを認めなかつた◎(2)、年齢刷には40歳 以上

に獲病率多 く40歳 未満の約2倍 だつた。事務員

乗務員、騨員では40歳 未満にも嚢病が高い騨最

の若年畿病藪は著 しく多 く、或る特定の職場に限

られ、職場内の濃厚感染が考え られる。③、感染

源の多い屋内勤務者に嚢病高 く他の條件に比 し重

大な影響を認めた。乗務員の重症者が移動により

罷員の感染源を増 している。④ 、感染率は職種で

認むべ き差異な く・年齢別に年齢の進むにつれ暫

増 し、特に高率の年齢暦はない。稜病の多い職場

では僅かに高率であつた。⑤、結核嚢病最 も不利

な地下勤務者の螢病は李均に近 く感染源は認めら

れなかつた。(i乗i客が感染源となることは稀なこと

と考え られる)。⑥.病 型は浸潤性結核が大部で、
'早期 型は若年に多 く晩期型は高年に多い

◎⑦》死

亡は屡員、乗務員に多 く、年齢別に30歳 以下に

多 く療養期間は概 して短い。高年岩 の死亡は極め

て少い。⑧、唇々の封象では作業環境及び條件が結

核焚病に影響あるは勿論であるが、職場内の惣染

源 の影響が最 も大きく、或一定の職場では感染源

が他か らの移動で多かつた◎結核豫防上感染源の

爽見隔離は極めて重要である。高年者に嚢病が高

く、種々の原因が考え られるが、作業條件が關與

していると思考 される。
1

5農 村結核の疫撃的研究

(埼玉縣富岡村及び高坂村における調査)
も

公衆衡生院疫學部、衛生傲生物學部

染 谷 四 郎 重 魯松 遡駆造

川 村 蓮 李 山 雄

宍 戸 昌 夫 下 舌 富 太 郎

埼玉縣所澤保健所 山 ㌣ 昇

同 松山保健所 高 橋 暉 艮

_松 崎 正 宣

職後わが國農村結核の動向を把握する目的で、

昭和23年 埼玉縣富岡村及び高坂村の結核に關す

る痩學的調査を行つた◎前者は昭和14年 以來第

6同 目・後者は昭和22年 についで第2同 目の調

査である◎その成績 を概括すると

(1)・ ツ反慮陽性率は富岡村では疇014年 男

19・1%・女12・1%、 計15・5%よ り順次増加 し、

蝿 和23年 男3α0%・ 女24・7%.itY27・1%、 高

坂 村 で は昭 和23年 男27・3%、 女23.8%、 計25.2

%で22年 に比 し男 が 少 くなつ て い る。

(2)ツ 陽 轄i率は 富 陶村 昭和14～15年3.1%、

16～ 撃 年1年ZF均1・5%・ ユ8～21年1年 李 均4 ,1・

一 一一14一
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%、21(・23年1年 李均4.7%、 高坂村では22～23

年3・3%で あr)た.

、(3)X線 有所見者嚢見牽は富岡村では3・6%、

治癒結核を除 くとO.6%で 、昭和14年 に比し

増加著明、高坂村では前者6.4%、 後者1・4%で

前年と大差ない◎

(4)疎 開、復員者等 と地元民とにわけて観察

するとツ陽性率ζX線 有所見者共、増加 の主因に

前者にあり、それに俘つて地方屍 も増加の傾向に

あることが認められたポ

(5>農 村結核は職時中より増加 している事は

事實であるか、その蔓延速度は比較 的 綾 慢 であ

る。爾村 とも筑幼見のツ陽性率が檜加の傾向にあ

るか、この鮎速かに感染源封策がたて られねばな

らなレ・。

6所 謂カー ド者の結核に關する
t

二、三の鮎について

國立療養所福岡厚生園

赤 星 ・一 郎

幅岡市カー ド者について、 レントグン槍査によ

る結核槍診及びその慮置をした所見 の うちか ら

こ、三の黙に關する要鮎を述べる◎

1・ 検診に際 して皆を集め難い恩通知はカー ド

岩 に毎月救護金を渡す場所で、一々 口頭 で論 明
ノ

し、ガ リ版刷 りの通知書を手渡 した。交通費及び

日當を支給 した。又、検診時間は朝8時 か ら、夕

刻旧 洩頃まで待つた◎

このようにして・毎同卒均3分 の1位 が受槍す

るだけで、,昭和18年 では毎月、前月の理 りの者

に通知 してδ同かかつてやつと全員830名 中683

名(82・3%)轍 診すること細 來為
2・ 一般市民よ蜥 見者多 く、重症者のX高b 。

同檬な基準で輻岡、八幡爾市民について桧診 した

ものと比較すると2～3倍 の牽の所見者を嚢見 し、

その中で占める重症者の率 も高い。

&雑 居 ているだけでは患者は多 く い。 ダ

各笹帯の盈歎を世帯入員で割つた歎 を指数 として
・難 居の度を表わし

、そ勉 と所見者の分布の關係を

みると、雑居の度の高いところよりむしろ低いと

ころに所見者が多 く襲見 された。

4.感 染は雑居の の高い程多いか9入 院治療

を.希曼して來た患者と同居していた家族(無 自発

の もののみ)を 槍診 したら、雑居の度の高いとこ

ろに所見者 く感染者?或 は感染源?)多 く、世帯

員1人 蛭3放 以上を使用 してbる ところでは24

名中、輕症者(要 監観者)を2名 稜見したのであ

る ◎
毬5 .一 般市昆に比べてカー ド者の輕症者の経過

は良 くないようである◎無所見者及び重症者では

これといつた経過の良し悪しの差は調 め られ な

h。 但し、観察期間は1ケ 年にすぎぬ。

7鞠 浮浪者 に於 ける結核 蔓 延朕 況

(神戸市内淫浪者。牧容所権於ける結核瞼診成績)

濟生會兵庫縣病院

院 長 成 田 敬 太 郎

馨・員'依 藤 省 三

橋本文雄 村田玄二

絡戦後、大 きな祉會の問題 として、吾々の目前

に浮浪者の集團というものがある。吾 々は昭和23

年8月 浮浪者の牧容所の中、三ク所を選び、ここ

を宿所として定職に就 き、或は日雇勢務に服 して

更生に勘んでいる者、合計483名 に結核集圏槍診

を行つて次の成績 を得た◎

1・ 以ペルク リン反慮陽性者、帥ち結核感染者は

全員の82・9±1・80%で あつた。 この成績は一・

般都布佳民のそれと近似している◎

■、 レントグン間接撮影、赤血球沈降速度喀湊培

養等により得たる罹病率は&2±1。23%、 印ち

鑛山勢務者或は工員の罹病率に比較すれば高い

が、都市生活者 としては特に高いとはいV・得な

い◎却つて街頭検診や下暦階級の楡診成績 と比

較すれば低い成績 を得ている。

皿。罹病者は30歳 蛋を中心として最 も多 く、相

當に進行した病型を呈 し、且つ開放性のものが

多い。

W。 喀疾培養による槍査成績は陽性者が2・4士

O・25%の 率で・開放性無自畳の患者ζ嚢見し

た◎

吾 々は本槍診にあた り何 らかの特別の結論を期

一15
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待 していたのだが、他の都市居仕者の成績 とは特

に著 しい差を見出すことは萬來なかつた◎

8看 護婦生徒の結核護病朕況調査

長曙科燭 暴土轡 響 欄)

後 藤 正 彦

昭和23年5月 より24年1月 に到る9ケ 月闇 。

に長崎瞥科大學厚生女學部生徒及び看護嬬中よリ
ノ

嚢生 した18名 の結核患者に就て畿病歌況 を報告

す。 自蜀症歌は全身倭怠感又は 易疲勢性16例 ・

胸痛13例 、頭痛12例 、熱感10例 、風邪氣味

7例 、食思不振、心悸充進夫々6例 、喀湊、盗汗
野二夫

々5例 。主訴は胸痛8例 ・微熱 全身倦怠感夫

as々5例 、風邪氣味3例 、心悸充進2例 。燈濫37度

以上の もの14例 であ り、其の中熱感を訴 えるも
く

の10例 ◎髄重2～4月 前に比し1・5妊 以上減少

せるもの7例 、殆ん ど増減なきもの10t例 、寧ろ

増加せるもの1例 ◎胸部理學的所見では打診上攣

化を認めた ものIO例 、呼吸晋に攣化を認め允も

のi3例 、副雑書を聴取したもの4例 。 「ツ」反

陰陽韓よリ謹病迄の期間1年 以内8例 、1～2年1

例、2～3年 なし。3年 以上6例 、陰性のまま焚

病3例 。赤沈値20耗 以下3例 、20耗 以上15例 ◎

X線 所見は肺門部の攣化を主とするもの6例 、其

の他の肺野の攣化を主とするもの12例 、後者中

漏牲肋膜炎或は室洞を認むるもの夫々1例 。護病

動機は過度の蓮動或は勤務3例 、試験勉強など4

例、不規則な生活1例 ～結核病室清掃1例 、結核

・患者緬滞 交換1例 。病氣護見の動機は窟畳症状あ

りしため受診せるるの171例 、同室者 より開放性

結核患者獲生せるため馨師より受診をすすめられ

たもの1例q肺 能力は健康者 と結核既往者と三者

を比較せるに既往者最 も悪 く健康者と嚢病者とに

は大 した差異を認めす。呼吸停止時聞及び血塁は

健康者、既往瀞と比べて特記すべ き攣 化なし◎血

液像では白血球増多症、核左方推移高度なるもの

は臨林症歌は重い。環境中感染源に就て考察する

と同室渚或は親 しきものよりの感染 と思わるる も

の8例 、結核病室の清掃1例 、母 より1例 、不明
mp

8例 。呼吸差に就ては耀響書 を呼吸差能力と名づ

けるならば焚者に於ては健康者既往者 より其の値

がかなり少 く結核螢病に意義を有するものの如 く

である。

940歳 以 上の肺結核症の統計的 、

観察.
轟

優 大内科(石田教授指導)

笹 本 浩 伊 藤 綬

片 桐 鎭 夫"婚

慶慮義塾大學病院内科外來を、昭和18、20、21

年の3年 間に訪問 した患者21・795名 申結核性疾

患は4553名 で20・58%に 椙當する。その男女

比は約2:1で ある。40歳 以上はその15・4%を

占め、各年度間に於て次第に増加の傾向を示し、

殊に昭和18年 と20年 の間に1&5%か ら163

%に 増加 し、その中男は9・2%tか ら12・7%と

増加 し、有意の差がある。職業は男では勤人、女

では無職が多い。主訴は喀疾、咳蹴等の呼吸器障

害を訴える ものが80～90%に 達する。既往症に

は胸膜炎が最大で男では20%～30%、 女では20%

前後を各年度に示 している◎家族歴には結核性疾

患 を認めない もめが大部分である。 レ線所見を病

型的にみると皿では40歳 以下の方が以上 よりも

多 く、辺珊では40歳 以上の方が多い◎年度の攣

化では40歳 以上ではMが へ り、vvrvrが 壇 して

いる。罹患側をみると、1～ 租では繭側、右、左

の順序であつて、老年に於て殊に爾側多 く、55.3

%に 達す る◎右は左よりも5割 程多 く、若年でも

同じ。田Aは 老若共に爾側が少 く、頂BCは 老人

では右、左同率で爾側がやや少 く若年では右が最

も多 く、左、爾測同率にある。赤沈は正常赤沈を

示す ものと促進する者 との比を求 めると、赤沈促

者が次第に増加している。合併症には結核性疾患

が約5%に 認められる◎

(レ線爲貫病型は奮軍事保護院分類 を使用す。)調

10我 が國近年の結核死亡率検討

の一方式

田 澤 錬 二

重要資料として各種の観黙より十分槍討されね

ばな らない。蝕には其の』法として種々の類別を.

求め、其の代表例を器げる(結核豫防會印刷資料第

一16-一 一
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六輯の藪字に依る)。

(甲)年齢別統計。(1)10～14歳 。國民學校時代

で昭和12年 以降引績き減降、戦時上昇さえも示

さない。(一一般的豫防措置!)(2)20～24歳 。兵役

の現役年齢で、職孚に依る増加が著明である。故

に17・18年 に特に璽加した分の絡戦後の減降と、

(口)前 記(イ)の 分を除き更にそれ以下の減降とに

別けて槍討すべきである。

(乙)地方別統計◎地方珊の年齢別統計が必要で

あるが、絃には只上認の資料に依 り全結核死亡に

就き16年 と22年 を比較す』る(18年 統計1なし)◎

(1)22年 に著減 している縣の代表として石川、

薦井、富山、兵庫に就て見るに、(イ)昭和12年(富

山だけ15年)帥 ちBCG豫 防(17年 以降)前 よ

り瀬減 している。(ロ)10年11年 以來年々高率であ

つた。(二)22年 には17年 よ加曾加せる縣の第
　・・・…は岩手、山形、輻島の順で(イ)17年 前より増加傾

向で(・)初 めは低率であつたことが目立つ◎(3∂'

17年 前にはヨ曾加 しつつあつたのが22年 に著減 し

た縣の代表は鹿兇島、岡山であるがBCG交 付量

は人 口に比して特に多 くはなかつた。

結語。上記統計だけか らは一般的豫防措置の敷

果は著明、BgGに はなお今後嚢表の統計を待

つo

(追加)'公 衆衛生院 年 山4雄

肚年麿以上の最近逐年の±曾加傾向はFrost氏
　

に倣V・同年代生れ別に観察して見ると、繰越患者

死亡の影響が相當あることが判る・問題は昭和14

年頃か らの青少年麿死亡減少の原因であるが、総 ・

死亡 も同年か ら下つているので、経濟猷態向上に

伴 う一般衛生歌態改善 も考慮に入れねばな らぬ。

結局學校衛生の立揚からの結核封策帥ち焚病豫防、

早期治療が影響 しているものと考え られ、BCG

の影響に關して漿 施後 日の淺瞳 、實施以前力、

ら死亡減少が始つている事等か ら旗重を要すると

思 う。府縣翅蜻 型別槻察をしてみると、昭和13

年か ら昭和17年 迄の聞には腸及び腹膜の結核は

全國的に顯著な減少が認め られ、孟 の傾向はその

まま昭和 羽 年迄 も績いているが、呼吸器の結核

は昭和13年 力遇 ・7年 の聞、全國的に却つて顯

著な増加が認め られるが、i7年 以降22年 の聞に

は北陸、九州、北海道などBCGを 廣般に實施 した

と思われる府縣だけに顯著な減少が認めちれ特異

な様相を呈 している。BCGの 影響と見 るにはB

CG實 施と時期的、地域的に一致 して減少してい

る事が必要で、その意味で呼吸器の結核の動向は

、 注目に値するものがあると思われる。然 し之とて

もBCGと の關係には幾多の疑問があり、BCG

が青少年層死亡減少に影響 したか否かを漸するに

はなお幾多の槍討を必要 とするものと思考するゲ

回 答

病類別に更に詳しく槻察することは 有 釜 と思

う。

11學 童期胸部結核護生に關する研究

阪大第≡…内科 尾 野 敏 雄

昭和16年 以降大阪市内及びその近郊の各年齢

暦に就て結核疫學の調査を施行 しているが、結核

豫防策の上から學童期に於ける結核畿生に就ての
融研究は重要であるので

、各方面か ら調 査 を行つ

た◎'、

ノ所謂健康として通學 している學童の中にも無自

畳の結核症のあることは既に知 られているところ

であつて、昭和16年 よb昭 和21年 の間通學學
ま

童都市51・058名、農村13・697名 、計64755名 の

結核集團検診及び調査を行つた。又昭和16年 よ

り昭和22年 の聞身鰹違和友び無自畳なるも特に

精密検診希望の目的を以て病院 を訪れる學童958

名の個人検診及び調査 を行つた◎

のその結果通學學童に於ては 「ツ」反陽性牽は都

市46・72%、 農村32・59%、 活動性結核槍出率は 一

都市0・4%、 農村0・2%で あつた。來院學童に蕊

ては 「ツ」反陽性率は62・01%、 活動性結核検出

率は21・4%で あつた◎叉之等學童に如何なる型

の胸部結核があ り・之等の結核症は如何にして襲

生 したかを知 鉱 將來如何なる経過をとつてゆ く

ものであるかを知ることが出來たQ

12學 童期 胸部 結核 の臨 撚症 状 につ いて
.

大阪大學微生物病研究所竹尾結核研究部

寳 來 善 次 ・

大阪大學第荏内科教室 .尾 野 敏 雄

」
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學童期胸部結核の臨鉢症駅については諸家の報

告があつて夫々の立揚か ら意見が述 べ られ てい

る◎今同多数の學童の胸部結核を桧畠することが

出來たのでぐ夫等についての臨林症歌を纏めるこ

とが娼來たの集團櫨診槍萬の學童結核と個人検診

槍出の學童結核との聞に臨床症駿の現われ方に多

少の相違 も認めている◎學童期結核は自畳症状の

訴えを持つ もの少 く、又既往症 む稀である。他畳

症状については榮養膿格について特記すべきもの

はない。胸部理學的所見については所見 を認める

ものは比較的少い。興味あるは胸部 レントゲン所

見であつて、活動性結核に於ては青少成人と趣 き

を異にしてお り、都市在佳者と農村在佳者の間に

初感染型 とそれ以後の ものの登生にっいて多少の

相異があるようである.

(質問)東北大學抗酸病研究所

斬'津.泰 孝

BCG接 種と獲病者との關係如何

。(同答)阪大竹尾結榎研究部
寳 來 善 次

昭和15年 か ら大阪地方の小學校兇享に集團槍

診 とBCG接 種を施行している同一校についてみ

ると、BCG接 種をやつてか ら次第に槍出牽が減

少している◎又検幽せる活動性結核の病型は成人

型が減少の傾向があり、経過は良姫の傾向が多 く

なつている◎

(邉加)新 津 泰 孝

(1)昭 和23年9月 仙蔓市内小學校1年 生全

員約6・000名 について結核患者稜見率は約1.'2%

であつたが、昭和24年1月 、中壁3年 生約2.000

名についてはO.6%で 高學年の方が低率であつ

た。中學3年 生は敬年前ゆ ら繰返 してBCGを 接

種 しているためにBCG接 種者か らの磯病患者が

多かつたけれ ど、BCG接 種のために高學年の方

が低率であつたのであると思われる◎

(211前 記1年 生について爽見 し冷患者85名

の中、家族歴あるものは54%、 「レユ所見なく「ッ」

反慮陽性のもののそれは34%で ある。

(3)前 記小學校1年 生の調査では自畳症歌は

「レ」所見あるものでは70.6%「 ツ」反鷹陰性

者では32.3%で 所謂結核を思わせる自畳症状は

必す しも結核兜童でなくとも相當 高 牽 に 見 られ

た。'

13 、療 養 所で得 られた結 核患 者 の

療 養統 計 第一 報.療 養統計よリ

褐た肺結核の現症群の解折

(國立療養所課)尾 村 偉 久

(國立東京療養所)沼 田 至

(國立溝瀬療養所)牧 野 進

(國立中野療養所)中 野 眞 夫

(國立千葉療養所)若 幽 晃

(國立療養所課)吉 田 壽 三 郎

療養所あ臨床統計を療養統計 と呼ぶ。調査封象

は國立療養所入所中の結核患者である。

この調査により先す'輕 ・中 ・重'、"停 止 ・進

行"と いう様な現症の総括的な概念 を決定する有の

力な現症轟 を槍萬することを目的 としている。帥

ち現症個々の聞の相關の有無を槍出するだけでな

く、相關の藪値化を行い、相闇の禾小を比較 し℃

これにより主現症を槍出し、更に其の相關値をた

かめる現症の組合わぜを求め、主現症群を槍萬す

る◎しか しft輕i中 ・重〃とい うような概念は、多

くの假殺をおかなV限 り遽に数値化出來ない。彦じ
ぜ お ぐ

ちこの假設を可念的同避 して相關の数値化 を求め

るため艇、時闇因子を加え、次の順序を経て解決

しようとしている。1)主 治馨の認定 した"輕 ・中」

重 、な り、"停止・進行"な りを正 しV・と假定 して

現在所見の相關 を求める◎2)同 様孚ク年後又は韓
"麟 時

の所見ゐ相關 を求める。3)現 在所見と牛ク年

後叉は蒋餓時ゐ所見とを比較 して相關の歎値化を

行い、且つ主治馨の認定を槍定する。4)槍 定の結

果か ら基準を作 る◎5)こ の基準により現在所見を

分析 したものと孚ゲ年後又は韓鯖時の所見 を分析

した ものとを比較 して基準を確定するご本格的な

調査に先だつて・準備的に時間因子をかげる前の

療養統計を行つた。帥ち肺結核患者喀34名 の入所

時の現症を5%の 誤差 を前撰とし七塵理 したの

が、第一報 である。その結果は次の通 ウである。

傾向關連性が"輕 、中、重〃 と"進 行、停止、、

髄温 ・脈搏 。赤沈 。排菌 。ラ晋 ・咳 ・レ線像 との

間には確實 に、安静度、貧血 ・食慾 ・湊 との間に
驚 、
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は不安定に、睡眠 ・盗汗 ・喀血 。血湊 ・下痢 との

聞には不確實にあることが認められ、"進 行、停

止ル と安静度 ・艦温 ・血痩 。咳 ・レ線像どの聞に

は確實に、脈搏 ・赤沈 。貧血 ・盗汗 ・排菌 ・ラ書

痩 との聞には不安定に、食慾 ・睡眠 ・喀血 ・下痢

乏 の間には不確實にあるごとが認め られ、更に安

艀度 と髄温 ・脈搏 ・赤沈 ・貧血 ・ラ晋 ・レ線豫と

の間には確實に、睡眠 ・排菌 ・咳との間には不安

定に、食慾 。盗汗 ・喀血 ・血疫 ・湊 。下綱との間
き ノ

には不確實にあることが認め られた◇!

14結 核 の統 計的親 察

京都府立瞥科大墨飯塚内科教室

角 本 永 ワ 禧 本 芳 男

沼 口 満 津 男,植 野 芳 樹

我が國に於ては一般的衛生歌態が比較的進歩 し

たに拘 らす、結核死亡率は減退の徴を見せす、同一

マ経過を示 していたのであるが、第二次世界大戦

の直接戦蝸を甚だしく受けてきた過去10ケ年間り

我が敏室に於ける結核死亡率を見るに、昭和19、

20年 に於て著 しく又念激に増加せるも、食糧事情

の最燭伏態 なりし21年 に於ては却つて減少 し、

以後更に減退する徴候を示せ り。

叉結核家族歴を有する者は然 らざる者に比し死

亡率高 し。呉の他各項に就き統計的観察を行い、

其の豫後との關係を調べ、興 味 あ る事實を得た

り。

15Histopla8mosisの 研 究

豫防衛生硯究所 柳 澤

結核豫防會結核研究所 隈 蔀

〃

公衆衛生院

抗酸菌病研究所

大阪大學第ミ丙科

諏

雄

郎

郎

明

造

英

四

四

敏

勇

鵜
谷
饗

・
小

染

海

海

HistoplasmaCapsulatumに よつ て お こ るHist .
の

oplasmosisの 研 究 は最 近 アメ リカに 於 て盛 ん に行

bれ て いる。 私 達 はP.H.W.の 妊 意 に よ りHi-

stOPlasminの 分 譲 を受 け た ので 、 我 が 國 に もセ の

疾病 が あ るか どうか を ますHistOPla弧i瓜 反 慮 槍 査

に よつ て た しか めた◎"

研究に選ばれた封象は、東京都、大阪市及び大

阪府下、埼垂縣、新潟縣、宮城縣、輻島縣、山形

縣の就學児童及び未就學児童で総藪6173名 であ

る。Histoplasmin1000倍 稀繹液0ユc・c・皮内注射

後48時 間判定で直径5mrn以 上の硬結のあるも

のを陽性 とした◎(ア メ リカの基準に從 う)

6173名 中、宮城縣細岡村の10歳 の學童1人

が陽性、他は全部陰性であつた◎この陽性の學童

はツA"・ルク リン反慮 も陽性で～X線 腐翼で左側肺

門淋巴腺に石荻沈着が認め られる。この石次沈着

は結核症のためかHist◎Pla$mosisの ためか断定寓

來なVb◎

(質問)東京逓信病院結核科 駒 野 丈 夫

アメ リカには本症に關する交献が多いが、 日本

に於ける存否は不明である◎ この黙につき槍索さ

れた ことは感謝に涜 えない。 アメ リカでは本症は

地方病性に存在しているか ら流行地域 を探すこと

が必要である◇然 し本症の臨床症歌は末期は相當

重篤であるか ら、 もし存在すればその疾患は既に

焚見されているか叉は病理解剖例 が あ る筈であ

る◎之等がない難か らして、やは り日本では無い

のであろうか、なお同様肺に石次化をつ くるコク
　 き

牙 ヂオ イ ドミコー ジスの 検 索 も希望 す る。

(同答)柳 澤 謙

二 三 の 病理 學 者 に剖 検 所 見 でHistaplasmosisに

似 た もの が なか つ た か と零 ね たが 、全 然 知 らな い

との事 で あつ た か ら、恐 ら く日本 には 少 い病 氣 で

あろ う。、

16勤 螢警師の慢牲結核捜病は勢

基法上の業務疾患な りや

大阪阿武山赤ヂ学病院

三 戸 時 雄

畦結核初感染の痕跡を有する馨師が
、歎年以上に

亘つて日常生浩上結核に原因するらしき健康障害

を自畳せす、叉明確なる活動性結核な のとの他畳

的詮明が得 られすして、肺結核患者を多 く取扱う

職場へ雇われた後で結欄 箆病 した場合には、それ

が初感染の縫綾若 しくは治癒歌態に在 りし初感染

竈の再燐な りと認められるべ きや、或は初感染結
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核が臨林的治癒 したる後に、其の職場に於て外來
　

再感染せる者と認められるべ きやは、其の馨師が

次いで其の職場にて死亡した場合に、勢基法上の

死亡給與金に關して大切な問題とな り得る。即ち

其の獲病が業務上の感染によつて獲病せるや否や

が問題解決の鍵 となるのである。此の場合に若 く

とも馨師た り得る程の年齢の者が其の職場に就 く

迄結核未感染者な りしとの確詮が存すれぱ、問題

の解明は極めて簡輩である事勿論である。

通常の場合勧螢馨師の療養費は健康保瞼組合の

負澹であるが、死亡の場合にはそれを業務疾患と

認むべきや否やによつて死亡給與金が雇主の負旛

となるや否やが決ぜられる¢此の問題は看護婦に も

當簸まるか ら十分に考える必要がある◎即今若し

之 を業務疾患と認めれば、醤師の遺族は相常額の

生計費が得 られるが、反封に小資本の病院では此

の爲に倒産する事になる。又刷に成人の慢性結核

の大部分が初感染結核の糧綾叉は再燃のみな りと

解すれば、経螢者は死亡給輿金の責務 を冤れる事

になるが、併しそれが再撚 して襲病するが如き動

機卜多 くは過激な業務に服せ しめたというが如き

義徳上の責務が礎つて、それが直ちに業務感染で

は無くとも業務上の獲病という事たは結び付けられ

易くて論争とな り得る◎又慢性結核の獲病は皆初

感染に結び付いている者 とすれぱ、極めて危瞼だ

か ら内科馨者を雇入れ る際の髄格瞼査はなかなか

面倒で困難な者ζなつてくる・かかる危瞼 を考え

るとなかなか マントウ反慮、赤沈交はX線 窩眞の

みで獲病危瞼の無い者を探 して雇入れるという事

は不可能な問題となつ工 くる◎一方に於ては結核

專門病院等で充分な結核知識 を有 しない若い瞥者

を履入れる際に、萬一結核嚢病叉は死亡 した場合

には業務疾患として取扱 うとの優遇條件を附する

のが賢明且つ情誼的である。即ち馨師の結核獲病

を業務上の外來再感,染と見倣 して取扱う事にする郷

のである。結核療養所の眞の登展の爲に優秀な馨

師を保護するという立場か らは、之を國家が保謎

して も良いと考えられる。これは軍に塁務よ4)問

題だとして便宜的に取扱つて も濟まされるようだ

が、事務の性質にも亦容易に科學的の非難を蒙る

が如き瓢が存 しないようにして置 く必要がある◎

實際問題としては更にこつの問題が淺 る。其の一

つは薫務上の外來再感染 を認めるとして も其の爲

には馨師は其の職場以外で内職の患者を診療 して

はならない事になる。其の二は吾 々の日常生活上

又は豫防或は療養の現實では外來再感染 を恐れる

か文は防 ぐような親念と事實 とが存 している。一

切は眞創な考慮を要する◎輩なる顯微鏡下ρ問題

では無ヤ・◎

昔時15年 聞療養所長を奉職中に7例 の大喀血

死に會 して・其の全部を剖槍 して途に禁の出血部

位を確める事が出來なかつた事が有る。實際問題

はなかなかむつかしい者だとの考えが今でもある

事を想起する◎

17結 核患者の療養能力實態の一面

大阪阿武山赤卜字病院

矢 野 精 太 耶

大職中軍病院であつた當院が終戦と共に一般病

院となつてからの入院患者を資力的に見た當面の

報告 をして衛生行政上の参考に資 したい。

大艦1昨 年3月 頃迄は耐會事情の爲に在院 患者

少 くして自費健保購態者藪が略 よ同数で、其 の後

1年 絵にして満員220名 に達 して以來、自琵患者

数は今日迄殆んど攣 らないが、之π封 し健保患者

は一昨年夏頃 より頓に増加し、其の後 も増加の一

途を辿 り、今日に於ては全入院患者中85%に 達

している◎

右のような多数の健保患者申自ら高い個室使用

料を支佛つて上級病室を使用する者が昨年7月 頃

より急に多 くなつて來て、現在は健侃患者中40%

は個室占有者で、90の 偶室中其の90%殊 に8

個の特等室申6伺 も亦健保患者が使用 している。

之等の殆んど全部は青肚年の被保瞼者自身で其の

家族ではない◎ 婁

以上のような患者性質の墾移 と時期とが賃金ペ

ースの准移と其の實施期 とに關蓮性を持つている

ように考えられる黙がある◎之は療養費を保瞼者

が負澹している闇は保瞼者は被保瞼者は其の家族

の生活費として大髄に於て本人給料の6割 を支給

しているか ら・猫身の青年患者は其の全部を療養

費に漕費し得るという事になるからである。之に

一 一20__



205

反 して一般の自費患者は所謂新興階級でない限 り

かかる盤裕ある療養が途研られないという事實を

生んでいる。現在は右の通 かであるが健康保瞼の

結核療養給付期聞は2ケ 年であつて此の期間中に

開放性結核患者を本人は勿論、祉會にも危瞼を與

えない程度に治癒せしめ る と い う事は至難であ

る◎依つて期間や支給せ られる給料にて今1年 療

養期聞を延長 してせめて3年 闇療養せしめる乏い

う方法は立たないものかという事を提言する次第

であるd

18乾 燥のBCGに つtsて の研究第二報

主に残水量と眞室度の ワクチンに

及ぼす影響 磐

結核豫防會結核研究所

草 光 宜 卒 野 口 徳 次 郎

岡 田 久 張 仲 縷

(1)乾 燥 ワクチンの保存期間と人艦接種成績'

と4)關係

BCGを 一準の條件で乾燥 し、室溢で一一定期間

保存 した後陽韓敷果を調べるど、乾燥後coe日 飴 〆

を経てなお90%絵 の陽韓率を示し得る。 しかし

漏方既に6q日 後にその陽韓敷果が弱 まうものが

あり、その原因をつきとめることが必要である。

(2)同 時に乾燥 した製品間の違い

同時に乾燥 した個々の製品も必すしも同質でな

いことが考えられるが・實験の結果ではその陽韓

効果に差異は認められない。

(3)残 水量測定法としての蒸氣歴測定法

ベニシリン等の藥潮の保存にはその淺水量が大'

きな影響があることは衆知のことであるが、BG

Gの 揚合 も同様なことが考えられる。しか し微量

のBCGの 愛ノk量は重量攣化によるその測定は容

易でないので便法として100CC.に 於けるワクチ

ンの蒸氣歴を測 り聞接に淺水量を測定する方法を

試みた。乾燥時閥・淺水量、蒸氣歴の商には明 ら

かな李行關係のあることを確め得た。

(4>ワ クチンの蒸氣璽と人騰接種成績との關

係.

ワクチンを最高389日 室温で保存 し
、人髄に接

種 し、その陽韓効果とその ワクチンの蒸氣歴 より

間接に測定 した愛水量との關係は建水量5%を 超

えるものは急速に効果が弱まることが 認 め られ

た。但 し残水量が5%以 下で も時に弱 まることが

ある◎帥ち陽韓効果の弱まることは淺水量のみが

その原因とはいい難い8

(5)保 存虞室度の ワクチンに及ぼす影響

(イ)大腸菌の場合 大腸菌をBCGと 同じ方法

磁 燥し、之を藩 、塒76伽mHgの 三つの

翼塞度で50。Cに1乃 至3週 保存した後増養 した

成績では眞室度は乾燥大腸菌に著しい影響を與先

な い◎

(ロ)BCGの 揚 合 、乾 燥BCGの 愛 水 量 の 同 じ

の ものを箭 乃至76・-Hgの 雄 度の下に5・q

Cに 保存した ものを1乃 至3週 後培養 した結果は
礁

明らかに翼塞度の高いものの方が多 くの集落が嚢

生した◎但し室温で65日 保存したものの人曹劉妾

種成綾では50mmHg以 下の貫室度 は著しい陽輔

効果の差異は見 られなかつた。

19乾 燥BCGワ ・クチンの含漏度

に關する研究

東北大學抗酸菌病研究所

櫻 井

乾燥條件を明確に記録 して作つた 「乾燥B"u'Gr`

ワクチン」の含漏度を測定 し、その乾燥曲線乃至

適乾燥條件について検討 し、成績を得た。

(1)實 験方法

(i)「 ワクチン」の調製法BCGは 傳研株

を型の如 く虚理 し2%「 ペプトン」水1cc中20

mg含 ま拠 るようにした。多岐管式乾燥機 を用い

多 くは豫備凍結なしで取付け、自家凍結完了まで

内容が外に吸い餌されないように注意 した。

(11)測 定方法 「AbdelthaldenfJ氏 乾燥器に

電氣恒温槽を附鵯させた もので科學天秤による測

定は総て40乃 至45%の 漏度に保つた乾燥糟内

で行V・、ペニシリンに於けるように漏鍛基準含水

率を求めた。

(iii)生 存力の槍査方法 乾燥BCGの 生存力

は岡片倉培地に倍数稀繹 した菌液を培養 し、1ク

月後に培地上の聚落数を数え・別に「ウ レァーゼ」
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と 「カタラーゼ」作用の強弱を測定 した。

(1r)實験成績

(i)2%「 ベプトン」20mg乾 燥BCGワ ク

チンの乾燥曲線は所謂内藤係藪によつて示される

血清の乾燥曲線に類似するが、後孚でこの曲線か

らすれて來る◎ 魯

(ii)乾 燥時間が乾燥絡了時 より更に永引いて

も菌の生存力には著明な影響はない◎

(iii)生 理的食盤水な媒質と し て は 不適であ

る◎ 「ベプトン」簾糖乳糖については乾燥時貫空

度が良い揚舎には含漏度に絵 り差異はなV・が、眞

.室度が悪い場合には 「ベプ トン」は乾燥 し難V・よ

うである◎
勤(iの 乾燥する菌量が多

い揚合は、初めは早 く

乾燥するが、終了時には逆に含漁度は高いが、菌

の生存力には鯨 ウ攣 りないようであるげ

(v)豫 備凍結 を行 う場合は乾燥時間は永引 く
む

が・菌の生存力は行わない場合 より減少 しなV・。

(vi)乾 燥経過中の翼室度の良い場合は乾燥 も

早 く菌の生存力 も減退 しない。

(vii)...20。C加温でな乾燥時間は短縮は充分で

ない・40。C加 温では乾燥時間は孚減 し、且つ菌

の生存力も鯨 り影響を受ttなh。50。C及 び60。C

加温については未だ充分な結論を得てない。

V20乾 燥BCGに つ いて の研究

。熱のワクチンに及ぼす影響及

び媒薫質について

結核豫防愈結核研究所

草 光 宜 李 野 タ 徳 次 郎

岡 田 久 張 伸 鍍

(1)熱 の ワクチンに及ぼす影響

(イ)熱の製品に及ぼす辮 金 一Hgの 貫室

のアンプール中の乾燥 ワクチンを60。C及び100◎C

に加熱 した後の培養成績及び人髄接種後の陽韓成

績では60。c-一 時間迄は著しv・影響は與 えない。

100◎C15分 加熱 して も陽韓数果は後孚分に落ちる

程度であ り、熱に封 して著 しい抵抗 力をもつ こと

が認められる◇ 、 ◎

(ロ)乾燥過程に於ける熱の ワクチンに及ぼす影

響、乾燥過程のワクチンの温度は直接にぱ奪われ

る昇華熱潜と外から加えられる熱量によつて決め

られ・使用する装置其の他の條件で左右されるQ

で一概に決められないが、われわれの使用 した乾

燥箱式のものでは40。C迄 は効果に影響はな く、

60◎Cと なるとやや減弱する。加熱温度は乾燥時聞

及残水量に著 しい關係があるので重大な問題であ

る。

(2)媒 質1鰍 ぐ}て.

ペプ トン、グルタ ミン酸 ソーダ、庶糖、プドー

糖、媒質のない蒸溜水、浮游液の五つを比較すると

(イ)理水量は同條件で燥燥 した時、グルタ ミン

酸が最良でブ ドー糖ペプ トンは良 くなV・◎

(ロ)溶 解性はグルタミン酸、ベプトンはよく蒸

溜水、プ ドー糖は劣る◎

(ハ)・50。Cに1乃 至4週 保存した後の培養成績

では庶糖、グルタ ミン酸、ペプ トンはよく蒸溜水、

プ ドー糖は劣る。嘩 レ

(二)グ ルタ ミン酸 と庶糖を媒質とした ワクチン

の50。C、60ec、100◇Cの 耐熱性を調ぺると、グル

タ ミン酸の方が稻耐熱性が強いことが うかがわれ

る。

100◇C一 時間加熱 してもなお生菌が淺 ることが

確かめられた◎

一般 を通 じてグルタミン酸が各種のす ぐれた性

質 を持つていることが認められる◎

21乾 燥BCGワ クチ ンの効 力検 定

に就 いての研 究

結核豫防會結核研究所

大林 容二 張 仲 鍍 有 馬 純
　

演者等は乾燥BCGワ クチンの効力槍定に關

し、定量培養法、酵素作用測定法及び人膿接種試

験等の關係を調べたのでその紬果 を報告する。,

1・槍定時に於ける効力試験に就V・て

培養試験は入艦接種成績 と一致する揚合が多い

が、乾燥 ワクチンでは液髄 ワクチンよわも個々の

培養基間の成績の動揺が多い傾向が認められ、特

に培養陰性に現われた揚合の成績評債に問題力勧

る。又成績の判明迄に長時日を要する所 に難鮎が

ある。

効力試験 としての酵素作用測定に關しては、演

者等の實験の範園ではデヒドロゲナーぜ及びカタ

一 一}22・ 一 _
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フーゼが比較的ま気(。デヒドログナーぜを用いる

揚合、凍結乾燥前の原液 と乾燥後の製品との逡元

力の差 を比較すると略 玉人髄接種成績に一致する

が、長期間保存後の製昂に就いては一致ぜぬもの

である。カタラーゼに就いては大盟デヒドロゲナ

ーゼと態度が一致する場合が多V・が、いろいろな

條件下に於けるものに就い て は 更 に槍討を要す

る◎ウ レアーゼは前二者と稻態度を異にする場合

が多い◎ 曝 ・

a製 品の脊効期間保詮の問題に就いて

此の問題に就いては前演者等の述べた如 く製品

の憂水度及び眞室度測定法の検討と、更にその成

績 と實際の製品の保存に依る効力低下との關係に

就いての研究を必要とする。

な詩以上の様な製品の物理的條件に依つて有効

期間を決定し得るに至る迄の道程として、製品を

高温(500U程 度)に 保 存して効力の低下を促進

し、短期間に槍定を行 う方法 も考えられるが、此

の方怯に依る効力ゐ低下と實際に製品を室温に保

存 した揚合の効力低下との關係に就いては更に検

討 を要する。

22乾 燥BCGワ クチ ンの 力債検

定方法 の検討

豫防衛生研究所

謙

望

夫

子

昌

久

澤

見

戸

柳

淺

諭宍

林

郎

泰

達

藏

四

又

谷
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村
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染

宮
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液歌BCGワ クチンの力便の槍定法 としては、

これ迄の研究では次の四つの方法が桧討 されてい

る。

(1)モ7VEツ"tcワ ク'チ ン の 一糧 を接 種

し・一 定 時 日経過 後 の ツ〈ξル ク リン ・ア レル ギ_

の 強 さに よる方 法(2)ワ ク チ ンの定 量 培養 法

に よる方 法(3)脱 水 素酵 素 の定 量 に よる 方法

(4)Ureas③ の 定 量 に よる方法 。' 1

以上 の4法 を乾 燥 ウク チ ンに就 て槍 討 した と こ

ろ ・ モル モ ッ トに よる方法 と ワク チ ンの定 量 塔養

に よ る方法 が 犬艦 にお いて 正 しい力 贋 を示 す の に

封 し・腕 水 素酵 素 法 は簡 易 で は あ るが な お少 し く

研 究 を要 す る鮎 が ある し、Urease海 ま更 に研 究

を要するところがあるように考えられた。

23BCGの 酵素た關 する碗 究

(ウレアーゼ及びカタラーゼに就て)

2實 験 方法

(イ)PH法

NH3を 嚢 生 す る。この た め試 験 液 のPHは 上 昇

す る◎ 之 を標 示藥 の 色調 の愛 化 に よ り測 定 し、

以 て ウ レアー ゼの 強 さ を推定 す る¢

(ロ)N一 定量 法 分 解 して 生 じたNH3とFolin

氏 法 に よ り蒸 鱈 し硫 酸 で 補 足 、 中和 し、 残 鯨 の
ノ

酸を苛性曹達 で滴 定する。NH避 量を計算す

る◎ 。
の み

2)力 癒タラpaゼ測定法

KMilO4液 を以てカタラーぜ作用後未分解の琉

02を 滴定し、逆に分解されたH2砺 量を知 り、

以てカタラーゼの張さを測定する◎

3。糸患手濠1)ウ レアーゼ

.(イ)P耳 法とN定 章法ゐ比較 前者は後者 よ

り操作が簡軍であるが、不完全な黙が多い。即

ちPHを 表わす数値は封数である事から同 じ

PH値1・0の 攣化 も7.0附 近のそれは&0附 近

の夫 と意味が異なる。從つて予の方法ではPH

の攣 化の上限は&5附 近で、それ以上はNH3

が檜加して も色調の攣化は認められなV・◎之に

反 し定量法は大燈正確にNの 増加を検 し得る。

(ロ)培養日藪 とウレアーぜの漕長 μ伺時に乳酸
ゆ 　 め

睨水素酸素と増殖力の清長 をも検せるに三者は
ゆ に

培 養 日数 と共 に大 鰹 李 行 して弱 化す るが 、 ウ レ

ァ1・・・…Fゼの 弱 化な35日 附 近 よ り明 らか と なb、

以 後 激 減 実 る◇ 」曾殖 力 と腕 水 素 酸 素 は2週 以 後

3週 前 後 か ら爾 者李 行 して 減 弱 す る が前 奢 の低

下 は後 者 の それ よ りも著 しい◎

(ハ)Sauton濾1夜 一PHと ウ レア■i」一.一ぜの 浩 長 、濾

液 のPHが 酸 性 に なつ た時 、ウ レア ー ぜの 弱 化

は 著 しいが ・ この逆 は必 す し も成 立 しな い◎

結核豫防會 結棲研究所

有 馬 純

1.實験目的1)BCG一 ワクチン槍定への慮用

の可否

2)結 核菌の生活現象の探究

1)ウ レアーぜ測定法

ウ レァーぜにより尿素は分解され、

一一 一23_



208

(二)ウ レアPtゼの性歌i)至 適温度30分 作用(質 問2)

では67。C附 近通 常・蛋白攣性の起る600Cで(1)只 今御話の判定は何同位の實験結果の綜

は3時 闇にても作用阻止 を受けぬ。 合なりや。

ii)至適PH燐 酸緩衝液ではV・2～7・6iii)加(2)「 ウレアーぜ」の至適温度は6(PCと 賄

熱の影響・温浴10分 加熱後の酸素作用を検せ れたが、かか る高湿では尿素が自然分解 して 「ウ

るに 餐79Cで は影響授 けす70・C附 近よ殿 げ 一ぜ」測定には不都合である。この場合BC

壊 される◎腕水素酵素では55◎Cか ら弱化し・Gを 入れ ない封照をも使わないと誤 差 が 生 する

70。Cで は全 く不活化する◎ が、 こういう樹照を使われたか。
iv)紫 外線の影響 加熱の時 と同様脱水素酵素(IE}x .)

の
に比 し抵抗力大なlp… .(1)實 験により繰返 した回数は異なるが曙養

2)カ タラ"ゼ 日数による漕長は数 えるに困難な程数同繰返 しな

(イ)培蜘 難 触 ラーゼゐm長 睨水素酵素3～4同 の もの もある。

に似て培養2週 目頃か ら漸次低下する◎併 しそ(2)30分 ではrウ レアーゼ」 の最適濃度は

の度合は爾者必すしも一致せぬ◎著 しい差異は67。Cで その前後に山をつ くる
。尿素の自然分解

30日以後に・時に念激に弱化する傾向のある事 は考慮しなかつた。 。

である◎

(・)カ タラーぜの性歌i)至 適渥度、30。～50。24比 較 的飢餓 のBCα 接 種効 果に及

cの 比較的廣範園 ぼ す影 響 に關 す る實験 的研究

ii)至適PH燐 酸緩衝液では7.0～7.2iii)加
(久留米蟹大細菌學教室)

勲の影響、温浴10分 加熱後の酵素作用を槍せ 占 部 薫 三 隅 眞 三

るに50。C附 近 より影響を受け55◎Cで 全 く不

活化される。BCGワ クチン側の條件がその接種奴果に封し

4.結 論 ・ て一定の影響 を及ぼすことのある勲については諸

(1)BCGの 三つの酵素、乳酸睨水素酵素、ウレ 噂 家の報告 もあ り・われわれ もすでに報苦 したとこ

アーゼ及びカタラーゼの性歌は各々異なる。特 ろであるが・他面その接種を受ける生胆側の條件

に加熱に封する態度ではウレアーゼが最も安定 はその数果に封 して如何なる影響をもた らす もの

でカタラーゼは最も不安定である。脱水素酵素 であろうか◎われわれはその邊の事情の1斑 を窺
し

はその中間。 う目的で先す此較的飢餓なる條件をとりあげ、B

(2)培 養 日藪と酵素の強 さの浩長 も夫々特艮がCG接 種郊果としては 「ツ」ア レルギー成立及び

ある。 ウレアーぜは35日 目附近 か ら減 弱す 全血液内結核菌頚育阻止作用檜強の2鮎 を目安 と

る。他の2者 は2週 以後3週 附近よの弱化す。 し・兎を用いて實験的研究をこころみた。その結

ヵタラーゼは30日 以後急激に不括 化する傾向=果 を略述すると、即ちBCGに よつて爽現した

がある。 「ツ」ア レルギーは比較的飢餓に該動物が陥ると

(質問)阪 大竹尾結研 庄 司 宏 とによつて比較的速かに漕失 したがBCG接 種に

「ウ レア・・ゼ 」の至適PHは 用いる緩衝液の濃 よつて塘強 した該動物の全血液内結核菌嚢育阻止

度、種類及び尿素の濃度に依 り憂 化 が あ るが、 作用は比較的飢餓によつて大鎧大 した影響を蒙 ら

7.2と いわれた場合の條件如何 なかつた。 なお、この威績よ りして 「ツ」ア レル

ギーと全血液内結核菌獲育阻止作用との間には李(同答)

行關係はない ものとみてよかろ う。ぜ一 レンゼン氏燐酸緩衝液を使用、濃度は大髄

M
で『な り。

一ド_24一
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先 に海 老 名等 は 凍結 眞 空 乾燥 「BCGワ ク チ ン」,

の 人瞠 接 種 成績 に就 て 、 「乾燥 ワク チ ン」 に よる

「ッペ ル ク リンア レル ギー」 は 「生 ワク チ ン」 に

よ る もの と殆 ん ど同様 で あ る こと を嚢表 し、 又大

林 は冷 暗所 保 存1年 以 上 の 「乾 燥 ワク チ ン」 にて

も相 當 の 陽縛 をみ た こと を嚢 表 した 。我 々 は3年
で

間 保 存 した 「乾 燥 ワク チ ン」の 人鎧 接 種 成績 と乾 繭

燥 ワク チ ンに よる 「ツベ ル ク リ ン、ア ムル ギー」の

漕 長`τ就 て 、 次 の結 果 を得 た。

暗 室 保 存366日 の 「乾 燥 ワク チ ン」O.06mgで

は1年 目に93.1%、 冷 室536日 保 存 の もの0.06

mgで は36日 目に100%(2000倍 ツ液 にヱ も100・

%)の 陽 韓 をみ た。 曙 室712日 保 存 の「ワク チ ン」

で はO,06mgで は4ケ 月孚 後 に 一86.3%s暗 室1036

日保 存 の ものO・03mgに て は41日 目に50.0%

が 陽 轄 した。 なお1036日 保 存 のrワ ク チ ン」の揚

合 、封 照 と して接 種 せ る 「加 熱 殺 菌 ワク チ ン」 に

て は'10.2%の 陽韓 をみた の み で あ る。
や

冷 室21日 保 存 「ワク チ ン」O.03mgを 接 種後

36日 戸69・3%・83日 目8&1%～2孕6ク 月牛 後

89・5%、 曙 室21日 保 存 の もの α03㎎ に て は 、

後38日 目86・7%、70。 日 目95・1%、2年8ク ・月 孚

後98・9%を 維 持 して い るΦ

以上 の結 果 に よ り、我 々 は保存 ガ 法 、 アム プル

熔 封 方法 等 の條件 如 何 に ど り 「乾 燥 ワク チ ン」 の

保 存 可能 期 闇 は相 雷永 くす る こ とが 萬來 る。文「乾

燥7ク チ ン」 に よb生 じた 「ヅ〈3ルク リ ンア レル

ギ ー」 は2年9ケ 月 後 に於 て も著 明 な低 下 は認 め

られ なV・こ とを知 つ た◎

なお 使 用乾 燥 機 は多 岐管 、菌 種 は 竹 尾 、傳研 の

2種 を用 い・大 部 分1000倍 ツベ ル ク リ ン液
、24

時 聞後 判 定で あ る。

接 種 封 象 は初 接 種者 を選 ん だ。

(質問)公 衆衡生院 染 谷 四 郎

2000倍 ツーごル ク リンを用V・
、.48時間 判 定 に於 て

硬結 鰯 知 率な どの程度 か 。

(周答)

手許に正確 なデータを持つていないので確答¢

きないが、陽轄率の悪V・場合は約10%位 しか関

知 しなかつたと思 う◎

26 BCG乾 燥ワクチシを以てせる

(腋瞳)腋 窩並びに皮内接種成績

富山地芳鐵道診療所 庄 司 吉 宗

瀬 戸 保 健 所 川 上 清

製造後112日 を経た結核豫防會のBCG乾 燥 ワ

クチン(昭和23年6月16日 製造)を以て14歳 か ら

15歳 迄の新制中學校生徒205名 に就て腋腔(腋
tv窩)並 びに皮内接種を行

い(昭和23年10月6日)次

の如き所見 を得た◎

接種後局所の所見として腋腔接種に於て1ク 月

後無攣化のもの65%硬 結 を示せるもの32%、

膿潰瘍を呈せるもの3%で ある◎

次にこれに封 レて皮内接種に於ては、無攣化の

もの0%、 硬結を示せるもの17.5%、 膿潰瘍を呈

せるもの82.5%で あるe

次にツ〈eルクリン反慮の歌態として、腋腔接種

に於ては、1ケ 月後陰性O%、 凝陽性O%、 陽性

100%で ある。2ケ 月後陰性O%凝 陽性O%、 陽

性100%で ある◎

之に封 して皮内接種 に於 て は、1ケ 月後陰性

5・5%、凝陽性9%、 陽性94・5%、2ケ 月後陰性

55%、 疑陽性i33%、 陽性61.5%で ある。

27'BCGワ クチン接種後7年 間の

ツベルク リンアレル 孝幽の推移

豫 防衛生研究所 柳 澤 諏

BCGワ ク チ ンの奴 果の 持 綾 期 間 の判 定 は ッ恕

ル ク リン反 慮 の 陰陽 を以 てす る こ とは一 般 に正 し

い と され て い る◎ 私 達 はBCGO・04mg皮 内接

種 集 團 につ いて は満7ク 年 間 、BCGO.06mg皮

内接 種 集 團 につ いて は満5ケ 年 聞 ツ〈3ルク リ ン反

慮 の 推移 を調 べ る こ とが 幽 來た ので 、 その成 績 の"

概 略 を報 告 す る◎

1)ミCGO・04田9接 種 の場 合 も・BCGO .06mg
艦 接 種 の場 合 も威績 には殆 ん老 差 異 が

な い。

一 一25-__
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2)一 同接種集團ではツ反鷹の陽性率の最高は接

夢種後3ク 月で80～90%、 冨接種後6ク 月以後は

陽性率漸次低下し、接種後1力 年には漸 く50%

位に止まるにすぎない◎

3)二 同以上の接種では、接種後1ヵ 月で陽性率

100%に 近 く、また時 日の経過 と共に陰韓する

率 も一同接種の場合より少Vh◎郎ち、接種同数

を重ねると共鳳 接種後早 く陽縛 し、しか も長

く陽韓歌態が綾 くことが明 らかである。

(i追力P)東Aヒ 大學 熊"一谷 岱 藏

只今の演者の成績は私共の経験 と一致 しない。

勿論弱 く注射 しようとすればいくらでも弱 くする

ことが出來るが、私共の長期間観察したものでは 『

4年 経過 して もあまり弱 くならない◎

之は米國の學者、スカンヂナビヤ諸國の研究者

の成績に一一致 している◎冤疫の強 さはア レルギ弘

の強さに干衡するか ら出來るだけ張 く接種するこ

とが必要である。ただ強 くすると潰瘍などの副作

用が多 くなるが、これか ら一般に行わ うとする所

謂処切又は多刺法によると、いくら強 く接種 して

も副作用がないか ら、この方法を皮内方法の成績

に比較するには出來るだけ強くするよう希望する。

28BCG接 種方法の研究と「ツベ

ルク リン反癒」

東北大學抗酸菌病研究所
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BCG;接 種方法を研究 し 「ツ」反慮の出現歌

況、陽韓率陽性持績期間及び副作用等を観察 し次

の結果 を得た。

(1)皮 内皮下翻脈腋窩の各接種方法では皮内

法は陽韓率が最も高 く「助 ・ア』の持績 も永い。
'

(2)皮 内3ケ 所接種方法は1ク 所法より、

「ツ ・ア」 の 出 現 早 く・i持績 も長 く・副 作 も少 い。

(3)BCGO・02～O・03mg皮 内接 種 後 の 「ツ」

反 慮 は 甲 乙 、2集 團 で は80～90%以 上 で あ り、

丙 集 圏 で は4年 後90%以 上 で あつ て 、「ツ ・ア」

は長 くi持綾 す る もの で あ る。

(4)吼 切 法 で は菌 量120mgめ もの は2040

80mgの もの あb{$L切4ク 所 法 は、2ク 所 法 よ

り、胤 切 の 長 さ10mmの ば5mmの もの よ ウ、

「ッ」 反 慮 陽韓 率 が よ い。 この 際 あ ぐべ き副 作用

は な い。

(5)乱 刺 法 でmo--120mgワ ク チ ン を用 い

70-80%陽 性率 を得 たが 、副 作 用 もな い。 しか

し 「ッ」 反 慮 は 経 過 に於 て 早 く低 下 す る如 くで あ

る。

く6)BCGを 今 ラ ノ リン 。オ リー ブ油 の如 き 媒

質 に 入れ 皮 膚 に塗 擦 して も副 作 用 な しに、 「ツ」反

慮 陽韓 を來 し得 る。 殊 に再 接 種 で は76%の 陽 性

率 を得 た◎

(7)現 在 使 用 され て い る、 竹 尾 株 徳研 株 を用

い ・皮 内接 種 後1年 に於 て、 その 「ツ 。ア」の惹 超

性 に差 異 は認 め な い◇

(質問)大 阪市立讐 大内科 塵 田 憲 三

1.ラ ノ リン ワク チ ンの製 造 方 法
の

2・ 果 してこの方法で卒等な菌浮游液を得 られ

るか。

3.副 作用

(周答)
く

1.瑞 璃乳鉢によつて極少量の食鰹水を加えて

先す濃厚なBCG浮 游液を作 り、これに含水ラノ

リンを漸ii欠混 じなが ら加 えた0

2・ 充分混和することによつて得 られる。

3・ 局所にも又所屡淋巴腺にも攣化は全 くみ ら

れなかつた。

29BCG接 種方 法 に關 す る研 究(第 三報)

(再接種にBCG加 熱死菌ワクチンを用いた

貿験成績)

染 谷 四 郎 川 村 蓮

重 松 逸 造 零 山 雄

林 久 子

1)演 者等 は襲にBCG再 接種の揚合には極め

_26-一 一
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て 少量 のBCG接 種 に よつ てvavay・ ア レル ギe・…

を賦 與 させ る こ とが 萬來 る こ と、 又か 製る再接 種

に は死 菌 ワク チ ンに よつ て もツ反 慮 陽韓 を起 す こ

とが 出 來 る こ とを報 告 したが 、 今 回 はO.4mg及

びO・04mgの 加 熱 死滅BCGを 接 種 し、接 種 後

12ヶ 月迄 観 察 した ので 、 ここに報 告 す る。

2)ツ 反 慮 陽性 率 はO.4mg接 種 の揚 合接 種 後

10日:76%、2ケ 月:82%、6ク 月.60%、10ヶ

月:64%、12ケ 月:62%、O.04mg接 種 群 で10日

:62%、2ク 月:60%、6ク 月:72%、10ク 月;60

%、12一 ク 月;51%'で あつ た◎ 又 何れ の接 種 群 に

お い て も以 前 の生 菌 接 種時 に接 種BCG量 の多V・

群程 死 菌 ワク》 ン接 種後 の ツ反 慮 陽 韓 率 も高 く、

張 さ も強 い ことが認 め られ た。 次 に 硬結 鰯知 率 は

何 れ の揚 合 で も6ク 月 後が 最 高 で あつ た が 、 この

鮎 は生 菌 接 種 の場 合 と異 な る所 で あつ た。-

3)接 種 局所 反 は0・知9接 種群 の方 が α04mg

接 種群 に比 較 して著 明 に強か つ た。

以上 の よ うに再 接 種 の場 合 はBCG死 菌 ワク

チ ンに よつ て もツ反 慮 陽韓 を趨 させ る こ とが 出 來

るの を詮 明 したが ∵ た だ この際の ッ反 慮 の強 さは

生 菌接 種 に比 して著 し く弱 いの で、 更 に強 い ッ 。

ア レル ギー を賦與 さぜ るべ く現 在研 究 中で ある。
♂(遊 加)結 核豫防 禽

大 林 容 二

BCGの 死 菌 ワク チ ンに よる再 接 種 忙つ い て我

桑の行 つ た成績 では 、死 菌 で 生菌 と同効 果 を あげ

る爲 には 菌量 を相 當上 げ ねぱ な らす 、上 げ る と局

所 反 磨が 強 くな る とV・う結 果 と な り、局 所 反慮 が

同程度なれば隼菌を用いた方がよく膓韓せしあ得

るという成績になつ事いる◎なお局所反磨{検査の

時期が接種後10日 と60臼 では時期が少 し外れ

ている様に思われる◎

(同答) .染 谷 四 郎

御設の通 軌であると考えている。併 し再撞種の

場合生菌の小量菌によつて も又死歯 ワクチンによ

つても相當程度ツ反懸陽韓を起すことが出來 ると

いう事は結核冤疫の研究上にも極めて興味ある問

題であり、私としては今直ちに考えていない。吏

に研究を要する所と思 う死菌 ワクチン接種の際生

菌 と同程度のツ反慮を起 させるには相當大量を用

埜る必要があると思 うし、又この男合は局所反慮

も張い事は事實である。

30BCG反 復接種に關する研究

國立廣島療養所技官 、

田 部 英 雄

當所看護婦402名 、地元寺西小學校生徒602

名にBCGO.OO5-O.041iEを6ケ 月の聞隔で1--8

同反復皮内接種 し、ツ反慮及びBCG接 種局所症

状経過の攣遷拉びに結核嚢病歌況を観察 し、更に

地乖小學校翠び周園の六小學校の生徒1869名 に

就て胸部X線 獺 異儲 の獲躰 と、BCG接 種方
法 との關係を調査し、次の如き結果 を得た。

①BCG接 種群の結核畿病率は非接種群の夫 よ

り低率である。②BCG接 種後のツ反懸自然陽韓

者の結核獲病率は観察開始時 ツ反鷹陽性者(自 然

陽韓)の 夫 より小である◎③ 結核嚢病率はBCG

反復接種同数の増加 と共 に低下 し3同 以上では

O.6%を 示すか又は獲病者 を認めなN(◎④BCG

を短期間隔(主 に6ケ 月)で反復接種 した群の結核

嚢病率は長期間隔(7ケ 月一肝1年8ク 月)で 反復

接種した群の夫 より低牽を示す。⑤ ツ反鷹陽性者

のBCG皮 内接種局所症歌(④)と 陰性者の夫(③)

との間には著明な差異がある◇卸ち④は一般に強

度に現めれ、紅赤紫色を呈 し、全経過中での最大

直径は大きい◎膿庖はBCG接 種後1--21日 間に

94.4%に 形成 される。内輪畿赤、硬結はBCG接

種後1-3日 聞に全経過中最大とな9全 治する迄

漕失せす29-93日 聞に全治する者が多い。之に

反 し③は一般に輕度に現われ淡赤色 を呈 し、全経

過申での最大直径は小さV。 膿萢はBCG接 種後

21--71日 闇に17.6%に 畿生する◎内輪獲赤、

浮腫、硬結はBCG接 種後2-7日 闇va-一・度漕失

叉は槌色 し、7-35日 間に再出現 し、清失前より

増大 し、70-一一一147日聞に全治する者が多い。④は
"BCG皮 内接種によるコッホ氏現象(⑳)

,,とい

うべきで ある◎

⑥ツ反慮陰性者にBCGを 反復接種する際には
ず

⑭を現わし易い燈質の者が38「50%、 現わ し難

い髄質の者が22-35%に 認め られるが、頓を現

わし難い髄質の者でもBCGを 反復接種すると漸

次⑭ を現わすよ うに な る。而 もBCG接 種量 を

__27-一 一



212

O.021CEからO.04庇 に増加すると特に著明に⑭を

現わすようになる◎ ○

(質問)根 元 儀 一

1・BGC接 種局所の墾化の観察は毎 日行つた

か、又 ツ反慮陰性者に行つた際に潰瘍形成率が27

%よ り少 くないか◎

2・ ツ反磨陽纏 とBCG接 種局所反慮の關係如

何、我々の實験ではツ反慮陽轄後にBCG接 種局

所に攣化を認めている。
ガ

1・2・共に第22同 結該病學會総會に報告した。

(周答) .評

1・BCG接 種 後1、2{3、5、7、10、14、

17、21、24、29日 其 後1ケ 月孚 は1週 闇 毎 、 其 の

後 は2週 間 に1度 観 察 し?2。 ッ反 磨 陰 性 者 の膿 瘍

形 成 率 は173%で ある◎

2。BCG接 種 後 の 局 所 症 歌 は接 種 直 後 よ り蓮

絞 的 な もの で あ り、 特 に ツ反 癒 陽 榑 に よ る局 所 症

斌 の攣 化 の 段 階 は 氣 が つ い て い な いo

膿 瘍 形成 率 は17・3%で あ るが.ッ 反 磨陽 韓牽

は90%前 後 で あ る◎

31翻 切法に よる海獲のBCG接 種に就て

東北大學抗酸菌病研究所

河 西 助 藏

昨年來胤切法が副作用の小いこと、陽鯨率 も優

秀である事か らBCG接 種法として重要硯されて

來た。ただ胤切法では、燈内に入る菌量が不明で

あるので、海狽を使用 して、鼠切法と皮内法とを

李行的に行つて、實験結果かち乱切接種が皮内接

種の場合の何の位に相當するか を推定 してみた。

乱切法としては海猿毎に長 さ1cmの 十字に切

つたものを5ク 、皮内法 としては臨切法と一一致す。

る様に5ク の分割接種を行つた◎海狽50頭 を5

群に分ち、第1群 には80pag/ccのBCG液 を・

第2群 には50=mg/ccのBGC液 を十字切 り5

ク塵へ接種 し、第3群 には皮内5タ 虞へBCG液

O.2mg宛 計1mgを 、第4群 には皮内5ク 所へB
　

CG液O.()4mg宛 計O・2mgをi接 種 し、第5群 を

封 照 と して 保 留 した 。

BCG接 種 後 の ツ〈vuク リンアwル%""の 表 わ

れ 方は 、1～2週 目に於 て胤 切80mgが 稽3早 く、

一28-一 一

次に皮内lmgで あつてSL切50mgと 皮内O・2mg

は梢 ≧此れ忙逞れるようであるが蝕 り著 しい差は

認め られ ない。2ク 月後に於ては各群の李均値は'

略 よ接近 していて有意の差を認めがたV・。燈重は

2ケ 月後に、樹照49gr飢 切法第1群52gr、 第2群

55gr皮 内法第3群40grx第4群37gr宛 李均璽

加し、皮内法が封照 より増加率が精少い。BCG

接種局虚の攣化として、飢切法では痂疵 を生じ、

皮内法では硬結 を生じたが、潰瘍に陥る嶺なく、
の

硬結が吸牧され るより前に痴疵は落屑 して治つて

いるが何れにして も爾方共副作用は著 しくなかつ

た。

BCG樋6・ 暇 に強力人聴 痛mgを 右

鼠繍 皮下1ク 所へ接種 してか ら100日 後に全部

屠殺 した。

人型菌接種直前か ら屠殺直前迄の瞠重は、第1

群123gr第2群102grs第3群116gr、 第4群
「v126

gr、封照103gr各 玉李均増加 していて封照に

比 して著明な攣化は認め られない。ゾ〈εルク リン

ァレルギーは第1群1.1mm.,,第2群1・3mmの

増加であるに反 し第3群 は5.8mm、 第4群 は7.1

mm増 加 し、壌加率は皮内法の方が稻 ぶ大きい。

10、15、48の3頭 は人型菌接鍾30～60後 に

死亡 し、礎存,Lた他のものを人型菌接種100日 後

に屠殺 し、之を肉眼的、組織學的、培養の3方 面

か ら槍討を行つた◎各群を通 じて腎臓には攣化が

なく比較か ら除外される、封照第5群 は、各臓器、

各淋巴腺の何れ も攣化張 く、BCG接 種各群は、

劃照に比較すると攣化が著 しく輕 く、RCGに よ・

る相當強い冤疫作用が認め られ る。

次にBCG接 種各群の聞の攣化の多少を検討 し

てみたい、BCG接 種各群に於ける肝臓の攣化も

極わめて少 く、各群の聞の優劣を比較 し得ない。

BCG接 種各群の各淋巴腺の攣死は封照群各淋巴

腺の攣化程著 しくは無いが其れで も相當に侵され ・

ている。局所、右最礫部淋巴腺の攣化に於て第4

群O・2mgを 接種せるものが、他の3群 の憂化よ

り、肉眼的に稻 工彊い。肺臓の肉眼的攣化よ り,見

れば、第1群 鼠切80mgが 稻 ぶ少いように思わ

れるが組織學的憂化と肉醍的攣化とは必 らす しも・

一致 しないので、・肺臓の攣化か らBCG接 種各群

イ
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の間の優劣は簡翠には比較 しがたい。

脾臓の攣化に於てもBCG接 種各群の間に著 し

い差異を認め られぬが、第4群02mg皮 内接種

の攣化が他の3群 より幾分彊 く見 られる。脾重を

みると 堕G痒 種群の間に於て1gr・ を越すもの

は、第4群 に於てのみ見 られ、髄重100grに 鍬

する脾重4i均 をみると、第1群O.14gr第2群

O.18gr第3群O.189r第4群O.22grを 示 し、

第4群 の艘重比脾重が矢張 り最 も大 きb◎

以上を要約すると、DBCG接 種後ツ反慮の畿

現は臨切80皿g接 種群が梢 よ早い。馬副作用は

飢切法に依る痂1庇が皮内法に依る硬結 より早 譲清

失する。3)又BCG接 種後燈重の増加は翫切群力1

封照群 より大であるに…封し、皮内群が樹照群 より

」曾加小である。4)人型菌接種後、飢切群は、ツ反 」

億が殆んど塘強しないのに、皮内群はツ反慮が或

る程囎 強している.5)強 力狸 菌痛 皿嫉 種

ユ00日 後 の剖 瞼 虚見 か らBCG接 種各 群 は 甥照 群

に比 し明 らか な発疫 力 を示 し、病攣 が 著 し く少 く℃

BCG接 種 各群の 聞 で は皮 内 α04mg宛 計O.2mg

接 種 の第4群 が病 愛囎 玉強 く、第1、 第2、 第3群,

の 間 で は病攣 が 略 」同等 で あ る3

杓依 つ て
、例数 が 少 く勿論確 言 は され な い が 約

1cmの 長 さの十・字 切 り β0魚9/cc、50mg/ccの 濃

厚BCG液 塗採1ク は 、O.2mgの 皮 内接 種1ケ に

略 玉相 當す る前 後 の冤疫 力 を與 え、BCG接 糎 法

と して 優秀 で あ る。.

32BCG接 種法 の改食li就 ての私
、

共 の研 究特 に翻切 法に就 て

一九州大學細菌峯教室

戸 田 忠 雄 武 谷 健 二

内 田 正 藤 本 不 二 雄

、 徳島馨大細菌學教室

吉 田 長 元

昭和7年 瞬 洪 は潰瘍轍 を防 く・m的でBCG

の2分 割皮下注射法を行つているが、その後動物

貸験によつて皮内注射法と錨切法が極めてす ぐれ

ていることを知 り、これを昭和13年 の本學會で

襲表 した。 ド

皮内注射法はひろく人髄に用いられたが、臨切

法は用い られなかつた◎最近に至つて鑑切法が、

再び問題になつて來たので私共 も人盟に就て爾岡
ノ

市の市内の4小 學校 に於てこれを實施 した。 ツベ

ルク リン反慮陽韓率に於ては皮内注射に殆んど匹

敵し、憂 うべき副作用の皆無な鮎に於て も極めで

優れているものと考え られ る◎

33翻 切法 によるBCG接 種局所の

組織學的研究(1)
攣

結核豫防會結核研究所 高 橋 智 贋

全 生 園 立 川 昇

吼切 法 に よるBCG接 種 局所 を トレパ ンで切 除

し、 そ の組 織 學 的槍 索 を した。BCG浮 游 液 は

1cc中40mgの 菌 を含 み 、臨 切 の長 さは15m皿

で 、 十宇 臨切 を行 つ た◎2000倍 ツ反 鷹 、48時 間 判
ヤら

定で陰性の患者8名 でその内棘経癩6名 、斑紋癩

2名 、年齢は24～51歳 の男であるe

皮膚の癩性攣化が混在 しなV・ように結節癩の患

者は選んでない。皮膚を切除 した時期はBCG接

種後1-2-3-4週 目である。

切除 した組織片は フオルマ リンで固定 し、バラ

フイン切片を作 り、染色はヘマ トキシリン・エオジ

ン;バ ン・ギ ーソン蝉力繊維;鍍 銀法(岡氏攣法);

アニ リン水 フクシン霊びに隈部氏のナニ リンフKフ

ク シン・アニ リン水ゲ ンチアオ紫複染色による結

核菌の検索を行い、更に繊維素染色及びプラズマ

細胞染色 も試みた◎

8CG接 種後垂週目には臨切局所の表皮が こわれ、

極めて小 さい痴皮で お お われた下の翼皮表暦に

主とじて 中性嗜好多核白血球並び核のこわれたも

のが浸潤(優 性壊死像)し ていて、貫皮の結締織

繊維暦の小血管ガ膿 張し、その周園に核は圓或は

卵圓形で、原形質は星芒歌の突起 を萬している圓

形細胞の浸潤が まば らに見 られる◎2週 目にぱ臨

切局駈が新生表皮で再びおおい初め られている以

外は殆んど1週 と同 じ程度 の 場 合 と、臨切局所

に膿が附着 し、臨切局所に小 さな痩孔を作 り、眞

皮表暦に極めてうすい假性壊死像が見 られ、その

外下鰯に、蓼孔をはさむように、轍本の結核結節

が見 られる◎鍍銀法によつて、格子繊維の増殖が

極めてわすかな・繁殖性類上皮細胞結飾で、亘細 ・
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胞が見 られるものもある。3週 目には明 らかな痂

皮が出來、乱切局所の極 くわすかな表皮鉄損部直

下の藁皮表暦に假性壌死のうすい暦があり、眞皮

には2週 目同様の繁殖性結核結節とわすかに格子

繊維の檜殖が認め られる繁殖性、増殖性結節が見

られる◎耳細胞の原形質も星芒歌の突起を出して

いる◎4週 目には表皮鋏損部は完全に小痕痕とな

り、翼皮結締織繊維の聞に結節が介在していぢ。

次に結核菌はアニリ。ン水 フクシン染色による場合

は一般に慨性壊死部並びに結核結節周邊に短桿菌

或は球菌歌として少歎見 られ、染 妙方も淡い。之

に封 して隈部氏のアニ リン水 ブクシシ・ゲンチア

ナビオ レソ ト複染色では1週 目の假性壊死部に抗

・酸性の短桿菌 と同時に紫黒色に染る球菌歌の穎粒

と、この穎粒に抗酸性の赤 く染る短い尾がらいて
'いるコンマ歌の菌が見 られる

◎多核白血球内に喰

食 されてるものと細胞外のものがある。2週 目の

膿中及び假性壊死部では1週 目と同檬の所見を示

しているが結核結節ではその中心部と周邊部では

所見がちが う。帥ち中心部は ユ週月の假性壊死部

の所見に似てる◎ただ一般に抗酸性は弱 く、短桿

菌の一部が淡 くぼけて染る。周邊部には紫黒に染

る球菌欣或は コンマ歌の菌がわすかにあ ウ、桿菌

は殆んど見 られない◎3週 目の假性壊死部には桿

菌は殆ん どな"。 結核結節周遽部の亘細胞中にあ

る もめも球菌歌である0

4週 目の結節中に極めて少数でうるが、3週 同

様の析見が見 られる◎之を要するに①臨切接種で

は表皮の訣揖部が極めて少 く、藁皮表層に結核性

攣化が始まり、説切部を申心た結 核 結 節が出來

る◎②BCGに よる結核結節は接種後4週 目まで

の所見で繁殖性或は繁殖性増殖性である◎深部ま

では及ばない。③結核菌はアニリツ水 フクシン染

色だけで検索 した場合はわつか しか 見 つ か らな

い◎ アニ リン水 。ゲンチアナ紫複染色でより多 く

見つかるe④ 複染色によればBC(き 接種後1週 自

には翼皮表暦の假性壊死部に弱抗酸性の短桿菌と

紫黒に染ち球菌歌及びコンマ歌の菌が見 られ、こ

の所冤は第2週 目の假性壊死部及び結核結節の中

心にわすかに見 られ、周邊部には抗酸性菌は殆ん

ど冤 られない。第3週 以後は抗酸性菌は極めて稀

で殆んど穎粒歌かコンマ歌の菌だけになる。(昭和

23年12月 結核研究所、研究會で登表)

34 翻切法によるBCG接 種局所反

磨の研究

北方結核研究所

金 光 正 次 石 原 夏L。

PCG接 團 の際飢切法で行 うと接種局所反慮が

皮内法に較べて著 しく輕微な事が認め られている

が、我々は翼に此の局焼反慮の襲現 と経過を接種

時のア グルギーの程度、並びに接種方法に就て詳

細に比較した◎之の爲ッ反慮陰性者のみな らす、

疑陽性及陽性者に野 してもBCG接 種 を試みた。

1・實験方法 札幌市内幼稚園兇、同郊外農村小

學校児童約700名 をツ反慮により陰性、疑陽性、

陽性に分け、更に各群を凡そ牙分 して乱切法と皮

内法を以て接種 した◎鼠切法では1cc20,40,80

mg濃 度のワクチンを長さ1cmの 十字切創2～4

箇を作つて塗艇し、皮内法では1ccO・4mgの ワ

クチンをO.1cc注 射 して、ツ反慮は14、30、60

日目に、局所反慮は2、4、7、14、30、60日 目

に槍査比較 した◇ 、^

2成 績

A、 ツ反慮陽韓率(1)80mgワ クチンの4

箇所飢切接種のツ反慮陽韓率は0.04mg皮 内注 。

射の夫に優it匹 敵する◎(2)乱 切法に於ては80m

9ワ クチンゾ傷韓i率は20,40mgワ クチンより明

らかに高い◎ 、

B.局 所反慮(1)ツ 反慮陰性群 胤切法は皮

内法に較べて著 しく輕微である。(2)ツ 反磨疑陽

性群 皮内法では接種當紛のコツボ氏現象が著明

で、大多数は2グ 月後に もなお 反慮が淺存する

が、飢切法ではツ反磨陰性群の夫 と殆んど攣 らな

い◎(ツ)反 磨陽性群 皮内法ではコヅホ氏現象極

めて著明・大多難に膿潰瘍 を作る。乱切法でもコ

ツホ氏現象は見 られ るが、皮内法に較べて著しく

輕 く、且つ早期の潰瘍形成は絶無である。(4)接

種時のア レルギーの如何 を問わす、飢切法による

局所反憲は接種後2ク 月目迄に殆んど全 く滑失す

るに封 し、皮内法の反慮はなお 大 多 数 が淺存す

る。(5)全 群を通 じて膿潰瘍は胤切法に於て著 し
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く少 く、且つ治癒 も亦速かである◎-

35BCGワ クチンの翻 切接 種法(第 二報)

σ
.結 核豫防會結核研究所

朽 木 五 郎 作

小・中學校生徒40集 團に就て行つた實験を、

第一報に引績いて、(1)陽 韓とその持纏(2)接 種

局所反鷹(3)ワ クチンのメヂウム(4)観 切の方

法・の4項 目について纏めた成績は次の如 くであ

る。

實験成績 。

(1)陽 韓 とそのi持綾(の 鰯切法は ワクチンの濃

度及び観切線の莚べの長さを檜すことによつて現

行皮内法の陽韓率に達 し、或いは之を凌駕するこ

とが出きる。(b)臨 切法が皮丙法と略 玉等 しいッ

反癒陽輻率、ツ反磨硬結鰯知率を示すところは60

mgワ クチン、60mm麗 し切線の附近である。(c)

接種後2ク 月か ら1年 迄の観察では、節切法の陽

韓の減衰状態は皮内法のそれ と特に異なるところ

がない。

(2)接 種局所反慮(a)吼 切法による接種局所反

慮は皮内法のそれに比↓て著 しく輕微であつて、

ワクチン濃度を120mg迄 上げても膿、潰瘍 を作

.らない。(b)胤 切用 ワクチンの濃度が檜すに從つ

て痂確形成奉が上昇する。(c)再 接種者では初接

種者より痂皮形成率が高い。

(3)ワ クチンのメヂウムは10乃 至20%の グ

リセソン水が適當である。

(4)飢 切の方法(a)吼 切用ワクチンの濃度を倍

加すると飢切線の長さが大盟孚分で濟む。(b)井

桁臨切1穎 は略}十 字銑切2穎 に相営する。(c)

60mgワ クチン・15mm井 桁臨切1穎 をBCGに

よる強陽韓集團に施 しても、膿瘍潰瘍を見なかつ

た・(d)多 刺法(30-50ク)と 駒 法(1-2穎)で は

陽軸率・局腋 慮に雌 はない◎〈e)$Lenの 鋤

方 の深さは・血の滲む程度が最 も陽轍 ミよく、切
蝸 ぎて も・鋤 勧 なくても陽鱗 がおちる。
(f)矧 趣P際 の皮脚漕毒藥の種類は、70%ア ル コ

ール・0・5%石 炭酸水
、石鹸水清拭後減菌水でそ

れを除去・の三法聞に陽鱗 上 大 差 を見なカ、つ

たの

36BCGの 晟切 接種 法 に關 する研 究

豫防衛生研究所結該部

川 ネか 達 淺 見 望

林 久 子 芦 原 義 守

東京都四谷保健所

大 八 木 重 耶

第1貸 験

學童に露L切法でBCGを 接種 し、ツ反慮を接種

後3、5及 び15週 に、接種局所 を1、3、5、7、

10、12、14、21、28、 及び35日 に検査し、次の

結果を得た◎

(1)再 接種群のツ反慮陽盤率、硬結鯛知率は

5週 では接近するが、3週 と15週 ぜは初接群よ

り高い◎

て2)初 養種2群(切 線の長さが10mmの もの

と4mm)で もツ反慮の差は5週 では小 さく、3週

と15週 で比較的明瞭にあ らわれる。 ・'

(3)接 種局所の攣化は再接種群の方がより強

いが、いすれにしても極 く輕いものである◎

(4)接 種局所の獲赤の大いさは、初接種群で

は2峰 ・再接種群では3峰 を作つて攣動すること

を見た◎

第2實 験t

孚睨 σ2ク月未偏)に 皮内法(O.4mg/c.c.ワ クチ

ンO・1cc注 射)及 び臨切法(40mg/cc、 ワクチン

で長さ5mmの 切線 をもつ×印4個)でBCGを

接種し、約1ク 月後及び2ケ 月後のツ反慮及び接

種局所の攣化を襯察した◎

(1>,ツ 反鷹は1ケ 月後では臨切の方が強 く、

.2ク 月後では殆んど等 しい。

(2)皮 内法で も接種局所の攣化はさして強い

ものではないが、鼠切法では更に輕 く、2ケ 月後

には約傘歎のものが既に疲痕治癒 している。

37BCG多 刺 接種法 に就 て

大阪大學核竹結核研究所

洵 盛 勇 造 野 村 巌

深 田 茂 男 弘 末 元 勇

堀 本 清 治 郎 三 宮 茂 人

昨年本學會に於て盤田及び余等は特に考案 し髪

器具を用V・てBCG多 刺接種を行い、其の成綾 を
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報告 した其の後更に器具を改良 し、又濃厚菌液を

使用 してBCG多 刺接種法を行い、 ツ反懸陽轄率

局所攣化等に就き從來の皮内接種法及び臨切接種

法と比較 して次の域績を得た。

接種封照、大阪市内は奈良市内學童、大阪郊外

園兇及び乳兇◎

成績・ソ反窓陽韓率は1蝿 中40屍 及80酪iを 含

む菌液を用いたる場合α01礒皮内接種に比 し再接

種者に於ては大差がなかつたが、初接種者に於て

は稻 玉低率の陽性縛化を認めた。餓切接種法とは
　 り

略 ぶ等 しV・成績を得た。局所攣化は多刺、臨切法

共に全 く膿瘍潰瘍を認めす皮内接種法に比 し遙か

に優れる事を知つた。被接種者に與える痙痛は接

種肢術の簡輩 な事は多刺法は臨切法よりも優れる

=事を謬めた・

・38BCG接 種 の 一 考 按 。

名古屋大學醤學部勝沼内科

山 田 弘 三 横 井 治 夫

紳 谷 美 都 夫 伊 藤 春 夫

奥 村 惣 一・耶

「ッ〈'ルク リン反鷹陰性者に樹するBCG 、接種方

法はCalmetteの 経 口投與法以來、皮下注射法、

皮内注射法或は其の攣法 としての腋窩法、胤切法

Multiplepuncturemeth(痴 等の研究行われ、漸

i爽陽性韓化率に於て も局所反織)輕 減に於ても進

歩を示 しつつあ り、余等は所謂経皮冤疫に於ける

網歌内被系と冤疫饗生機轄 との關係に關する研究

の一分野として左記の特殊なる方法に依bBCG

接種を實施 し、從來の皮内法と比較研究せ り。

鹿Pち直径1・0-1・5cmの 蛮泡膏 を上陣外側に貼

附 し、15-20時 間後充分に獲泡の完成 したのを

ノ待 ち・之を除去 し・獲泡に近接ぜる健常輿講面よ

り注射 し、獲泡底面よりBCG液 の所要量を注入

接種せ り◎なお必要ある場合は同様の方法により

依 り豫あ獲泡液の一部又は大部分を除去ぜる後接

種せ り◎又接種後は特別の保護器を以て水泡の破

壌 を豫防せ り。

右の方法に依 り小學校若學年に於ける 「ツ〈3ル

ク リン」陰性群130名 及び某工揚に於ける青年工

ゐ陰性群140名 に接種 し、他に從來の皮内法に依

る野照群夫 々100名 及び73名 を行い、爾群の成

績を比較 し、今同は6ヶ 月迄の成績に就て報告せ

ん とす。

而 して接種BCGはO・04-一 一一〇.12mgrな り。tw

本研究の結果は律來の皮内法に蛤 し甚だしく相

違するのは局所に膿瘍潰瘍疲痕等を礎す事全 くな

き鮎にして同一菌量に於ける陽性鱒化峯亦低章な

らす◎早期に陽性韓化の傾向あ り。更に本法に於

ては適宜菌量を増量せ じむる事により強度により

長期闇陽性ならしめ得る可能性あり。叉本法はB

CGi接 種時のみなちす一般経皮冤疫に於ける冤疫

濃 生機韓研究上有意義なるものと信す。

'39「 ワクナール」15ZBCG接 種局 部墾 化
.

の比 較 並び に雨接 種後 の臨 床 所見

北里碑究所 桑 原 忠 貸

余は今より+数 年前より 「ワクナール」を健康

者に接種するに因つて其の接種局部に化膿潰瘍形

成する者又は形成せざる者 も共に結核菌に封する

喰菌率融 り、叉「ッ・…7Yクリン」購 陰性が陽Pt

すると共に結核に封する所謂冤疫が認められ同時
に虐弱見童殊に腺病質性者が同復に向う者多歎を

認めたり殊に化搬 瘍を形成する者は其の形域せ

ざる者よりも喰菌率高 く且つrツ 〈yルクリン」反

態陽樽はなお一暦明瞭である從つて虐弱者の早期

陶復の者多 し、然るにBCG接 種者な其の接種部

の化膿潰瘍を作らざる者の喰菌率は何等促進を認

めす父 「ツベルク リン」反鷹陽韓 しても其の反磨

程度輕度で 「ワクナール」に劣れ り然しBCG接

種にして接種局部に化膿潰瘍を形成する者は然 ら

ざるものよりも其の陽輔率及び喰菌率も多少高ま

りおるも 「ワクナ・-」YJ接種者にして其局部の化

膿潰瘍形成者に比較して尚劣れ り。

40小 鬼科領域に於ける煮沸死

BCGの 臨床的慮用

東京慈恵會藩蒋大學小兄科教室
o

鈴 木 庄 三 耶

結核診断には現弓專 ら孚抗元と考えられている
ね の

蕎 「ツベルク リン」液が用いられているが、完全

抗元たる弱毒結核菌BCGを 人髄に接腫 しで所

一 一32-一 一
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謂コツボ氏現象の惹起の有無に依つて{結 核 「ア

レルギー」の存否を知 り、感染の有無を診断しよ

うとする事は 「ッ」反慮に比 し一暦特異的且つ鋭

敏に反慮が起る可能性がある。成人に就て妹、武

田、根元斥等が本法に閣して稜表 しているが小兇

.k就 ては試みた報告は見ない。私は濠歳 以下の小

兇に就て 「ツ」反慮の代 りにBCGO・004mg接 種

してコツホ氏現象を行い小見結核 「プレルギー」

を測定 し、2000倍 「ツ」反慮と比較検索した。

其の鋭敏度を嚢赤を目標e,し て48時 間で判定す

る時、陽 性率はコツボ氏現象の方が鏡敏で陰陽ρ

一致 しない者を翼に追求する時は、「ッ」反慮で馬

測 り知る事の出來 ない結核 「アレルギー」をも知

る事が萬來た。 。

而 し生菌BσGは 其の脊効期間は大盟1週 間と

いわれ又雑菌混入の恐れ等 もあるので、有効期間

の過ぎ変BCG慶 液を煮沸殺菌 して結核診断液と

して使用して見たら生菌 と殆んど同程度の鋭敏度

を示す事を知 り、而 もこの揚合膿瘍 ・潰瘍形成の

頻度は、生BCGの 場合の焚生率の李均46.2%で

あるに反 し死菌の夫は21・6%、 で前者より孚減す

る凄を認めた◎

煮沸死BCGの 別の利用法 として、久保、細沼

氏等に依D死BCGの 大量を動物に接種 して結核

舜疫を附與出來ると報告 しているのを、小兇に接

種して 「ッペルク リン」反慮が出現するや否やを

知 らんとした、面 もこれが何等副作用を伴わす可

能であるとするならば、生菌の際悶題となる保存

上の煩わしさ・毒力復蹄の恐れ も無く、結核豫防

上に極めて重要なる貢獄をなし得ると思つて實験

した。最初生菌BCGと 同様に皮内注射法で菌量

O.8-1.6mg接 種して 「ッ」反慮を可成に確實に

陽性韓化させる事に成功したが、局所に膿瘍等の

形成 される副作用があるので、比較的大量の皮下
ヤ ヤ

輩 射 法 を行 つ た◎然 し全身 的 に も局所 的 に も忌 む

べ き副 作用 な く・且 っO・8--1・6mg注 射 す れ ぽ

「ッ」反 慮 及 び コ ツホ氏 現 象の 出現 を認 めた
α 果 し

て之に働 結槻 疫をノ綿 燗 與ナる事が出來る

や否やは弩後の問題である。

41 種
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結核死菌冤疫 による結核豫防接種を有効に行 う

目的で主として柚、結核死菌 ワクチンの研究を行

つて來た。此の成績は昭和15年 以來すでにしぱ

しぼ報苦 して來たが要約すれば次 ぎ の如 くであ

る。帥ち(1)流 動パラフィン結核加熱死菌(10ユng) ,

を海猿皮下に注射すれば彊い「ソ」アと感染防禦力

が畿生するが非病原性抗酸性死菌では認められな

い。(2)流 動パラフィン結核加熱死菌を家兎睾丸

内に注射すれば後腹膜淋巴腺腫大肺・/肝va"小白斑

鮎形成を認め組織學的に生菌による結蔀幸類似の

構造 を示す◎即ちバラフイン中に混 入せられたる

死菌は生菌時保持する病原性を失わない。パラフ

ィン死菌7・クチンは注射局所に膿瘍形成等不快な

副作用の爲直ちに人膣に注射する事は幽來ないが

吾々は乱 切法によつて何等の副作用なく人膿に懸

用する事が出來た。

次 ぎに其の根懐となる動物實験及び人艘接種成

績を述べる◎(1)流 動パ ラフィン結核加熱死菌

(50m9.)を$Len法 により海猿に接種、何等局所副

作用な く「ツ」アの出現を認めた◎ さらに感染試

験(O・OOOlmg)を 行い、70-77日 後に屠殺剖検、

肉鰻所見、組織的所見、臓器中結 核 菌 培 養 を行

い、次ぎの封 照群i郎 ち、BCG(80mg)乱 切、B

CG(lmg.)皮 下注射、 結核死菌(50mg.♪ 生理的

食蜷水浮游液臨切の各群及び未前虞置群と比較し

た。バラフイン死菌乱切群はBCG同 様攣化輕度

で他の封照群の攣 化は顯著であつた。 即ちBCG・

同様の冤疫力の獲現を認めた。(2硫 動バiフ ィ

ン結核加熱死菌(50mg・ 及び100mg・)及 びBCG

胤切法により小學生及び中學生に接種した。膿瘍

潰瘍等の副作用は飼等認められす接腫後42日 で

學童では2ケ 所法40%4ケ 所法60%「 ツ」反

慮陽性、中學生では65日 後57%「 ソ」反慮陽

性韓化を認めた◇

從來結核死菌により強い免疫は得られないと考

えられていたが♪乱切法によりバラ ・イン死菌 ワ

クチンを使用すれば目的を達 し、Bσ1使 用の際

一 一33__
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の各種の不便を補 う事が禺來る◎

(質問)東 京漣信病暁 駒 野 丈 夫

死菌 ワクチンの効果のあ る こ とは當然である

が、食肇水浮游液で冤疫力を獲生 し得ないのはそ

れが早 く吸牧 され排泄 されるからである◎バラフ

インに混じて注射すると、それが淋巴腺又は網吋

系に長 く止め得るから冤疫が螢生 す る と考え得

る"從 つてBCGと の優劣は何れが冤疫の持績が

長いか どいうことである◎この鮎 についての御瞼

討を質問する。

(同答)・ 一 、

流動パラフィン結核死菌 ワジチンを人髄に接種

してどの位ア レルギーが持績するかということは

接種後未だ日が淺いのではつき》りしない。更に實

験 を繰返 して嚢表 したい。

42死 菌 ワクチ ンに よ る結核 豫 防

接 種の硫 究

豫防備生研究所

柳 澤 謙 橋 本 遽 一 郎

金 井 興 美

1934年Conlaudが 結核死菌をバ ラフインに苞

埋して之を生髄 内に接種すると》その生髄に結核

に封する冤疫が出來 ることを認めた◎ この事實は

内外の諸研究者により一般に認められてV・るg私

達 も籔年前 この實験を詳細に追試し、極めて興味

あることを認めたのでこれを人艦に慮用しようと

てΨ、先す皮内接種法で之を實施 したが、局所反.

籐の強いために實用化することの困難を知つた◎

今同は胤切接種法により流動バラフイン及び落花

生油包埋BCG死 菌 ワクチンによる冤疫を研究 し.

た◎その成績によれぱ、同量生菌 ワクチンよのや

や劣るも、相當の冤疫の成立を見ることが詮せら

れ、今後 ワクチンの量的研究を精細に行えぱ、生

菌BCGに よる冤疫に匹敵する冤疫 力を賦與する

死菌 ワクチンを作製する可能性ゐある、こ とが 考

えられる◎
!

43BCG注 射の免疫學的及ひ警學的考察

前國聯盟億生部員前内部勅任技師儒

北 野 豊 治 郎

1.結 核 免疫 と ア レル ギー ア レル ギー拡 從 來

無害の特異反慮 といわれていたが、ア レルギーは

航 元抗膿反慮で冤疫の過程によ∫る傷害(過敏反慮)

故にアレルギーは冤疫の完成に進むの と、然らざ

、る場合 との二つに岐れる。過敏反慮が激化すれば

膿瘍潰瘍 となり、また全身傷害ともなる。2・ 結

核冤疫の生菌、死菌 コツボ氏現象は結核生菌でな

ければならないから結核には死菌冤疫は成立 しな

いと謂われていた。然 し結核死菌 ワクチンの高値

馴練により人工的に人髄 々液中に被働冤疫(冤 疫

素、抗髄)の 産生する・ことを立謎 した(永 沼、北

野游菌現象試験、病原性夷失實験、結核豫防撲滅

nt關 ずる建白書各國務大臣宛)。3。 結核の主働冤

疫、被働冤疫、主働冤疫(感染獲病防止)必すしも

被働冤疫(発疫素膿液中に産生)成立するものでは

・ないが、被働免疫成立は必す圭働冤疫に件 うもの

である・麻疹経過者、ヂクテリ馬血清製造過程に

於ける馬の如きである。4。BCG注 射 感局部に

結核性膿瘍、潰瘍、内部臓器に結核を誘獲1-7%

(北海道帝大有馬内科報告に封 し青山敬二氏指摘

結核20巻12第 號〉また、業態上結核感染膿度

強き看護婦等 にBUGの 注射は4を 注射せざる者

よりも反つて肺門淋巴腺腫が15%も 多い、故に

BCGは 肺門淋巴腺腫を防ぎ得な .be(昭 和21年4

月日本内科學魯、慶慮石田教授報告)5・ 膿瘍潰

瘍は身燧組織の一部1)駿 損脱落で、法留學上傷害

である。況んや内部臓器の蛮病あるにおV・てや、法

偉 の根擦 なくして注射 を強制(國 民髄力法あ身盟

検奔による注射は違法に強制)す ることは宥され

ない。(種痘法、結核豫防怯 、畜牛結核豫防法、國

民膿力法、同施行規則刑法第204條 乃至第211條 、

憲法第11條 参照)6.余 が第一國會衆議院に請

願(第482號)し たの も此理由である◎この講願が

動機となつて、豫防接種法が昨年7月1白 から實

施されたが、結核の豫防注射は本年6月30日 迄に

政令獲布までは實施}ll來いな◎Ct

44 　報　第く究研るす關

蓮村川
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林1)實験方法

使用菌株は人型結核菌、芝157株 の喀湊より分

34_
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離培養後4ケ 年織代培養を軍ねた菌株(A)と 蓮綾

3回 モルモッ ト通過を繰返した菌株(B)と の二種

である◎接種用菌浮游液は馬鈴薯グ リセリン培地

4週 間=培養菌を手振法により生理的食盤水1cc中

0.2mg含 有するものをO・5cc(結 核菌1/100mg)

を使用前 ツ灰磨陰性なることを確めたモルモツ ト

の右側下腹部皮下に注射 した。.,

接種後2日 、5日 、10日・菊 日・21日 ・34日・

45日 、55日、58日 、及び83日 目において前記二

種の菌株を接種した爾動物群につき3頭 宛屠殺剖

検 し、肉眼的、組織學的槻察を行うと共に・結核

菌接種局所、局所淋巴腺、後腹淋巴腺、門脈腺、

氣管腺、肺、肝、脾の定量培養を小川氏法によつ

て行い、菌集落数を観察 し、更に結核菌接腫後毎

i週ツ反慮、接種局所、局所淋巴腺、鐙重、榮養に

ついて観察し・爾菌株闇の毒力を比較 したP

2)成 績

接種局所及び局駈淋巴腺の反窓はB群 の方が早

く現われ、永 く績 く傾向がある◎ツ反鷹 もB群 の

方が早 く陽韓 し、強さも強 く、永 く綾 くことが認

められた◎淋巴腺及び内臓の結核性病攣は各観察

時共B群 の方が著 しく噸A群 の病攣よウ観るどA

株の毒力は3年 聞纏代培養時の毒力と全 く同程度

であ'り、B群 の病攣より斜断するとB株 の憲力は

分離直後の毒力より稔々弱いことが見られた。次

に接種局所の結核菌は接種後5日 位まで次第に減

少し、その後再び壇殖して15日 乃至21日 で最高

に達し、その後ばA群 で念激に減少して行 くがB

群では56日 位まで殆んど攣化が認められ なかつ

た◎局所淋巴腺では接種後5日 から菌が詮明せら

れ、21日で最高になり、その後次第に減少してい

る。而 してA、B爾 群聞において著 しい菌量の差

が認められなかつ齢 後腹淋巴腺では10日 後に

おいて菌が詮明され、34日 後で最高になつてい

る。門脹腺では10日 後 で初めて菌が認められ、

21日で最高になり、その後次第に減少してざ り、

B群Q方 が明かに多量の菌が謹明された。氣管腺

では接種後15日 で菌が澄明され、21日 で最高、

その後柔第に減少してお り、ここでもB群 の方が

生菌数が多かつた。其の他の内臓諸器管におV・て

は臓器の一小部分を培養 したためか培養成績が一

定しなかつた。

更に分離直後の菌株についての同様な貴験尋び

實験動物 としてマウスを用いた實験は現在實施中

である◎

(質問)竹 尾籍核研究所 深 田 茂 男

各淋巴腺に於ける菌数槍査は如何なる方法にて

行われたか。
・(同 答)

臓器の菌数 とは少 くともO・q～O・59r.の組織 を

10倍 乃至30イ 離NaOHぞ 稀繹虚理 し、これ を

小川培地(岡 、片倉培地の攣法)5本vaO・lcc宛 流

し乾燥後、封蝋培養 して出て來たコロユー藪 を全

組織に換算 したものである◎

45畿 代 培養 に よる結核 菌 の弱毒

化 に就t・て(第 一報)

阪大竹尾結核研究所
'櫻 井 宏 小 川

.博 通

.小 西 法 光

昭和9年 以來人型結核菌 をcalmette培 地及G1-

y《1,eriuO%寒 天培地に長期纏代培養する事によ

り、BCGに 近似する弱毒人型結核菌10敬 株 を
・得之等に醐しては既に磯表 した◎

今同、新たに4株 の強毒人型結核菌、1株 の彊

毒牛型結核菌をCalmette培 地に纏代、及び10

株の強毒i人型結核菌 をGlycerin量 を急減せる寒

天増地に縫代3代 にして、Glycerinを 加えなV・塞

天培地上培養に成功 し、現在同培地に織代中であ

る。之等の菌株ノ)毒力の攣化を逐代 的 に槍討 し

た。

(1)Calmette培 蓬 上纒 代 の 各 菌 株 は初 代 に 於

ては肉眼的には嚢育は認め難 く、第2代 目に至つ

て、僅かなが ら、新聚落の獲育 を認め、第5代 以

後は獲育は良好 となる。その聚落は一般に漏潤性

で、S型 に近V・外観を呈する◎一般生物學的性歌

には、特別なる攣化を認めない。「モルモット」に
`封 する毒力を

、戸田株13代 及び25代 。高垣株

5代 及び18代 。青木株、H2株6代 。牛型、有

牛株18代 に於て槍討した。その結果を要約すれ

ば各株とも、毒力の減弱は、纈代代数 と共に認め

あれ る。

(2)GlyceriRO%寒 天培地上に纏代 し得た菌

一35-一 ・
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な何れ も、その獲育、極めて、不良で前回の長期

間同培地纒代のものと同様の聚落 を生する◎當培

地縫代10代 の菌は、菌形一般に短小 とな り、抗

煮沸性 も減弱を示す◎その「モルモツ ト」に封する

毒力を10株 中4株 について験するに、何れ も強

毒にして樹照菌株 との間に毒力の差は認め難い。

総括Calmette培 地にては、 織代早期に既に
タ

弱毒化の傾向が認められ るが、GlycerinO%培

地 では早期では毒力に攣 化を認め難い◎

何れの培地にて も●BCGに 近似せる弱毒菌株

を得るには、更に長期間の纈代培養 を要するもの

・と考えられる。

46縫 代培養により弱毒化せし人型結核

菌の白鼠及び二十 日鼠に於ける態度

(第二報)

竹尾結核研究所
・ 野 村 .巖

野村は昨年4月 第23同 日本結核病學會に於て第
一報を報告 したので爾後の球績 を報告する。

1.毒 力復蹄實験(こ二十 日鼠臓内)既 報菌株中封

照株 も極めて毒力の低下 した喜交字株を選びその

弱毒株及び、封照株を夫 々二十日鼠脳内に接種、

岡、片倉培地に分離培養し、爾後はinvivo,inv

itro交 互に通過、3代 に及び、各3代 目の脳内通

過分離菌株 ど悩内を通過 しない原菌株とを夫 々海

狼壌下に接種 し、毒力の復蹄 を比較検 討 した の

に、弱毒株は二十日鼠脳内通過3代 後 も海猿に封

し毒力の増強 は認め難 く、封照株に於ては臓内通

過 し第3代 に及べぱ相當度の毒力の増 強 を認 め

た。即ちカルメツト氏培地に纏代 した弱毒人型結

核菌は封照株に比してその毒力はより固定化して

いると考えられるが なお實験縫績中である◎

2既 輯毒力實験の病理組織學的所見

(イ)白鼠に於ては各臓器(腎臓 を除 く)共に主と

して細網細胞の集團浸潤が見 られるが一般 に境界

明瞭に健常組織と境 し、経過を親察 しても類上皮

細胞を僅に混する外、壌死、「ラ」氏亘態細胞 ノ)出

現等は認められない。封照株にては一般に上記所

見が極めて高度であるが、幽現細胞には質的大差

を認めなb。BCGは 弱毒株 と略 玉同程度 ざある。

術菌染色標本では細網細胞の集囲浸潤部 に一致し

て弱毒株及BCGに は稿多鋤 封照照Hevaて は極

めて多数の抗酸性菌を誰明し得た◎

(ロ)二 十日観に於ける脳所見は肉眼的には弱毒

株、及び封照株共に著攣 を認め難V・が、組織學的

には弱毒株に於ては脳膜 臓 炎の 像は極め1て輕度

で、軟臓膜及臓實質接種場所に一・致 し輕度の小圓

型細胞の浸潤があ り、なお特異な所見 として所謂

perivaSCularcu価 駐gの 像が認められ弱い刺激のあ

つた事を物語つている。封照株に於ては脳膜麟炎

の像著明で軟臓膜の浸潤細胞は主 として淋巴球 を

含む圓型細胞及び上皮細胞でperivascularc且u伍

ngの 像は認められない。麟實質接種場所にジ部

壊死を認め淋巴球の外に 「マイクログ リア」細胞
・の種々の形態をとる塘殖像ガ著明である。

BCGは 弱毒株と略3同 様の所見である。
肇 なお菌染 色漂本では脳實質内及び脳膜の細胞浸

潤部 に一一致して弱毒株及びBて)Gで は梢多歎の、

封照株では極めて多敬の抗酸性菌が認められた。

47弱 毒人型結核菌の毒力復露に關

する研究(第 一報)

阪大第三内科

小 川 博 通 櫻 井 宏

昭和9年 以 來 人型 結 核 菌 をCal血ette培 地 及 び

GlycerinO%寒 天培 地 上 に織 代培 養 し、 そ の毒

力 及 び冤 疫 力共 にBCGに 近 き もの10数 株 を得

之等 に 蘭 して は、 既 に報 告 した ◎ 之等 弱 毒 人型 菌

の 毒 力 復蹄 を種 々の 方 面 よ り槍討 中 で あ るが 、現

在迄 に得 た成 績 を報 告 す る◎

(1)(a)海 猿鎧 内 通過 實 験(inviVO-・>in

vivo)(Calmede培 地 糧 代 の3弱 毒 人型 菌 及 びGl-

ycerinO%塞 天 培 地 纏 代 の3弱 毒 人型 菌 を海 猿皮

下 に接種(30mg～50mg)1ク 月 後 臓 器 及 び局 所

淋 巴 腺 浮游 液 を次 の海 猿 皮 下 に接 種 之 を繰 返 した

る も何 れ も3 -～4代 目に 禺 てRδmer反 磨 陽 性 化

を認 め す◎

(b)海 狽invivo→invitro通 過 實 験

(Calmette培 地 纈 代 の もの1株GlycerinO%寒

天纏 代 の もの3株25二mgを 海 狽皮 下 に接 種 、1ク

__36___
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月後その臓器より菌を分離培養し之を次の海狼に

接種(25mg)之 を繰返す事第6～10代 に達 した

るも病攣の増強は認めがたい6

(c)海 猿臓内通過實験

各菌株0・1mgを 海狽脳内に接種、40日 後にこ

の脳浮游液を次の動物脳内に接種之を繰返 した。

Calmette培地纏代株にでは第2代 目に於てR6mer

反磨陽性とならす。.GlycerinO%寒 天纏代株に

ては第3代 に於てなおRδ 畑r反 慮陽性韓化ぜる

もの もあるも何れ も剖楡所見にては毒力の増強は

認めがたい◎

(a)海 猿宰丸内通過實験

各菌株O.5m9を 海狼睾丸内接種1～2ケ 月後

.この睾丸浮游液を海狼睾丸内に接種した。現在第
が り

4代 に達 したが、R6mer反 億は依然陽性に韓化

し剖槍上病攣は縫代通過により幾分増強しつつあ

る如 く思われるが、更に實験纏績中である。

(■)榮 養佳良培地上縫代による毒力復蹄實験

Calmette培 地織代の3株 を岡、片倉培地及び3

%Glycerin寒 天上纏代15代 に達 し、又Glyceri駐

0%寒 天・纏代の3株 を3%Glycerin寒 天上総

代40代 に逮 したがその毒力は依然 として極めて

弱毒でむる。 み

総 括'

余等の得た弱毒人型結核菌に就ヤ上記の如 く、

種々の方法で毒力復蹄實験を行つたが現在の所特

に顯著に毒力の復蹄を認めたものはない。ただ海

演…睾丸内通過實験に閣しては今後更に検討を要す

るものと考えられ る。

転
48弱 毒人型結核菌3種の沈降反鷹

について

騨 尾繊 磯 部 梅 田 笈 生
醤 研究部に於て患者喀湊中よう分離し、謄渤 ぼ
「グ」培地に纏代培養 し毒力を減 じた人型結核菌

戸田株・青木株・喜文字株三株の抗元性及び冤疫
毒元性を追求する目的を以て

、強毒人型株高垣株、
H2搬 びBCG株 並鴫 型結核菌醐 照e

.し、これら各菌株
の菌胆分解によつて製した抗元と、

夫 々の生菌感染による家兎血清との間の沈降反慮

を重暦法により比較試験 した。

抗元として使用 した菌髄成分は、〔1〕乾燥菌髄N

を稀酸(天 「HC1溶 液)にτ分解抽出した成分・

〔][〕酸分解の残渣に稀アルカリ(1%NaOH溶 液)

を作用溶解 した ものを三盤化酷酸にて沈澱、沈澱

物をアルコール ・エーテルにて洗い、再溶解せ し

めた成分にて雨者共溶液のpHは6.6～7.2と する。

これら抗元を用いて各冤疫血清 との聞の沈降反

磨 を試みた結果次の成績 を得た。

抗元〔1〕については、弱毒人型菌3株 、Bcq
ま

株及び強毒人型菌株抗元及び各冤疫血清は何れも
メ

抗元稀繹5倍 乃至 δ0倍迄反慮陽性にして、各菌

株聞に著 しい差異を認めす◎

抗元〔■〕による試験に於ては、青木、戸田、喜

文字3株 ∂抗元は三弱毒菌株冤疫血清と何れ も40

倍乃至160倍 稀繹 に於て反慮するが、BCG株 冤疫

血清とも略 玉同程度に反慮する。然 し強毒菌株た

る碕垣株、H2株 冤疫血清とは20倍 乃至40倍

稀繹程度にしか反慮しない。他方H2株 、高垣株

抗元は同 じく強毒菌株血清 とは比較的強い反鷹 を

呈するが、弱毒菌株及びBCG株 冤疫血清とは反

慮弱 く、鳥型菌抗元は抗元力弱 く何れの発疫血清

とも略 ぶ同程変に反磨する◎

上述の成績 より、アルカリ抽禺菌髄成分を抗元 .

く抗元豆)と して沈降反慮を試みて多少弱毒菌株と

強毒菌株 との闇に差異を認めたが、各菌株間及び

烏型、牛型、人型間の匠別は困難であつた。

49弱 毒人型結核菌による早期組

織反慮に就いて

阪大第三内科 加 納

實験方法

(1)實 験動物一250瓦 前後の健康海狼

(2)接 種群一次の5群 に分つ

穣

1・戸田嚇 株紹9以 來 「加 メツト」氏増

地に織代の弱毒人型結核菌)-

1・戸田勤照株(同時に3%「 グルセ リン」寒

天培地に纏代の強毒株)

1.BCG株(竹 尾株)

1・高垣株加熱死菌f強 毒人型菌高垣株1蝿5

聴り菌液を百度30分 加熱ジ 、Pt

一一 ・37___
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1.戸 田封照株培養濾液(「 ソー トン」培地を

「シヤンベラン」L7に て濾過)

(3)接 種方za-一各菌液五厩1蝿 を左側下腹部皮

下に注射

(4)観 察方法一一3日、7日 、10日、(3、4日 毎)

28日 と局所及び從屡腺を槻察、願次剖槍その

注射局所、從屡腺、肺門腺脾、肺、肝の組織學

的攣化を追求、主 として 「ヘマ卦キシリン、エ

オヂン」重染色及び 「チール、ネルゼン」結

核、菌染色法により槍討す。

策験成績

(1)接 種局所肉眼的攣化一戸田封照株にては3

日目噛 り局所に多数の菌 を認め、漸次潰瘍に

致るに反 し、戸田弱毒株、BCG株 にては14日

目より小膿瘍を形成するも次第に痕跡なく治

癒に至る。高垣死菌濾液接種群にて倭殆んど

無攣化なり。

(2)剖 検肉眼成績一戸田樹照株にては7日 目よ

り從屡腺腫脹、次第に乾酪化、各臓器にも強度

の病攣を形球するも、弱毒株・BCG株 にては

14日一18日 目より從屡腺腫脹するも、脾、肝、

には二、三の結飾及び結蔀らし身もの歎ケを

認む。死菌濾液群にては脾の表面が顯粒 を呈

するのみ◎ ＼

(3)組 織學的攣化一樹 照株にては3日 目より接

種局所に強度の細胞浸潤を認め、壌死の傾向

強 く、從屡腺 も10日目より類上皮細胞結節を

形成、壌死に至 り、内臓にては14日 目より類上

皮細胞結節を形成次第に壌死、融合の傾向大

なるに反し、弱毒株、BCG株 にては、 接種

局所は3日 目にて僅かに充血を見るのみ、徐

々に細胞の浸潤あ り、壌死に陥 り、脾には10日

目より極 く輕度の細総細胞、類上皮細胞の出

現、18日 目に小 さな類上皮細胞結飾を形成す

るも、乾酪化の傾向を全然認めす、高垣死菌

接種群にては從屡腺、脾に輕度の「費カタル」

を認めるのみ、濾液接種群にては3日 目、7日
ご

目と初期に從騒腺、脾には 「餐カタル」、肺に

は肺胞炎を認むるも特異的の攣化はなく、炎

症は漸次速かに消槌す。

50海 狽禮内に於ける弱毒人型結

驚核菌の運命に就て(練 報〉

阪大竹尾結核研究部 深 田 茂 男

私は昨年の本學會に於て、Cahnette氏 培地、並

びにGIycerinを 全々含有せざる寒天培地に纈代

増養に依 り得たる弱毒人i型結核菌の海猿髄内に於

ける生存期間、其の他、菌嘱 命に關 し報告 した

が、今同はこれに引き績き、なお一麿毒力の弱き

鳥型(竹 尾株)、 ちもての菌、牛4菌(強 毒牛型結核

菌を3%Glyce血Agarに 長期纏代培養に依 り

得たる弱毒牛型結核菌)を 以て前同同様實験せる

に、上記何れの菌 も、海狼髄内に於ける生存期間

は0・1=mg静注法にて、接種後1週 間以内であつた。

家に8ケ 月間海狽髄内に滞留せる野澤F株(G1。

ycerinを 含有せざる寒天培地に織代培養に依 り

得たる弱毒人型結核菌)に就…払 共の一般生物學的

性歌並びに毒力を検 し、海狸通過前 と比較槍討せ

るに、該菌は菌長の増大を來せる他、一般生物學

的性欣には、著攣を來たさなかつた。又Glyce血

freiAgarに 生え易い性質 も保持 されていた。な

お毒力の復館を來たさなかつた◎

51攣 異 結 核 菌 の 研 究
'

り

一Digico揺n及 びBufotalinに 依

る結核菌非抗酸性化塔養法並びに饒等の

Digicorin及 びBUfo七alin攣 異菌に

依る結核血清反癒に就て一一

東京慈恵 瞥科大學高田外科教室

竹 内 稔 雄 米 澤 徹 馬

喜 多 昌 彦

現在の行詰つた結核症研究を訂 開する爲、噺 し

い立場から非抗酸性結核菌の強力なる臨床磨用を

企てているが、從來結核菌非抗酸性化培養法には

此の目的に適合する優秀なる方法は無かつた。吾

々は從來使月コされた添加化學物質の中、有効なる

ものの多 くはPhei}anthren核 構造を有する事に

着 目し、此6屡 を系統的に追求した結果、現在迄

にDigi噸 吸 び3uf・talinbX'頗 ぶ る 麟 な る作 用

を有 す る事 を認 め た 。 同 時 にDigicorin及 びBufo・

一一一38_.
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Silin墾 異菌の興味ある知見を得、更に當該憂異

菌を反慮元として結核血清反慮を實施 し、優秀な

る成績を得た。 ㌔
'○ 攣異化培養法

(1)3%グ リセリブイヨン馬鈴薯培地に一定

の割にDigicorin或 はBufotalinを 添加、之に各

型結核菌及び非病原性抗酸性菌を培養すると1週

乃至3週 で容易且つ完全に抗酸性が睨却する。此

の至適%はDigicorinは2%、Buf◎talinは0二 〇〇

2%で ある。當該攣異菌は普通塞天、グ リセリン

寒天、其の他普通培地に12乃 至24時 間で旺盛

な獲育を認め、純培養の猷態で任意期間纈代培養

が可能である。 ・

(2)岡 片倉培地vaf;IEQ%trcBufgtalinを 添

加、上記抗酸性菌 を培養すると、約4週 にして抗

酸性を脱却するが、非病原性抗酸性菌及び鳥型菌

は完全に、李型菌は多少の正常菌を混じえてV・る。

○ 還元培養、 ㍉一謹

上記攣異菌を岡片倉培地に培養すると、1乃 至

愈週で原菌に還元する。 ご

○ 糸田菌學白勺性歌

Digicorin及 び 耳ufetalin攣異菌の形態v獲 育

歌況及び抵抗に就 き述べる◎

○ 血清反慮

上記攣異結核菌8日 金耳を食盤水5ρc中 に麗搾

する時は、容易且つ完全なる菌雫等浮游液が得 ら嵐

れる。之を凝集元とし丁、外科的結核症に就て凝

集反慮を實施するに90%以 上の陽性率を得、且つ

臨床像と一一定の關係を有する事が分つた。

(質問)・ 京大遭究 植 田 三 郎

藥品の作用機轄に關する御考察を伺いたい。

(同答)

抗酸性菌の抗酸性が何故脱脚するかは頗る複雑

な問題を含んでいるので今 日直ちに明快漁 る解答

は與 え得なV、。我々がDigicorin及 びBufotalin

を畿見 したのは從來の有効物質の核構造参Phen.

anthrenに 囑する事 より雌痩した系続的追及ゐ結

果である。今後引綾き此の鴉を追笈する。

(追加)'青 山 敬 二
ゆ

植田教授の御質聞は丁度私の研究にも直接的の

關係があるので卑見を述べる。非抗酸性の菌、之

〆

は私共はS型 であると考えるのであるが、此の物

.は 鎌氣側で増殖する特性があり、此の鮎R型 が好

氣側で増殖するのと反樹の性質である。そこで何

かの藥剤が結核菌のS型 化に役立Pと すれば・そ

れは培養液の表面張力を下げて菌を強制的に沈下

せ しめる爲であろうと思 う。即ち沈んだ歌態で襲

育増殖 し得るもの こそS型 の特算を備えた ものと

思える。

52サ ボ ニン を以 て非 抗酸化 せる非

學病原 性抗酸 性菌 の生物學 的 晃

疫 的並 びに電子 顯微 鏡 的研 究

東京慈悪會醤科大學細菌學教室 巾 村 知 而

癖 轡

1諸 濃度Sap◎UiR添 加培養菌株闘の抗煮沸性

1ゼ 非抗酸性になし得た菌株の生物學的性欣

1Storep七・myciRに 封する感性、耐性、並びに

その復蹄について

一2Penicillin修 封する感性・耐性並びにその復

蹄について 誕
・3糖 分解性

4色 素還元性(「メチー レンブラウ」)還元性

5禰 艦結合反慮

病原性抗酸性樋及び非病原性抗酸性菌43株 を

試供菌とし、各菌株それぞれ撒群の比率にSapo-

ninを 添加培養し各 々の比率に於ける抗煮沸性の

攣化を比較桧索 したるに、或株に於て(非病原性抗

酸性菌)非 病原性抗酸性になし得たるものの内或
一群のものは10藪代纒代培養を行いたる も抗酸性

に復蹄せすして非抗酸性のままなるを認め得た。

在來の文献にはこのまうな報告を見なV・。この菌

株を原株 と封照 して諸腫D生 物學的性状を實験 し

た。その結果StOreptomyciR2萬 倍稀繹にて普通

大腸菌獲育阻止する培養器に於て原株抗酸性菌が

2-16萬 倍の感性を示 し、その非抗酸性株と2--4

倍敏感な感性なり。なお酎性試験に於て初代一一10

纏代迄は原株 も非抗酸性株とは李行的忙耐性増強

し、2-4倍 の耐性を獲得す。15-20纏 代迄は念

に500倍 の酎性獲得するもの又はそのままのもの
灘

もあ り、 之 等 耐 性 株 をStoreptomycillを 含 ま ざ る

培 地 に20纈 代 して其 の 復 蹄 猷態 を観 察 せ る に原 株

一39_
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と非抗 酸 性株 とは卒 行 的2-4倍 の復 麟 を示 し大 差

な き を認 め た 。Penici1血 に 封 す る結 果 はStor-

eptomycinと 比 較 して そ の感 性 の 差 は や や大 な る
ノ

事 を認め耐性は原株及び非抗酸性株 も共に2-4倍 .

の耐性を獲得せ しのみに して大差なく亦其の復麟

も爾者大差なぐ2倍 復餅か原株のままなり。

糖分解實験 も菌株間に於ては差は認め得れ ども

原株と非抗酸性株との比較實験に於ては大差 なき

事を認め得た。

メチー レンプラゥ還元性に於ても糖分解性に於

けると同様なり◎

補艦結合反鷹に於ては原株とは大差なきような.

結果を示壱 りo。 盛
む

電子顯微的研究による形態的墜化も原株非抗酸●

性を比較 して之 という差蓮 も見 られす、大差なき

ものと認め られたポ

(追加)青 幽 敬 二

非抗酸性のものが酸素需要が低い事は私共が常

に申す事 と一致 してお り興味を発 えます。それで 可

この事は非抗酸性の私共の謂うS型 が嫌氣棚で生

育する事實の裏書きに もなると思 う◎
ぼ

53非 病原 性抗酸 性菌 のPenicWn並

び に5Streptomycinに 封 す る感

一性、耐性 、並び にその 復蹄 に就 いて

東京慈恵愈醤科大學細菌學教室

太 田 文 泰

非 病 原 性 抗 酸 性 菌 のPenicillin(以 下P.と 略)

並 び にStreptomycin(以 下St.と 略)に 封 す る感

性 、耐 性 、並 び に そ の 復麟 に就 いて 私 は教 室 の保

存 菌 株73株 を使 用 して實 験 致 しま した の で、 そ
ひ

の成績 をここに述べ ます。 供試菌株は人癩綜11

株、鼠癩懸β株、自然界懸32株 、結核性材料 よ

りの分聯15株 、〃 グマ紙12株 ・葺+73撚

4%〃 セ 伽 寒天PH乞2の 瑠地vaて37・cue

卵室内にて.3日間培養せるものを・一一A世代 として實

験致 しました◎

P.の 揚合感性はP.加 培地にて測定同時に209-

Eの 感性 も測定 し、この感性 と比較 しましたとこ'

ろ209-P32萬 倍の時 人癩 綜、鼠癩綜、自然界

懸、結核性材料よりの分離綜、等は100倍 か ら籾0.

倍で、非常に感性は鈍 にしてただスメグマ懸のみ

卒均4萬 倍の感性を示 しましたので・之等の菌株

に就いてP.加 培地に20代 纏代培養を行いまし

た結果、原株の40倍 の耐性を得たS(3り を最高

とし、最低は巨倍で他は此の間に介 在 致 し まし

た。 この酎性株に就いて4%グ リセ リン寒天に20

代織代培養を致 しました均㍉ 鯨 りその復齢は認め

られ ませんで した◎Stの 場合感性はSt加 増地

にて測定、同時に209-Pの 感性 も測定 してこれ

と比較 しまし1セ結果・209-Pが8萬 倍の感性を示

す時、最 も敏なる感性を示 した もの急2萬 倍で自

1然 界赫1株 ・結核性材料 よりの分離聯3株 ・スメ

グマ綜2株 、最 も鈍 なる ものは4COO倍 か ら8000

倍で自然界懸1株 、結核性 材 料 よ りの分離綜1

株、スメグマ懸1株 で209-Pと 同感性を示 し左

もの21株 で他は此の聞に介在 しました。耐性は

St.加培地に20代 織代培養を行いました結果、原

株の感性に比較 して最高の耐性を得た ものは自然

界綜の160倍 で、孕均 ユ6倍 か ら4倍 の6.のが52

株中39株 を占めていました◎最低は2倍 で3株 あ

りました。これ等1の耐性株について4%グ リセリ

ン寒天に20代 纏代培養を致 しました結果、耐性

株の感性と比較するに～自然界懸の1株 が20倍 の

復餓を示し、最高で酎性株 と同感性を示 した もの

は52株 中25株 で、約その孚数を示 しました◎

即ち非病原性抗酸性菌はP.並 びにSt.に 封 して

耐性は得 られるが、その復昂は困難 で あ 、りまし

た。

54 盤表物質(E・C・S)か ら親た

結核菌の鰻育形態

有馬研究所

青 出 敬 呂

(本獲表は演者の他田川、楠、青山掘等の研究に基く)

1・nッ ホが結核腎臓切片中にi辮髪歌に配列した

結核菌 を認めたという古典的記録は今日殆んど忘

れ られている◎

萩原は彼の液髄培地で血繊維網上に生じた梵字

唐草巻毛様の結核菌集落の事を報告した。青山等

は結核菌の髄表物質と集落の形朕其の他の關係を

追求、昭和18年 以來本學會で逐次嚢表し、其のS

一 一40-一 一
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型は鎌氣側で増殖し無穎粒弱抗酸性であるが・此

の物の老成乃至R型 移行は髄表物質の酸化と密接

に關係 して、穎粒を生 じ、抗酸性を増ずことを強

調 し光。今同は其の後の研究所見をも綜合 して獲

表するひ

2,結核菌の増殖方式に就て次の如 く考える。R

型乃至老成菌では其の穎粒が爽芽 す る に相違無

い。何 となれば顯粒は核該當物 と認め られるか ら

である。S乃 至幼若菌は無穎粒で核蛋白は菌膿に

李等に分布されてお り、これが伸長分裂する◎こ

の分裂 した菌は艦表物質の粘稠度如何に依つて或

は漣結 して索歌を成 し、或は個々に不離 して増殖

する。

&R型 として周知の人及び牛系結核菌苔が縮緬
　

檬なのは結局それが幼若時薪伸長曲折 した名淺で

ある。R型 ブイヨン増養¢∫菌膜中にも舞歌集落が

襲見される。

4・R型 の堅固な索歌集落中に封じ込まれた各

個の菌髄は自然の妙機、例えば高tg植物D蝉 出運

動にも比すべ き1機韓に依つて容易た索耀(EC

Sの 融合物)か ら逸睨する。R型 菌の檜殖にはこ

の逸睨と護芽とが相倹つて行われると見てよい。

5・ 結核菌の燈表物質はS、 璽爾型を特長付け

る重要因子で其の化學攣化は爾型移行の機序と密

接な關係に在ると考えられ、此事は又疫冤生物學

上にも重覗さるべきものであろ う。

α艦表物質の化學構造は未知であるが、此の物

が一聾の懸歌膠質で恐 らく燐脂質と炭水化物乃至

其の他の物との複雑な結合であるべき事は推理に

難 く無V・◎

7・結核菌以外ρ種々のヲ嵌 膜菌で もEC・sの 存

在が確誰されるが・此の物は有毒菌の場合明力、に

毒性物質(吾 等ほ之を髄外毒、燈内毒に封 して特

に骸 凄と呼ぶ)で ・蝉 慨 槻 わ勃 く瀦 核

菌に就ても同様の問題は興味が深 く、目下研究中

である。

&結 核菌Ecsの 歌況で最腫 要なのは極端な

S型 の場合で、之は親水性が強 く孚流動性で
、容

易にコロイ ド歌水溶液となる程の物であるために

各個の菌は蓮結 し得ぬのである、索歌に蓮結 した

結核菌は決 して典型的なS型 とはい之ぬ。此の物

は幼若時の短期間中はS型 の性質を表わすが時間

の経過叉は周園の事情に即慮 して、極めて観敏迅

速にR型 に移行するので、寧ろSRの 中間型 とい

うべきである。斯様な索朕集落の結核菌の燈表物

質は各個分離の極端なS型 菌のECSに 比べては

明 らかにR型 菌の蝋様物質k近 接 した性質のもの

で あるということになる◎

55結 核菌の新培養法と其の磨用

東大物療内科(主任三澤教授)

州 上 保 雄 蓮 藤 順

磯 野 和 久

先に吾々は關東地方會に於て結核菌の新培養法

に就て報告 した。其の一つは培地に全血を加え溶

血をおこさぜるのと同時に線維素を析出ぜ しめ、

これを支柱として結 咳菌を増殖せ しむる方法であ

り、他の一つは孚流効状に塞天を加えた培地に菌

を増殖せ しむる方法である。培地組成は、ペプト

ン、グリセリンデイース トヱキス、葡萄糖、第輌

燐酸カ リ、第二燐駿 ソーダより成 り・(硫酸マグネ

シゥムは加えない方が検鏡に便)、使用時嚴密に無
く む

菌的に探取 したクエン酸曹達加血液を培地に小量

すつ加え菌接種、最後に窪化カル シウム液一滴を

伽 え培養する。(叉血漿を加えるのみで盤化カルシ

ウムを加えなくともよい。)孚流動塞天凄は上記組

成の もの或はペ プ トンの代 りに肉エキスを用う。

使用時普通寒天培地を孚流動歌 とな'る割 合 に加

えギクエン酸 曹達加血漿 をカロえ(450C以 下)、次
　

に菌を接腫する。喀湊中の菌を培養するような場

合はvラ ヒツト緑をOO)05%の 割含・(線維素法

では倍量)に 加える。喀湊ぽ10%硫 酸嘘置遠心

前に1・2倍 量の10%NaOHを 加え遠沈、一白

金耳すつを接種する◎線 維素法では5乃 至10日 、

後に線維素部を槍境、孚流動寒天法では集落の襲

生を槻察する。封照たる岡、片倉培地に比 し培養

日藪を1β 乃至1/2と なし得た◎

吾々は主として繊維素法を用いて抗 菌 物 質 の

槍索を行つているが、此の方法による時 は 他 の

方法に比 し其の力債は一般 に低 く出 る。 例 えば

Sti'eptomyclnは 孚流動塞天法では最小有効濃度
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1.2r/ccの ものが4f/ccと なる。 又Methylenblan

は30倍 稀繹 の ものが2萬 倍 と な り◎MalachitgrUll

は10萬 倍 が1萬 倍 と な るDな お 吾 々は タ ウ リン

系 化合 物 を脊成 其 の菌 稜 育 阻 止 力 を槍 討 中で ある

(結 核 菌 、葡 萄 歌 球 菌 、 大 腸 菌 、Sarcinaluteaに

就 き併 行 槍 査)。-5eウ リン自 身 は5%液 で も阻 止

力 は ないが 、 ト リメ チ ル タ ウ リンと な る と3000培{
ノまで阻 止 力 を有 す る よ う

に なる ◎ トリエ チ ル タ ウ

リン及 タ ウ ロ コー ル酸 曹達 は2000培 以 下 で あ る。

(質問)鳥 取市民病院 荻 原 宏 治
が

液艦培地に血液(血漿)及び盤化カル シウムを加

.え て繊維素を析出ぜ しめ、之を足場として菌を獲

育せ しめる法は所 謂荻原培地 と同一であるが、こ

のような場合臨床諸材料を培養するときは雑菌焚

育による不成功例が可成 り多 く、之に封 し我 々は

M乳lachitgrUn10--100萬 培加えているが、 この

鮎につ き演者の御意見を伺う◎

(質問)結核豫防會結核研究所 小 川 辰 次

培地にはいろいろな組成が漉入されているが、

これ らの組成の意味づけはどうですか、岡、片倉

培地との比較は一方は原菌の嚢育で、:一方は塗抹

標本で行つたのか◎

(同答)

・(1)MalachtgrUnはO・OO1～O・OO2%の 割合

に加える。但 し、岡、片倉培地に比 して雑菌は生

え易い。 離

抗菌力槍査は其の他ゲンチアナビオ レット、フ

クシジ等に就て行つたが、之等が雑菌阻止により

有効か否かは検 してない。

(2)組 成の判明 した化合物 を逐次加えて検査

したが、何れ も思わしくないので、ペプトン或は

粒歌イーストエキス等を加えた◎ 触

56結 核菌液髄培地の研究

(ペプトン及び溝化牛乳に就いて)

九大馨學部細菌學教室

吉 村 正 夫

1ベ ブ トンの結核菌獲育に及ぼす影響

窒素源としてのベブトンの債値を調べ、O・5%

に加える時は充分に其の目的を達する事を知つた_

が、味の素 を糧 用いた上硬 にペプ トンをo・5%

に加えたならば味の素全量 よゆも結核菌の嚢育を

.良好にする事が出來る。内外製品8種 類のペプト

ンを比較 してみた結果は武田ボ リペプトン・照内

ベプ トンが優秀で、此の武田ボ リペブ トンを加え

たSauton培 地申の他の養素をV・ろいうと愛 えて

作つた改良Sauton培 地は結核菌培地 として充分

用V・る事の禺來 るものであるσ
1■ 漕化牛乳の結核菌畿育 に及ぼす影響

清化牛乳製法は種 々試みた結果、100ccの 萩鮮
ゑ

・牛乳に局方バンク レァチ ンO.69を 加え37。C艀

卵器に納あ、時々振盈 しつ つ4日 聞消化 したも

の も、100◎C1時 間重湯煎中で加熱後濾紙で濾過

し、更に2500 、廻縛15分 間遠沈する。そして其

の上清を取つた ものが最良である事が分つた。此

のものは結核菌の嚢育を良婦にし、2・5%に 加え、

pHを6.8忙 修正 してお くと良 く、液面培養では

Kirchner培 地以上、深部培養 もi無菌的に血清 を

加えセおけばそれ以上の威績を出す事が出來るε

此の清化牛乳培地は極 く低濃度の菌液か らも菌を

嚢育させ、各型結核菌の培地 として も良 く・其の

嚢育 した菌は性質を愛えす、喀疫培養試験に於て

も亦その成績はKirchner培 地以上である◎清化

牛乳は叉氷室保存2ク 月は可能である。

57結 核菌用培堆改食に關する研究

1

久留米讐大細菌學激室

.占 部 薫 梶 原 太 郎

三 隅 眞 二

味 の 素 の代 りに ペ プ トンを代 用 す る こ ころ

み ・"

結 核 菌 用培 地 に姫 ん で用 い られ る味 の素 の代 り

に、 ペ プ トンが 代 用 され るか ど うか を、、岡 、 片倉

培 地 、 キル ヒナ ー培 地 につ いて 検 討 して み た 。

岡 、片 倉 培 地 の原 法 通 りの もの 、 味 の素 を控 除

した もの 、味 の素 の代 りに ベ プ トンをO・5%、1.0

%、1.5%加 え た もの を作 り、 人 型結 核 菌 株 と、

5妙 硫 酸 水盧 置 の 患 者 喀疫 とを移 植 培 養 した結

果 、前 者 は ペ プ トン1.0%、 味 の 素1%、 ペ プ ト

ンO・5%、 ベ プ トン1・5%後 者 は味 の素1・0%、 べ
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プ トン0・5%、 ペ プ トン1.0%、 ペ プ トン1.5%の

順 に焚 育 迂 度 爽 育 量 の差 を見 た。

又 キル ヒナ ー培 地 も同様 原 法通 りの もの 、 味 の

素 を控 除 した もの 、味 の素 の代 りに ペ プ トンを加

えた もの を作 り、入 型結 核 菌 を移 植 培 養 した結 果 、

ベ プ トン1・0%、 ベ プ トンO.5%、 味 の素1・0%、

ベ プ トン1・5%の 順 に襲 育 速 度 、獲 育 量 の 差 を得

た◎ 味 の累 を控 除 した もめは 何れ ¢)揚合 に も不 良

であつた◎

要するに味の素の代 りにペプトンが代用出來、

其の成績は決 して遜色なく、割合は α5～1.0%が

{適當なることを知つた0

1Lキ ルヒナー培地に於ける血清量の槍討

キル ヒナー培地の血清量は如何なる割合に添加

された ら最 も好適であるかを槍討すべ く、原般に

総量の2%よ り50%の 割になる様に血清を種々

添加 した培地を作 り、人型結核菌の叢育歌況を観

察 した所、8%よ り50%聞 に顯著な焚育上の差

を認めす、槻察の鮎か ら、経濟的の意味から8～

10%多 くて15%ま でが良婦である結果を得た.

皿・培養管口i封鎖法の槍討

綿栓その瑳ま・叉は綿栓を種々の紙で包んだも

ので封する方法、或いは之等の ものをパラフィン

に浸 して後挿入する方法、綿栓を押 しこんで、そ

の上セ～バラフインを重璽する方法と各種槍討した

結果、凝固水の漕失速度、培地の乾燥歌態、結核

菌の獲育歌況の三鮎よりして楮紙で綿栓を包み、

バラフインに浸 して封する方法が最良であること

を知つた。

58結 核菌用合成液艘培養基の検討

京大結研細菌血清學部

.片 由 硝 夫

結 核 菌用 合成(無 蛋 白)液 臆 培 養基 と しては多

数 あ るカミ・ そ の代 表 的 な もの と してSauten,Loc.

kemaun(neue-D),Longを を え らび
、封照 と し

て4%グ リセ リンプィ ヨ ンを用 い て
、これ らにっ

き・蝋 鑓 ・ 蜘 レク リン、PH蠕 等 につ き

槍 討 した。

使 用 した菌 槻 人型 菌3・ 手 型 即 、轟 型 菌1
、

毒
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の 計6株 で あ る。 培 養基 の容 量 は100ccと して 、

とれ を3--5個 宛 用意 した。 培 養 は 同褥 に 局一 フ

ラ ン キ内 にて 行 い 、1本 の 親培 養 か ら同 じ大 き さ

の菌 膜 を うつ した。,

その檜 殖 の模 様 を見 る と、菌 株 に よ の速 度 に遅

速 が 見 られ る(第'1表)。 郎 ち鳥 欧 、BCGで は最

も速 く、2週 聞 に て全 液 面 をお おV、、4週 に て沈

下 をは じめ る、、青 山B、 西 村 之 につ ぎ 、3-4週 に

て全 面 をお お い、5-7週 にて沈 下 し、 牛1號 、F

株 では お そ く、7-11週 に て全 面 をお お い 、漸 次

沈 下 す 。か ぐ菌 株 に よ の遅 速 が あ るが 、合 成 培 養

基 聞 に は その 差 は見 られ ぬ 。 た だ増殖 のお そV・菌

に て は グ リセ リン ブイ ヨ ンにお い てや や 早 く な

る。 侮 ・

沈 下 しは じめ る時 まで 、 同 一期 聞 培 養 後 、 そ の

菌 を50。C・4～ 時間 乾 燥 して 秤 量 した李 均 を第2

表 にか か げ た。 これ 塔 よる と各培 養 基 の優 劣 が か

な り明 白 に 見 られ る。 人 型 菌 と牛 型 菌 につ いて 見

る と・ どの菌 株 につ いて見 て 駄 膿L・ngカ:Xも

よ く生 え、約1・29、SautonはO.79、Lockemaun

は0・69・Glycerin-Bo4illonはLongよ りや や お・

と る◎ これ を第3表 の舞 養 基 乃組成 表 に つ い て考

察 す る と・最 も菌 量 の 少 いLockemaunは 他 に比

してGlycerinの 量 が 少 く 、 孚量 以 下 で あ る。

Sant・RとIL・ngを 比 べ25 .±Glyρerin,'Asparagini

は 同ntで あ るが ・燐 酸 カ リがSantonに お い て不

足 す る と思 われ る◎

第1表 に見 る如 く菌 株 に よ 桝曾殖 困 難 な培 養 基

が 見 られ る。 鳥 献 はLockemaunに 、BCGは

Glycerin-B・nil1◎・1に、F株 〃まL・ngπ 増 殖 困 難
の

で ある。 これ は く りか え し行 つ て も同 じで 、 これ

らの場 合 には ツペ ル ク リンは 作成 せ す。

各 培 養基 か ち作 成 した ツ〈3ルク リンの力 便 を検

した ◎傳 研 「ッ」 を封照 と して國際 連 盟 法 に準 じ

て 行 う◎500× ・1000× ・2000× 、4000× 、稀 羅 液

に つ き・ 入 型菌 感 染 モル モ ッ ト4匹 宛 を用 い て力

便 を比 較 した。

第4表 は封 照 との統 言柏 勺の比 の値 を示 す 。 これ

を見 る と、青 山B株 のLeckemaun及 びGlycerin-

B・ni11・n培 養 ・ 鳥 吠 株 のGlyc・B・ni11・n培 養 ツ

ベル ク リンに おV・て有 意 の 差 が 見 られ る
e即 ち

曳
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「ツ」産生能が低下 している◇その他には有意の

差はなかつた。これ ら菌量 と合わせ考えると、そ

の間には相關關係はみとめ られない。

培養凌の水素 イオン濃度の攣化を1ralraPH

試験紙 を用いて桧 した(第1圖 →第4圖)。 いすれ

の培養基にても初期1-3週 はア ル カ リ側に傾
＼

き、 そ の 後Sauton,Longで は念 角 度 に酸 性 側 に

傾 き5.2ま で下 る◎ これ 以 下 に 下 る こ とは なか つ

た ◎ グ リセ リンプ ィ ヨ ンで は 、6.0ま で下 る◎ こ

れ らに 反 してLockemaunで は7.0前 後 に止 ま・

る。か か る傾 向 は 各 菌 株 に つ い て同 一 で あ る◎ こ

のLeckemaunのPH曲 線 は そ の組 成 中 に見 られ
サ ミ

る。燐 酸膣 の緩価 作 用 に よる もの と思 われ 曳 各培

養 基 の緩 衝係 数(Bufferindex)を 測 定 せ る に

LockemaUi}4va¥}し 、 ・9autdu1,Iong,GlyC。

Bonillon2の 比 で あ る。

故 に定 型 的 なPH曲 線 はSauton,LOR9に お

い て え がか れ るゲ

増殖 不 良 な場 合 、死 滅 な ど に よ る停 止 の場 合 、

又 は雑 菌 混 入 の 場合 に は 曲線 は不 定 と な る◎ い い

か え る と、PH曲 線 を えが くこ とに よ り順 調 な増

殖 のmerkma1と す る こ とが 餌來 る。

結 論

㌦ 菌 牧 量 にお い て 人型 、牛 型 菌 で はLo鳳9最 も

多 く、LockemaUtt最 も少 し、 鳥型 菌 で はSautoガ

最 も多 し◎

2菌 増 殖 の速 度 は合 成 培 養 基 闇 には 大 差 な し。

3.ッtS・7itク リンの 力債 と菌 牧 量 の間 に は相 關 關

係 は認 め られ ない。

が

59全 血液内に於けう結核菌の護育に就て

阪大竹尾結核研究所

河 盛 勇 造 弘 末 元 勇

む

我 々は從 來 竹尾 研 究 所 にて 主 と して結 核 の 冤疫

學 的研 究 の一 方法 と して 用 い られ て きた ライ ト氏

の 「ス ライ ド 。セル 。カル チユ ア」法 に よ り、 全
や ゆ

血液内に於て結核菌を培養 し、結核菌の増殖型式

を観察 した◎

使用菌株は人型結核菌高垣株及びH2株 ・BC

G鳥 型結核菌傳研株で、その 「グ リ掌リン・プイ

ヨン」叉は 「グ リセリン馬鈴薯培地上の培養約$

週闇、鳥型にては3--4日 の ものを取 り、1蝿2

-3EEの 生理的食臨水浮游液を作成 し、その菌液

O.05蝿 を健康海狼血液0。5妬 中に卒等に混じた

後、その1滴 を2枚 の 「オブエク ト・グラス」聞

にて凝固せ しめ、「流動バラフィシ」申に沈め、37度

にて培養 した。培養前、増養2日 、4日 、及び7日

後に歎枚宛の標本を取 り萬 し、之 を溶血せ しめた

後 「フオルマ リン」にて固定、チー〃 。ネールゼ

ン氏法により抗酸性染色を施 した◎

實験成績は培養2日 乃至4日 後にては培養前の

封照に比 して各個の菌膿は多少共長 くなり、更に

その尖端部り、殊に抗酸性の強V・穎粒 より分枝を

始める像が明瞭に認め られ、之が更に伸長するも

の、又母菌髄 より分離せるもの、或は母菌髄より

2-3個 の獲芽が見 られる歌況等が認め られた◎又

7日 後に於ては殊に人型菌及びBCGに 於ては菌

は略 ≧同一方向に稜芽分裂する爲に集束状 を呈 し

旺盛な獲育を示す◎此¢)顔は人型菌、BCG、 鳥

型菌共に同様であるが、鳥型は最 も速度が早く、

4日 後に於て既に集束歌を呈するものがある◎

しか し叙上の何れの時期に於て も各菌株共、そ

の菌髄の尖端 又は周園には抗酸性を有 しない菌糸

或いは穎粒は認め られす、殊に7日 後に見る如き

非常に旺盛な獲育歌態にあるもので もその尖端は

凡て抗酸性を有する菌膿であつて、非抗酸性の部

分に認め られないざ即ち抗酸性をイ∫する菌燈 より

直接獲芽 し分離 して行 く事を認めた。

以上の所見より我々に上述の條件下に於て全血

液内にて結核菌を培養した場合は非抗酸性の時期 ・

を経すして、直接抗酸性菌腿 より爽芽 し、増殖す

るものと考 える◎

(追加)京 大結研 植 田 教 授
る

組織細胞の染色の場合 も同様であろうと考える

が、染色法は極めて微妙なものの ようである非抗

酸性の形態を見ないとの事であるが、染色法、同

操作に充分御注意を希望 したV・。

(遭加2)脅 山 敬 二

石炭酸 フクシンで染められた非抗酸性の菌盟が
一度酸の作用で腕色 した後、之に水性メチ、レン青

を掛けて も容易に壷染 し難い事は事實である。此
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の現象を私は抗後染色性と假稔 してV・るが、O・5%

石炭酸メチ レン青を極短時 闇 用 う と俄然青染す

る。 この肇色上の持性を考慮し且つ一方菌株の個

性差をも顧慮して同様の桧索を進められ るな ら

ば・恐 らく抗酸性菌か ら非抗酸性の獲芽する歌況 ・

が観察される時期があるかに考え られる◎

(同答)

時期 的の差によつて非抗酸性のものを認めるの

でないかとV・う鮎は我々も注意 してきたが、若 し

・一時期の現象 として起るものなちぱ、これだけの

菌の一部分には必す見 られるものと思 う。なお菌

液 を作る元の菌株の培養方法を攣えて青山博士の

㌻ われる如きS型 菌による場合の事も將來考えて

見たv・。

60自 然界抗酸菌の結核菌叢育に

及ぼす影響

久留米醤大細菌學教室

占 部 薫 梶 原 太 郎
し

自然界抗酸菌中、結核薗に封 し、焚育促進的或い

は畿育抑制的に働 く菌株はないかと考え、多数の

自然界抗酸菌に就きその槍索 を行つ友◎

118株 の抗酸菌膿のlcc20mg含 有生盤水浮

游液1ccをNPH6.8の グ リセリン寒天に夫々

混入、念速に冷却せ しめで菌艦を斜面表暦に分布

固定せしめ、入型結核菌マ株を移植培養 した結果、

i次の如き成績を得た。

1・樹照グ リセリン寒天と同程度叉 は それ 以上

に、結核菌を獲育さぜる菌株

a嚢 育を強 く促進するもの ……13株

b・ec育を相當促進するもの ……12株

c・畿育 を梢促進するもセ)… …20株

d.グ リeリ7寒 天と同程度のもの ・…・・11株

2S照 グリセリン寒天に比べ稻嚢育を抑制す

る菌 株
.一 ・・… ・21株

3・Wtく 嚢 育 を抑 綱 す る菌 株 …-27株

4・全 く嚢 育 を さぜ なV、菌株 一'… …14株

次 に91株 の抗 酸 菌 をグ リセ リンブイ ヨンに培

養 し、 その培 養 液 を60?C60';100。C3α,及 び

120。C2α 夫 々虞 置 し、 そのO.1ccを キル ヒナ_

培 液 に添 加 して人型 結 核菌 の嚢 育 歌 況 を観 察 した

結果、次の如き成績 を得た。

1.封照キルヒナー増地と大同小異の獲育を示

さす菌株.
… …55梅

a封 照 キル ヒナ ・一一ig地 に比べ 梢 獲 育 を抑 制 す

る菌株

3・9Nく獲青を抑制する菌株

… …29株

。・・…7株

要するに自然界抗酸菌の中には菌髄或いはそか

培養液可、結核菌の嚢育に封し・或いは促進的に

或いは抑制的に影響を與えるもののあることを知

つた◎
轡 鞠

61S・C・Cに よる結核 菌検 出法

東京慈恵會馨大内科教室

林'直 敬 太 宰 忠 常

喀湊中結核菌の桧禺は診断 治 療 の 一・基準とし

て、父豫防方面 よりみるも、甚だ緊要のものであ

り、輩純塗抹槍査 より進んで集菌忍び培養法によ

つて上述の目的達成に努力せ らるる現歌である。

さきに吾々はスライ ドセルカルチユアによつて、

喀疾硫酸虞理沈澄と患者血液とを混 じ、培養する

ことにより、4乃 至1週 日にして結核菌の著明に

増殖するを認め報告せしが、其の後の實験例を追

加 し、なお從來は專 ら患者自身の血液を使用せる

が、患者自身の血臨を用いし場合と健康者並びに

他の結核患者血液を用いし揚合 との培養成績の比

較を行い報告するものである。其の域績の概要を

述べれば多 く嫁一週 日前褒に菌の増殖 は著 明 に

て、硫酸虞理沈渣の塗抹染色標本に於て菌を認め

得ざりしものにて、本法により1週 日前後に菌集

落を謹明せるものがあつた。勿論同一材料を岡片

倉培地に培養せるものに比すれば捻出率 は 劣 る

も、資材並びに培養 日鍛より考 えて、臨床上鷹用

し得べき領域 もあることと考える◎叉患者自身の

.血液、他の結核患者の血液及び健康者の血液 を用

いて本法を行い、菌増殖の厭態を比較 したるに其

の間著しき差異は認め得ざりしも患者自身の血液

に於て稽優れる傾向のあることを認めた.

(質問)國 立愛媛療養所 小 西 忠 正

啄痩の沈渣のPHは 如何。

(同答)

一一一一45-一
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最初は岡片倉培地に塗布培養するものと同様の

ものを用いたが、實験後孚か らは4%苛 性曹達で

喀庚嘘理、之に4%硫 酸を加 えて酸性とレた もの

を駕いているがをPHを 測定 しない。

62喀 庚中結核菌培養の碗究

岡片倉塘地及び荻原南谷増地に封す蚤オ

スバン並びに硫酸水前虞置法の比較 ・
義

慶大内科(指導三方激授)
麺麟 懸

慶大臨床細菌(指導牛場教授)

伊 藤 魍 金 澤 謙

慶大病院内科入院外來患者165名 の早期畳醒時

喀痩(塗 抹陽性25例 、陰性140例)を 用い、逆性

石鹸オスバン並びに硫酸水を以て前庭置し岡片倉

培地、荻原南谷培地に培養し、戒績を比較 した6

前庭置法 ぐD硫 酸法4%硫 酸水15～20ccを

喀湊に加え19～20分 放置、擁搾、3000廻 輻15

分遠沈 し沈流を培養◎(2)オ スバ ン法 茸田製オ

スバ ン錠にて1%溶 液を作b、15～20ccを 喀湊

に加え15～30分 放置、遠沈せすに一白金耳培養。

一材料につき爾培地三試験管宛使用◎

塗抹陰性例、塗抹陽性例に封 して夫々、オスバ

ン法にて岡片倉培地、荻原南谷培地上の成績、同

一材料を淘片倉培地を使用して硫酸法、オスバ ン

法爾前虞置の成緒、同一材料 の荻原南谷培地使用

爾前虞置の成績、同一材料の繭培地爾前庭置法の

成績、を試験管並びに例数により比較 した結果、

塗抹陰性例に封 し岡片倉培地使用ではオスパン法

硫酸法闇に陽性率、汚染率に有意の差を認めす、

岡片倉培地オスバ ン法は結核菌槍索に使用出來、

荻原南谷培地オスバン法は硫酸法に比 し陰性率高

く、集落獲見を困難にする繊維素網の濃密を防 ぐ

改良を要ずることを知つた。塗抹陽性傍に劉 して

は陽性率はやや硫酸法(殊 に荻原南谷培地に封 し)

勝る。汚染率は爾前彪置間に大差はない◎すべて

の方法に於て、塗抹陽性例に培養陰性例が少歎例

宛存したことは喀疫塗抹検査は培養法に必す併用

するを要すると思われ る。集落獲現 日数はオスバ

ン法硫酸法聞に大差はなV・が、荻原南谷培地は岡

片倉培地に1～2週 鵜先行する。

(質問)東 京療養所 ㌧ 」・ 川 政 敏

逆 性 石 鹸 と して の オ スバ ンの 濃 度 は 如 何 。,

(同答)・ ・

武 田製 オ スバ ン錠 を用 い 、 そ の純 度 は調 べ て な

bo.

63結 核菌の定量培養に於ける前庭置と

鶏卵培地に混入した燐酸聖との闘係

結核豫防會結核研究所(所長隈部英雄)

小 川 辰 次

菌浮游液を前虞理 しないで定量増養する時は、

第一燐酸加里のみ1%に 入つた培地がよい事を

詮明したので、更に我々は、酸或V・はアルカリで

前虎置 した時に、どんな燐酸盤が どの位の量に入

。つた培地がよいかと検討 した。燐酸鰹としては、

第一燐酸加里、第一燐酸曹達、第二燐酸加里、第

鱗 酸醗 を用い、之等の難 勲 混入して籍卵

培地を作つて見ると、第一燐酸加里、第一燐酸曹

達入 りのものは.酸 性を示 し、第二燐酸加里、第

二燐酸曹蓬入 夢の もめは、アルカ リ性を示 したの
ノ

で、前者は1--4%のNaOH水 で嘘理 し▼後者

は1--4%の 硫酸水で塵理 して見た。

其の結果、'99-・燐酸加里入 りの培地では1-2%

の様に濃度の低い苛性曹達水で虞理する時は、第

一燐酸加里の1%に 入つた培地がよく、・又苛性曹

達水の濃度が3-4%と なると、第一燐酸加里の

.3%に 入つた培地がよV・。そして岡片倉氏培地で

は1%NaOH水 で虞理 した場合のみ僅かに獲育す

るが,2%以 上のNaOH水 で庭理すると菌は全

然獲育 しなくなる。この傾向は、第一燐酸曹達の

場合に も見 られる。

次に第二燐酸曹達の入つた培地を、硫酸水で盧

理すると、岡片倉氏培地が最 もよぐ、次V・で1%

に第二燐酸曹達の入つた増地がよV・。又 亀一3%

恥SO4水 の盧理では2%に 第二燐酸曹達の入つ

た培地が、4%H2SOg水 の虚理では、3%に 第

二燐酸曹達の入つた培地がよい◎

次に第二燐酸力哩 のズった培地を硫酸フ火で虚理

すると、1%硫 酸水の虞理では、第二燐酸加里の3

%に 混入された培地がよく、2%硫 酸水の盧理で

_-46-一 。
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はK2HPO4の 量には無關係に、、同様に蛮育 して

いるし・3%H2SO4水 の虚理では1%vaK,,HPO4

の入つた培地がよいρ 群

之奪前塵理液で虞理 したものを燐酸騒の種 々の

量に入つた培地に培養 した時の培地のP且 をみる

と・培地のPHが 鹸 り酸性で も嚢育が悪V・し、叉

鯨 リアルカ リ性であうても稜育は悪い。即ち菌の

畿育には之等燐酸蜷の緩爾窪用が一つの大きな役

目を演 じている事がわかつた◎

64結 核菌用 固形塔地 の組成 と喀

疲慮 置法 との 關係につL、て

久留米馨大細菌學教室國立魏川病院

安 永 敏 教

岡、片倉培地に於て各組成を除去 した培地を作

り、これ等を用いズ醜酸法、中和法、アルカ リ法

の各々前虞置を施 した結核喀湊より結核菌の培養

を試みた結果、周、片倉培地に於ては、第一燐酸

加里、第二燐酸曹達の爾者或いな、一方を控除 し

たる揚合には、若 しそのPHを 修正 しない時は、

喀痩翠置法 としては硫酸法最 も適 し中和法之に次

ぎア〃カ リ法最 も劣る◇又若 しPHを69位 搾

修正 した際には、硫酸法と中和法とは略 ぶ甚敵 し

て良好であり、此の際にもアルカ リ法が劣るとい

う事力曳牛llつたo・.

65ナ7ト ビノン系物質の結核菌

一に及ぼす影響

久留米盤大細菌學教室

占 部 薫 弓 削 齢 彦

1・000倍稀 澤 で 入型 績 核菌 の獲 育 を2-Methyl-1
,

4-Naphthochinon-3-SulfGns乞RreNatriumば か な

り強 く阻 止 しs2-MeLhyl-3-N-(P・Amin◎ 畑nzo繊u。

re)-1,4-Naphthochin◎nは 僅 か に阻 止 す るが2-M-

ethy13-Brom-1,4-Naphth◎chiP・n及 び2・Me
,thXl-

1・4-NaphlhochinonA2-3-Oxydぽi全 然 阻 止 し得 な

い ◎ 然 る に2-Methy1-1,4-Naphthochinon(Vitam・

i樋 ζの は 試 験 管 内 に於 宅 人 型 、 鳥 型 結 核 菌 を2

萬 倍 で 滅 殺 し・ ユ0萬 倍 で は そ の 爽 育 を 強 く阻 止 す

る 。 牛 型 菌 は そ れ へら よ りや や 彊 く抵 抗 す る 。 又 逆

にユ億倍程度の高稀澤に於ては却つて人型 ・鳥型

結核菌の畿育を促進する(グ リセ リン窪天培地κ ・

よる實験)。人型菌1/100mg接 種海狽ノ)皮下に接

種3渾 後よ晦 日禰 質を1・5mgす つ投與 しつ

つ4ヵ 月前褒に及べば、その肉眼的所見並びに内

臓 よりの培養成績 より制蜥 して封照無虚置群に比
　 な

して結 核 罹 患 度 がか な り輕 微 となつ て い る ことが

み とめ られ る。 但 し病 理 組 織 學的 所 見 に於 ては 封

照 に比 して質 的 の差 異 を確 然 と看 取 す る こ とば で

き な い◎ 〃

(質問)金 灘 歓 日 置 陸 奥 夫

私 共 わ教 室 で も略 々同 様 の結 果 を得 て その 大 膿

を昭和23年 度 金 澤馨 大 結 研 年 報 に獲 表 して い る。

併 しその 揚合2-Ferhylr4-Naphthochinonは 亜硫

酸窪 附 加 物 をお 用 い に なつ た か 。

附 加物 で ない方 が 大 攣 彊 力に な る。 御 追 試 下 さ

いo

(同答)

我 々の 使 用 した もの は2-Methy1-1,4Naphtho-

chinbnNat「iumsulfitverbindung(Kativ)で φ る
◎

66Tetrabromphenolphthaleinet

hylester-Kalium'反 膿 と 「"1

ベ ル ク リ ン 」の 力 債r第 二 報),'

九大讐學部細菌學 教室

武 谷 健 二

前 報 に 引績 き種 々の 「ツ〈3・・t一ク リンJ(「 ツ」 と

略)に つ いて 、 この反 磨 と力債 との 關 係 を 「キサ

レ トプ ロテ イ ン」 反 慈 「トリク ロー ル 」酷 酸 沈澱

量 ・ そ の他 の蛋 白呈 色 反 麿 と雫 行 して調 べ た 。 先

す 他 の蛋 白質 、 卵 「アル ブ ミン」、「ヵ セィ ン」、「ト

リプ シ ン」 につ い て も この 反 憲 の 呈 色 度 と濃 度 と

が 標 準 「ツ」 と同 檬 に李 行 す る こと を確 か め 、培

養 日数 、培 地 組 成 、菌 株 、菌 型 に よ る 「ツJ力 便

と呈 色 度 その他 の 反鷹 との關 係 を調 べ た 。 更 に濃

縮 の温 度程 度 に よる攣 化 「ホル マ リン」虞 理 、透

析 及 び 「トリプ シン」消 化 に よる攣 化 を追 求 し、

最 後 に精 製 蛋 白劃 分 、 電 氣 透 析 劃 分 、 「メタ ノ_

ル 」抽 出劃 分 につ いて 各 反 慮 と力 便 の關 係 を調 べ

た 。 そ の 成績 か ら 「ソ」 活 性 因子 とT.B.IP.E.反

慮 呈 色物 質一 蛋 白質 一 及 び 「キサ ン トプ ロ テイ ン」

白一 一47_
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反慮陽性物質との間には本質的な關係はなく、活

性因子は屡 ぶ繭反慮陽性物質に俘つて存在する比

較納簡軍な化墨構造をもつ ものと考 えられる一、又

力便槍定に際 して雨反慮を適當に用v・ると◇同一

條件下の数踵つ 「ヅ」の相噛的 力債を大鰹推定す

ることはできるが、活性と本質的なつなが りはな

いか ら正確な力債検定にはなお動物は内反慮によ

らねばな らない◎

67ツ ベ ル ク リン の 力便 に關 す る

二 、 三の賓 験

結核豫防會結核研究所

澤 田 哲 ・治 張 仲 譲

日常、私共がツベルクリン稀澤液を使用する場

合に起るいろいろの條件鯛えば加熱、振塑、紫外

線等 によつて力便の攣 化があるか どうか、これに

ついてこ、三の實験を試みましたので報告 します。

力便梛 ヒ法は柳澤博七等の人髄法を使用 しまし

たe帥 ち約100名 のBCG接 種學童を切孚し、第

,1の50名 には1側 前騰屈測皮内に瞼査すべきツ

を、他側に勤照乃至康準ツを夫々O・1宛 注射 し、

第2の50名 では左右の腕を交換するのであゆま

して、判定は4S時 間後、嚢赤経10mm以 上陽

性、その度数を以て力贋の比較 をします。

なお・Ztは 表の如 くして計算 し、 箔≧3・841の

揚合は危瞼率5%を 以てノ」債に差があるといい

得、又Z2≧6.635の ときは危瞼率1%を 以て力

便に差ありといい得るのであります◎

實験に使用しましhNo,5と いう原液と豫研

の標準液との力贋の比較は表の通 りで、等債であ

ります◎.

次に與えました條件加熱100。C30'、 振燈機30',

紫外線距離 窺cエn,2hr3α 直接及び間接照射で

は力贋の減弱を見なかつたのであ ります◎

次に遠沈叉濾過を加えない原液を都置し、その

上清部と沈澱部 より原液を探取して稀繹 して力便

を比較 しましたところ、後者が張い傾向を示 しま

す。

次にアンプ レ中にO・1grの コルク細片を入れ乾

滅 してくこれにツ液を5¢c宛分注 し、力便を槍査

しますとどの例 も著明に低下を示 しました。

次 に力贋が減弱 しているという理 由 で返 却 さ

れ、槍査に廻ξ～てきた ものを見 ます と、 ビン、 コ

ルク栓使用のものであつて、コルク栓は乾燥萎縮

して逆 さにすると内容液が洩る ものがあ り、中に

はコルク栓を包んだ硫酸紙が破れて直接 コルク栓

が内容液にふれているもの もありまして、雑菌槍

査をします と大部分陽性であります。 これに封し

てアンプル使用品は全部陰性であ ります。

この雑菌菌液を作つて ツ液に混入し370C24hr

及び48hr後100◇C30',滅 菌 して力便を見ます

とモルモット、入髄共に減弱の傾向を認めます。曳

以上綜合 します と

1.100。C30,振 罎機30',紫 外線2cm2hr30'

直接及び聞接照射ではッ液の力債減弱 を見な

い0

2・ツ原液の沈澱部はその上清部 よ り力便が高

いo

&コ ルク細片を多量に投入 したッ稀繹液は著明

に力贋の減弱を見た◎

4・ピン、コルク栓使用のッ液は雑菌混入の機會

が多い。

5.雑菌菌液混入の ツ液は力贋減 弱 の 傾向があ

る◎ ノ
嫡

68ツ ベル ク リン診 断 液の 力便 の研 究

(第一報、「ツ」液の調製法と反鷹の消長との

關係)
〆

東 京都江戸川保健所

田 中 邦 雄

力便を左右する諸種の{条件に就て検討 している

が、今同は北研、渡邊部長の指導下に、次の條件

で調製 した2000倍 液の人髄に封する反慮の漕長

を経 月観察した結果 を報告する◎
、A .圃 際標準の 「ッ」力便に合わせた 「ッ」原

波を直接O・25%.の 石炭水加溝菌生理的食盤水で

2000倍 に稀繹し、1.0¢c宛アンプ レに封 じ播氏100

度で1時 闇加熱滅菌嘘理する。

B.同 様に して得た1.OCC宛 のアンプ レを加熱
　 も

せす、室 温に放置する。

一48-一
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C.同 原 液 を豫 め 同稀 裡 液 で100倍 に 稀繹 し、1

.Occ宛 ア ン ブ レに 入れ100。C1時 間 加 熱滅 菌 盧理

す る。

D.同 様 に して 得 た100倍1.Occ宛 の ア ンプ

レを加 熱 せ す室 温 に放 置 す る。

E.封 照 と して 同原 液 を其 の儘1,0ee宛 を ア ン

プ レに入 れ 加 熱 ぜ す室 温 に放 置 テ る。

實 験 始用 時 にはC,D,Eを 其 の都 変 、 同 一 稀

繹 液 で2000倍 に し、 毎 月1同50人 以 上 の封象 人

の伺 一 前 臆 に被 族 ッ液A--D.申 の ッ ど 封照E・

との 二つ を2ク 所 にO.1cc宛 皮 内接 種 して24乃

至43時 聞 後 の反 慮 を判 定 しだ。 成 績 は次 の通 り
疹

で ある。

第1同 試験 でBの 揚合 を1ケ 年 間 観 察 した結 果

は3ク 月 目 よ り10粍 以 上 の螢 赤 反 慮陽 性 牽 は減

り始 め 、調製 直 後83.1%だ つ た もめ が6ク 月 目に

3&4、9ク 月 目 には25.5、1年 目 には173%に

なつ た 。

第2同 試験 でBを 追 試 した結 果 も同様 に減 り、

調 製 直 後80・4、1ク 月後 に81,3%、3月 後 に65.7

%に 減 つ た◎

第3同 實 験。Bの 場 合 は前2同 實 験 と 同様 に

83・2%だ つ た10粍 以上 の陽 佳 率 が3月 後 に73.6、

6月 後 に55・5・8月 後 に413%と 減 り、《獲赤 の

大 さ も10粍 内外 で 使用 便 値 が 無 くな る。 其 の際

併 行 して行 つ た樹 照 のEは 毎 同80%の 反 慮 陽 性

率 を示 し 力 便 を失 つ て い ない 。又 加 熱 塵 理群Aは

同 じ く3ヶ 月後 に75・7、6月 後 に58.7、8月 後

に47・1%と 陽 性率 が 減 るが 無 嘘理Bよ り減 歩率

は 高 くな い。

叉C,Dの100倍 液保 存 の 揚合 も加 熱塵 理 の方 が

然 らざ る もの よ り反 鷹陽 性 率 は常 に高 いが共 に6

月後 よ り減 少 して い る。 郎 ちCは1ク 月79.5、3

77・8・66「 ・8・8ケ 月後 に61・5%と な り
、Dは 同

じ く・73・2・69・9・623、60・3%と な 参、封 照Eは

毎 同80%前 媛で ある◎ 然 しA,Bの 薩接2000倍

に した場 合 よ りは10粍 以上 の畿 赤 も陽 性 率 も遙

か に大 で ある。 然 しこ重 畿 赤 の 申心 硬結 部 はAB

で は3朋 よ りCDで は6月 目 よ り顯 著 に其 の陽

性 度 が 減 少 す る。

以 上 に よ り稀繹 調 製 時 に は必 す 加 熱 滅菌 す べ き

であり、保存には出來れぼ原液で、。やむを得なけ

れば原液に近い濃さで加熱後保存 しての使用に際

し、2000倍 に稀繹すべきである事 を知る。

最後に白色アンプレと着色アンプレとに保存し

た ものを比較 した結果は大差を認めなかつた。

(追加)竹 尾結核研究所 澤 村 邦 彦

保存 して演者のいわれるように力便の低下 した 「

ツ」と標準 「ツ」とは野邊地教授の方法で作圖 し

て、其の結果が谷の 「ヅ レ」だけであるとすれば

、演者のや られた方法での比較は合理的といえま

すが、若 し 「ッ」が攣性 していたような揚合や異

なる 「ツ」闇の比較の揚合には、特に製精「ツ」と

旧 「ツ」とを比較 したような場合には谷の 再ヅ レ

」だげでなく曲線が攣つて くるような事を経験 し

て い る◎

.69ツ ベルク リン稀繹 液の保存に

關する研究 』

九大細菌學教室

戸 田 忠 雄 池 尻 禧 朗

無蛋白 「ツ」稀繹液の保存蛇びに 「ソ」稀繹液

に含まれ是石炭酸濃度に蘭 して研究 した。先す保

存實験として、

1・「ソ」容器に關する力債安定度實験を試みた。

a共 に栓瓶に於ける 「ツ」力債安定度試験 とし

て、250cc瓶 た 「ツ」を入れ、室温に保存すれぱ、

130日 迄は力債安定せるを認めた。

b「 ッ」稀繹度の試験としては、液面直径20

粍を有する容器に 「ツ」を入れ37◎C購 卵器内に

3週 聞保存すれば5000倍 稀繹迄安定 した。
c「 ッ」液表面積に關する力債試験に於ては、

容器に10ccの 「ツ」を牧め37。C贈 卵器に3週

聞保存するに、液表面直径30粍 迄の 「ツ」の力

便は安定を認めた。

d「 ッ」液表面被覆に關する試験にて、†u-.

フ油又はパラフィンにて被覆せる 「ツ」を、37◎C

贈卵器内3週 間保存すれば、何れ も 「ツ」の力贋

は保持 された。

2・「ッ」稀繹液のPH緩 働液に關する實験と

して・ゼー レンぜン氏燐酸麹酸緩衝液を用V・て、

PH6・0・7・0・8・0・ 及び生盤水にて稀繹 し、室
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「ツ」の力債保持された。之 を氷室内保存にすれ

ば、14ケ 月間にて もなお・PH7K)、&0、 の 「ッ」

力便は安定 した。更にアンプルに封入すれば、室

温にて も14ケ 月間はPH7D、8.0稀 繹 「ッ」

の力債動揺せぬを認めた◎

鼠 「ジ勺 活性因子に關する實験は、標準 「ッ」

の呈色比 より大なる 「ッ」4り種以上混合するに、

6ケ 月迄は室温 に於て悉力債しなかつた。

次は 「ツJ稀 繹液内の石炭酸濃度 をO.5%、0.2

5%、O・1%、 にして黄色葡萄歌球菌、大腸菌及び

枯草菌にて殺菌試験 をするに、O.55t%、O.25%の

場合に時聞的差異は飴 り認めなかつた。枯草菌の

場合は殺菌不可能であつた。石炭酸のみの非特異

性反鷹はO・5%の 揚合に認め られ、α25%に ては

僅かに反鷹した。之を 「ツ」に加えた場合 も同様

であつた。保存用 「ツ」は総てO.25%の 割合に

稀繹 したが何等副作用は認めなかつた。

(追加)刀 根山病院 山 村 雄 一

蕾 「ツ」にいろいろな酸化鮒、例えば ヨー ド過

酸化水素を作用せしめると、その力便が減弱又は

漕失することを認め㌔又fツ 」を炭素電極を用い

て陽極酸 化を行 うと.力 贋が次第に減弱又は漕失

する◎從つて力債の減弱にはrッ 」の酸化が重大

。な影響 を與 えるものと思われ、演者の報告を裏書

してV・る。

70ツ ベ リクルン特に其の製法の再搬討

第二同報告、獲育菌量及び堵地組成愛花

の推移

京大結研細菌血清學部

白 石 正 雄

前 同報 告 の各 「ツ」の 結 核 海 猿 皮 内 反 懸 に一 致

してM蛋 白呈 色 反 雁勲ま青 山B株700C濃 縮rツ 」

の モ ー リッ シュ反 慮 が104。C「 ツ」 よ の も張 く、

ミロ ン反 慮 、 ニ ン ヒ ド リン反 慮 は差 を認 め なか っ

た ◎30日 培 養 「ツ」 と50日 培 養 「ソ」、 「ツJA

と 「ツJB、 「グ っプ ・ツ」 と 「ソーbン ・ッJ

との聞 に は 呈色 反慮 に差 を認 めす 。 即 ち皮 内反 慈

と呈色 反 慮 との間 に留 接 な關 連 性 の存 す る こ とが

窺 われ た。 各rッ 」O・25cc及 び0・1cc皮 下 注射

に よる致 死 反慮 は大 部 分 の海 猿 が24時 聞 以 内 に

内に保存ぜ しところ、4ク 月迄はPH7.0、&0、

特有の剖瞼所見を呈 して死亡し、皮内反磨及び呈

色反慮との間に並行性を確かめ得なかつた。青山

B株 ソー トン培養のス ミス曲線に於て培養早期に

酸性揮獲性分の産生を見るが、後に沿失 し、非加

熱培養液、加熱培養濾液のPHは 並行して低下し、

濃縮液の夫 に近づいてゆ く。培養2週 迄は生菌数

の旺盛 な壇加に比 して菌重量は謝合 に増 さ ない

が、其の後爾者は並行 して急檜 し、3週 以後は生

菌数急減、死菌歎がふえる◎生菌の襲育力(肉 眼

可親聚獲現日数)は4--5週 迄は大 した連庭を認

めないが、6週 以後減少 し始め、再生菌膜による

一時的増カロを一見るが、6週 以後13週 迄減量が甚

だ しい。獲育の経過 に並行 して、培地のモー リツ

シユ反鷹は漸次増強 し、ニ ン ヒ ド リン反慮は減

弱、 ミロン反 慮 は 一旦最高値 をとつて再び減弱

す。斯かる培地液の濃縮濾過の途中に相當量の蛋

白質、アミノ酸、糖類が殊に70。C以 下にて多量に、

70-100◎C闘 にて も少量 なが ら失われ る。硫酸安

門完全飽禾ロ及び三蜘 化酷酸による沈澱は3週 以後

出現、漸次増量するが、5週 以後略 よ一定値に達

し8週 以後減量す◎燐タングステン酸沈澱にては

斯かる攣動を認めなかつた。

71「 ツベル クリン」1の病履反慮に

關する研究

京大結核研究所臨床第一部

内 藤 盆 一 前 川 暢 夫

我々は 「ツ〈εルク リン」の病竈反磨惹起 歴を、

出來得る限 り少い資材で、 より適確に、 より簡軍

に測定 しようとして、本研究を開始 した。

それには生髄で、然 も餓 り多 くの時間を要せす

に、或 る程度組織の微細な攣化をも認め得る事を

要する勲か ら、實験には前眼部結 候症を封象 とし

て選び、實験動物としては観察方法及び手技の鮎

か ら家兎を用 いた◇

實験方法の概略 を述ぺると、健常家兎に就いて'

Rδmer反 慮陰性なる事を確めた後、右眼前房を

穿刺 して、豫め調製せる有毒性人型菌(Frankftirt

株)浮 游液O・lcc(菌 量O・01mg)を 用いて前房

内結核菌接種を行い、實験的前眼部結 倭症を招來

_50
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せ しめた後、各種稀繹濃度の徳研製蕾 「ツ定ルク

リン」(及び其の他の材料)を背{則皮下に注射 して

其の病竈反慮を観察 したもので、観察には通常の

眼科的検査法の他に細隙燈桧査法を行つて、より

精細な所見を得る事が19來 た◎之に加 うるにSch-

i6tz氏 齪歴計により眼内厘(爾 側醍)を測定 して局

,所に於ける眼科的所見と相侯つて病竈反慮を測定

する根擦 とした。,

なお之 と並んで直腸内温度を計測 した◎

薔 「ツ〈$ルクリン」を皮下に注射 した際の、前

眼部結核症の各時期に於ける病竈の反慮は常に略

略一様であつて、腹塵の降下、及び病竈(主 として

角膜,に 新生ぜ られた毛細管網の充盈鑛張が特徴

的であり、此の際念激なる髄湿の上昇を俘 う◎叉

各稀繹濃度の薔 「ッ〈ミルクリン」に就て實験を行

った結果、薔 「ツ〈きルクリン」の病竈反慮惹起量

(限界量)は 凡そ7・000倍 液0.1cc(O.OOO1)で あ

る事 を認めた。次に同僚小松がSchitberthの 方

法に依 り精製せる 「ッ〈sルクリンJ蛋 白髄に就て

實験を行つた結果、限界量は2,000倍O.1cc(O.O

OO25)で ある事を認めた◎我々は今後、各種の「ツ

ベルク リン」、各種の 「ツ〈$ルク リン・フジクチオ

ン」或は其の他の 「ツ(ρルク リン」様物質の病竃

反慮惹起量 を比較決定 したいと思 う◎

72「 メタ ノール」抽 出 「ツベ ル ク リ

ン」について
、

九大瞥學部第ミ内科教室

杉 山 浩 太 郎

演者は昭和17年 九大細菌學教室において 「ツ

ベルク リン」の色の由來 を研究申 「メタノール」

は培養濾液中の着色物質にたいする良好な溶媒で

あること・「メタ/一 ル」抽萬物には強い活性があ

ることをみいだ した。今同二・三の知見を補つて報

告する。
ゐ

手・無 水 の歌 態 にお い て 「メ タ ノー ル 」で抽 出す る

こ とに よ り培 養 濾 液 申 の「ッA・・7vク リンJ活 性 物

質「をメ タ ノー ノレ」に移 行 させ る こが とで きる
。

2「 メタ ノ ール 」抽 萬液 「ンタ ノー ル」 を除 い .

て得 た物 質 「μ」 の 活性 は味 の素 トッ〈きル ク リ

ン」 に ほぼ 等 し く、そ の0.1ccは ほ ぼ 「ッベ ル

ク リン」蛋 白1mgに 相 當 す る。

3・ 「μ」鳳 化學 的 に輩 ・一で は ない。 「μ」 の なか!こ

お いて 活 性物 質 は 「ペ プ トン」 また は 「プ ロ テ

オ ー ぜ」類 似物 質 と分 離 され 得 な い。

4・ 「μ」 を取 去 つ た残 ゆ の培 養 濾液 成 分 の活 性 は

い ち じる し く低 下 す るガ
ぢ

5,r#」 はいろい ろ の化學的操作に耐 えるか ら

「ツベルク リン」活性物質の研究に良好な材料

を與える ものと思われる◎

(追加)國 立東京第二病院 糟 谷 伊 佐 久

私は只今御演論のメタノール可溶性Mと 若干の

關係がある一・知見を有 している◎ ζれはなお{{獲

表のものであるが、私は最近Fodorのsaccharag.e

精製に關する方法に倣い.私 のB物 質のカオ リン

吸着物をO・05%ア ムモニアで誘出する代 り、2%

グ リココールで誘出を試みた◎その結果 としてこ

のグ リココール劃分に甚だ強力なB型 活性を有 し

ていることを認めたにも拘 らすビウレッ ト反慮以

外の蛋白反慮及びモー リッシユ反癒は殆んど陰性

であつた。故に私はBの 活性因子本髄の研究を目

下一般酵素活性原子團研究の類比の立場か ら追求
磨

を績 け て いる◇

73「 ツベル クリン」致死成分に就て

夫秀田多
響翻

政

離

藤

竹鰍

伊

「グ リシン」加 「ソー トン・ツペルク リン」中の

主 として致死性を有する成分に就て種々なる槍討

を試みた◎

(1)膜 透過による致死性

ペツ脅ホル ド。クーニツヒ電氣限外濾過器を用

い10%及 び5%の2種 の酪酸 ・セロイヂン膜に

よb「 ッ」を濾過し、その理液 と濾轟液とにつぎ

結核海狸に封する致死性 を見るに、10%の 膜では

「ツ」致死成分は大部分淺液に淺るが、5%の 膜

でほ相當濾出す。

(2)「 ツ」劃分による致死性

ソックスレー装置を用1へ「エーテル」可溶性物

質を抽出した礎液を、三肇化酷酸で沈澱せ しめて

蛋白劃分を得た◎その残液を純 「アル コール」で

沈澱せ しめて多糖膿劉分 を得た。

一一一51__



236

夫 々の定 性 反 憲 を見 る と、蛋 白 劃分 は 、 ビゥ レ

ッ ト(十)、 キサ ン トプ ロテ イ ン(十)、 アダ ム ・キ

ー ヴ イ ソ ツ(±)
、 リー べきル マ ン(±)、 ミロ ン(昔)

バ ウ リ(升)、 ニ ン ヒ ド リン(±)、 モ ー リツ シユ

(±)ズ ル ホ(紛 、多 欄 豊劃 分 は モ ー リツ シユ(朴)

バ ゥ リ(±)以 外 は陰 性 で あつ た
。結 核 海 狼 に封 す

　

る致死性を見ると・蛋白劃分に大部分の致死嚇

認め、多糖腸劃分には致死性を認め難し。
つ ぼ

(ぎ)「 ツ♪蛋白翻分 による感作微小粒の致死性

「ツ」蛋白劃分に油、セロイヂン、水酸化アル ミ

ニウム、及び炭を吸着 させたものの致死性に封す

る影響を見るに、「ツ」蛋白謝分のみによるものに

比 し、致死性は、減弱する傾向がある。皮内反慮

は却つて増強される◎ ・

74人 型 結核菌の燐脂質劃分並び

に培養濾液中に於けるブラズ

マ ローゲンの存在に就て

國立東京第=病院

糟 谷 伊 佐 久

演者 は極めて最近、人型結核菌 ソー トン培養の

濾液並びにそれに生育 した菌腿のアノレコボル水抽

出液中(燐脂質劃分)中 に枳當多量のブラズマロー

ダン(Fgulgen,Voit1924)が 存在する事に注意

し、これか らプラズマールを純粋 に抽出 し、その

化學的並びに生物學的諸性質の一端を瞭かにする

ことが萬來たので此虞に報告する◎

(1)人 型菌フランクフル ト株5週 問 ソーFン

培養の濾液及び菌盟の燐脂質劃分に・豫め飽和昇

羨溶液 を加 えておいて水蒸氣蒸溜を行 うと・遊離

プラズマールは白色脂肪歌の薄膜 となつて冷却管

内壁に付着 してくる⇔

(2)こ の物質は約30◎C前 後で熔融する白色

針状の微細 な結鹸で、特異な芳香を有し、Schiff

氏試藥 を赤憂 し、アンモニア銀液を逡元 して銀鏡

を造る。帥ち一種のアルデヒー ドであることが解

る。水には難溶で、乳濁液を形成するが・アルコ

ホル、エーテルには易溶である。叉 この物質は光

學的に不活性である◎この物の分子式は目下研究

中である。'

(3)面 白いことに、この物質の005mgを

0・1ccの 生理食盤水に含むように乳掲液 を造 り、

患者健康者の皮内に注射すると、結核患者のツ反

磨陽性者、殊に α≒β 型の者に陽性に現われる。

健康 「ツ」陽縛にもZア ルデヒー ドは陽性に出

るが、その頻度は、、患者より遙か少い。 この反慮

の意味は、その偶髄が、結核菌との劇 しい戦いに打

ち克つた ことを示 しているように思われる。糟谷

が以前結核菌のアセ トン可溶性脂質中より分離記

載 したかのアル ドール も、大盟今回の物質(π ア

ルデヒー ドと假樗する)と 李行な陽性反慮を呈す

るが、α アルデヒー ドはその特異性 に於て劃然た

る逼別を示すことを知つた。

(8)か かる高級なるアルデヒドが、軍なる菌

の新陳代謝の副産物としてでは無 く、菌膿物質そ

れ 自盟、或はツ活性因子の或る劃分それ自腿の構

成因子の一つとして存在することを認め得たこと

は、ツ活性因子の化學繕造の閾明に少 くとも一r歩

を進め得たものと信 じ、目下なお研究 を纏行申で

ある。

75ツ ベルク リン活性因子 α β によ

るBCG陽 韓並びに自然陽韓の研究

國立東京第二病院

糟 谷 伊 佐 久 佐 藤 金 住

精製ツ活性因子 α,β とは余等の一人糟谷によ

って1936年 に報告された1もので、α とは、主 と

して多糖類より成る非透析性の劃分で、β とは、

透析性、カオ リン吸着性のボ リベプチー ド様劃分

である◎抑々人型結核菌の ソー ドン培 養 濾 液 中

に、この二種のツ活性因子が存在するととは、大

腱戸田忠雄教授門下の業績によつて承認せ られた

のであるが・この所見は其の後、多撒の研究者の

追試 を受け・糟谷の α 印ち多糖類株劃分 は、之

を純粋にするときは生物學的活性を喪失テるとい

われ來つた ものであつた◎

余等は、然 しなが ら、再近 この問題の重要性に

鑑み・再槍討の必要を感 じ本調査 を行つた。實験

封象は學童約1000名 ・その中落 ツ(1)者 を除 く

陽輔者533名(中BCG陽 纏=者352名 自然陽韓者
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181名)及 び肺結核 患者(蕾 ツ陽性者),43名 であ

る。この三群に α,β の一定量を同時に接種 して

第 五型 第 皿型 第W型
Ct>βCtPCt>β

A)BCG陽 軸群

B)入 工 陽 靱 群

c)結 核 患 者

L9%

9・◎

5.9%

30.8

79、1

93.2%

59.6

20,9

その反慮型を α=β=O,α 〉β,α≒β,α くβの

四類型に匹別 して観察した。その成績は、上に掲

ぐる表の如 くで、Bσ 蘭陽韓群では αくβ型 帥

ち第IV型 が92%以 上で絶封多数であるが、自然
'

陽蒋群ではW型 は59%に 減少 し、結核患者では

反封に第皿型型即ちα≒β が80%に 達するのを
亀
知つた。この成績か ら次の事が考 えられると思 う。

(1)α 反慮は人型結核菌の感染、ことにその

毒力と何等かの關係がある らしい◎

(2)BCG陽 軸 と、自然陽韓の鑑別は、從來

の奮ツのみでは必す しも容易ではなかつたがγこ

の結果は、上記の目的に、ある手懸 砂をあたえは

しないか。

(3)糟 谷の α 因子の生物學的性妖に就てで

あるが、上記の成績によるときは、瞭かにα反懸

が、他の不純物(殊 に β様物質の)混 在に起因す

るものではなく、それ自髄獅立の意義を有するも

のであることが立設される◎

(4)こ のα物質の6tig構造はなお不明である

が大部の生物學的不活性の多糖類性物に、ある小

部分の、猫自の生物學的意義を有する活性物質が

結合 しているのではなかろうか。これは今後の研

究に侯つて閲明され ようξ

76肺 結核患者喀疫中 「ツベルクリ

ン」檬物質の謹明に就て

京大結核研究所臨床第一部

内 藤 盆 一

渡 邊 林 造,

肺結杉徳 者の喀湊巾に於ける 「ッー購 ク リン」

様物質の存在に就いては既に先人の研究 二、三 あ

るも、余は本研究に於て該喀湊中の「ッ〈・"ルク リ

ン」檬物質の抽出及び設明に一・新法 を試み、概ね満

足すべき結果を得たるを以て、載に報告す。即ち、

肺結核患者及び封照として臨床的に肺結核を認め

ざる「ツ」反陽性者の喀湊の新鮮なるものを探 り、

之に同量の「グ リセリン」(1%)を 加え、振邊混和

せしめ、一豊夜室温に保存後、播氏85・0度 に一一

時間滅菌し、蒸鯛水を加之使用喀疾量の10倍量 と

な し、 「ナイツ」濾過器を以て濾過 し、次いで濾

液を 雪、善、蚤、巻、(最 初の喀褻量 と略 ぶ同量)の

濃度に濃縮 し、各 玉に1%ρ 割合に氷酷酸を加え、

非特異性の蛋白燈を凝固沈澱せしめ、再度濾過 し

たる後、適宜 「アルカ リ」を加えてPHを 修正中

性となし、次いで蒸氣滅菌後再びPHを 修正す◎

斯 くして得たる試験液を夫 々患者及び健常者に封

し 「マンツー」氏反慮と同様式に接種 し、48時間

後判定を行え り。似 下 これを軍に喀湊反慮と略構

す。)一方教室の前川氏の方法、印ち、豫め前腹部

結核を惹起せしめたる家兎の皮下に此の試験液を

注射 し、「ツ〈さルク リン」様物質の存在を眼の病竈

反慮観察に依 り確認せんとせ り。以上の實験の結

果、肺結核患者喀湊濾液の 巻に濃縮 したるものを

人盟に接種ぜるに、「ッ」反鷹陽性者に樹 しては喀

疾反鷹は殆ん ど総て陽性瞬 現 し、「ッ」陰性者に

は陰性なり◇而 して 巻より低濃度に濃縮 したる液

を接種せるに、その濃縮度小なるに從い、漸次陽

性に蛮現する者少なし◎ これに封 して非結核性喀

湊濾液を接種ぜる場合は、結核性のそれに比 し畿

赤極めて弱 し。一方結核感染家兎の病竈反懸を襯

察せるものにては、結核喀湊濾液接種に依 り眼屡

低下及び局所の病竈増悪の傾向が窺われたるに反

し、反封側健常眼には特に攣化を認めす。又非結

核性喀疾濾液接種の場合に於ては、爾眼共に攣化

を認めす◎斯 くの如 く肺結核患者喀疾中にCッA."

ルク リン」様物質の存在ぜることを確認 したるも

更に從來の臨床的慮用よりも一暦有意義 なるもの

た らしめん事 を期す◎ ・

(追加)竹 尾研究所 澤 村 邦 彦

喀湊濾液作製の際、濾過前のPHの 如何により

畿赤度に影響があると思考する◎

(答)京 大結研臨床第一部 渡 邊 林 造

氷酷を加えて非特異性の大部を落 した後に1同

次いで最後に滅菌 した後に1同 と夫 々PHを 正確

に修正した◎ これは小林氏の方法を参照 した一方
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で最後にFietretを100◎C滅 菌後PHを 確實に

修正すればよいと私は考え、濾過器にかける前は

特に考慮 しなかつた。貴下の結構な御教示に就VO

てその根譲 、文献を賜れば至幸です。

77腸 結核病竈部組織における特異 ・

性皮膚反憲活性物質について

國立愛嬢療養所

小 西 忠 正

緒言、現在及び過去に結核性病攣 を蒙つた腸組

織は特異的抗原性を獲得するのでないかとの豫想

の下に左の實験を行つた◎

實験方法 腸結核で死亡した屍 燈 よ り腸管を

得、十分洗藤せる後、結核性結節及び潰瘍部を粘

膜下迄翻 り取 り滅菌蒸溜水浸出、濾過侵、三盤化

酷酸(50%)で 沈澱せしめた主蛋白質分劃のO・5%、

石炭酸加1%生 理杓創謹水倍液(A液)及 び封照

として健康腸組織 より同一方法で得た主蛋白質分

劃 の同一一濃度液(B液)を 作る。之等を左前縛屈

部 に、且つ落 ツA・"ルク リン2003倍液を右同部に0

4cc宛 皮内に注射する◎

判定,注 射後48時 間時の襲赤の大さ(卒 均直

径)5mm以 上を(十)と し、10mm以 上を又は硬結、

二重畿赤を示すものを(紛 とする。

成綾 総被検者332名 中腸結核症及び疑似症者

61名 、肺結核者201名 「ツ」陰性及び陽性健康者

夫グ35名 について。腸結核及び疑似症者中(十)

は32名 、陰性 アネルギー者 を除 く36名 中30名

に(十)(63.3%)内16名 に(十)、 反之肺結核者2

01名 中ぐ十)は6名 、他は凡て(一)、 健康者は全例

共て一)。

封照(B液)に よる反慮は332名 共(一)◎

結語 屍髄の腸結核病竈組織 より三箆化酪酸を

以て抽 出した主蛋白質分翻ptoo倍 液を以てした皮

内反慮に於て、臨床上腸結核及び疑似症者中陰性

アネルギー者を除 く36名 中30名(83・3%)に 陽

性の反慮を得た。例敷は未だ少いが・之によつて

結核性膓病攣組織には皮膚反磨 を陽性に出現せ し

める特異性活性物質の存在が豫想せ られる。 亀

78「 ツベル クリン」液及び超言波作

用「ツベルク リン」液の皮膚丘斑

吸牧時 間の慧義について

日本大學醤學部比企内科學教室

有 賀 塊 三 原 緑 郎

生理的食盤水の皮膚丘斑吸牧時間(以 下(1・R,Z.

と記す)は 個人に依 り又各疾患時にいろいろに愛

化する◎これは皮内の所謂組織透過性其の他に關

係する◎.そこで適欝な注射材料を用 うれば各疾患

時に於ける病歌豫後を知る事が出來るか も知れな

い◎一方又感作された生休組織は皮内に再注入さ

れた抗元を局所に抑留する作用がある。從つて可

溶性の抗元を注射すればその吸牧時間はその個人

のアレルギー状態即ち病歌に依 りアレルギーに強

弱が現われることと關係があるのではないか と考

えた◎ 、
ゆ ノ の

この 二 つ の 考 えか ら第一 の 實 験 と して 肺結 核 患

者 に於 け るQ.R.Z.と 同 時 に 「ツ」 液 皮 内 吸牧

時 間(以 下T'Q.R.Z.と 記 す)を 測 定 し、病 朕 との

關 係 を調 べ た 。 「ツ」液 は2000倍 蕎 「ツ」液 を用

い 注 射 方法 は 「ツJ反 慮 と同様 に行 つ た。

我 が 教 室 の 入 院 肺 結 核 患 者51名 のQ.R.Z

は145分 乃 至20分 、nt方 丁,Q.R.Z.は1ε0

分 乃 至14分 に して 大多 襲 に於 て(1・R・Z・ よ り

延 長 して い る◎ 而 して何 れ も個 人差 が 大 き い の

で 、 このT.Q.R.Z.とQ.R.Z・ の差 を 取 つ

て病 厭 と比 較 し、 この 差 の 現 わ し方 と して は次 の

如 き式 を以 て表 わ した。

T.Q.R.Z.一(鉱R.Z.d
==Q

.R.Z.

症 例 を病歌 に よ り重 症 、 中等 症 、 輕 症 の 三 つ に

分 け 一 方dを α5以 下 、O,6～10、1.1以 上 の も

の との 三 つ に分 け て 爾者 を比 較 した。 す る と51

例 中dが0・5以 下 の ものが β5例 、 そ の 内21

例 は重 症 者 で あ り、dが1.1以 上 の もの12例 、

そ の 中8例 が輕 症 者 で あ る◎ 換 言 すれ ぱ 重 症 者23

例 中21例 が0・5以 下 の もの で あ ゆ、重 症 者 はd

が 少 い とい う傾 向が み られ た 。 次 に経 過 が 若 干悪

化 した と思 われ が患 者8例 に つ い て 四 ケ 月 後 同様

に 實 駿 した と ころ 、7例 に於 てdの 短 縮 が み られ

'

一54一



た。

次にツ反磨陰性の健康學童について同様に調べ

たところ、64例 中50例 に於てdが()・5以 下で

あつた。

即ち 「ッニ反慮陰性 と重症者 とは同一傾向を示

した◎

次に560K.C。 の超晋波をかけた 「ツ」液につ

いて實験 した。笠原氏等(昭17年)は 「ツ」液は

超昔波に依 り、その過敏元性が全 く溝失するか、
ノ

又は著しく減弱すると報告している。從つて超昔

波をかけた 「ツ」液ではdは 殆んど0か 、或は小

さV・のではないかと思い、本實験を行つた◎超晋波

は氣泡のよく畿生する氣泡黙 とそれ より強度が大

であつて氣泡の磯生は見 られないが液の躍動のは

げ しい躍動黙 とに於て5分 闇作用せしめた。その

結果は躍動黙の場合はT。Q。R.Z.億 肺結接患者

32例 中24例 に於て樹照に比 し延長 した◎

一方此の際のツ反慮は笠原氏等の實験 とは異な

り・封照に比9て 反慮が著明となるものが33例 中

29例であ,oた。

氣泡貼に於てはかかる一定の攣化は見 られなか

つた。

以上重症肺結核慮者及び 「ツ」反慮陰性者に於

ける實験成績及びこの超嘗波をかけた 「ツ」液に

於てみ られた攣化は初めに於て述べた考えと一・致

してV・るが、然 しなが ら「ツ」反鷹陽性の健康者

に於てはdの 一・…1定の攣化がみ られなかつたので、

この鮎に關しては今後實験を重ねた上、結論を得

たいと思つている。 普

なお吾々は今後各種の疾患の場合にその代謝産

物其の他適當の注射材料を揮び、その皮内吸牧時

間を測定 し、診漸豫観の一助にせんと思 う。

79「 ツベルクリン」活性因子の結

核個髄 に及ぼす影響

阪大竹尾結核研究所 鄭

伊 ・藤 政 一 荒 見 ミ 耶

「グ リシ 判 加 「ソー トン ・ツ〈馳 ク リン」 よ わ

余 等 の得 た 「ツ」活 性 因 子 で あるPX(PH4.6

に て活 性 炭 に2回 吸 着 濾過 せ る濾 液 で多 糖 艦 劃
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分)、PS・(「 アル コー ル」 沈澱 法 に て得 た る多 糖

盟 劃 分)、及 びPR1(三 肇 化 酷酸 沈澱 法 に て得 た る

蛋 白劃 分)を 以 て 「セ ロ ィヂ ン」及 び大 豆 油 の微

小 粒fエ ムル ヂオ ン」(大 膣Cannon&Mar$hall

の 方法 に從 い作 製)及 び 「ボ リヅ イ ニー ル アル コ

ー ル 」溶 液 と結 合 させ 、感 作 せ しめ て 、 完 全 抗 元

化 を計IJ)夫 々POX,POS,POR(夫 々PX,PS,

PRを 以 て感 作 ぜ る油微 小 粒 「エ ムル ヂ オ ン」PCX,

PCS,PCR(夫 々PX,PS,PRを 以 て感 作 せ る

「セ ロイ ヂ ン」微 小 粒 「エ ムル ヂ オ ン」)及 びPV

XI,PVX2,EPVX3(夫 々PXを 以 て感 作 せ る 「ボ

リヴ イ ニー ル アル コー ル 」溶 液)を 得 て之 が 結 該

個 髄 に 及ぼ す 影 響 を槍 したDで 、 そ の成 績 の 一 部

を絃 に報 告 す る◎

1.沈 降 反慮:前 記 各 感 作 微 小 粒 「エ ムル ヂオ

ン」 を抗 元 と し結 核 家 兎血 清 を抗 艦 と して 沈降 反

癒 を試 み るに 、菌 接 種 後1、2、3週 の結 核 血 清 で

はPOX,POS,PCX,PORを 抗 元 とせ る場合 に

は 、封 照 の 非感 作粒 子及 びPX,PS,PR「 ソー ト

ン・ツJを 抗 元 とせ る揚 合 に比 して 沈降 債 に著 しい

上昇 をみ た。

2・ 酸 濁 反 慮 二抗 元 及 び血 清 は前 項 と 同様 に し

て 今村 、 伊 藤 に よ る酸 濁 反 鷹 を試 み る にPOX,

PCX,PORを 抗 元 とせ る揚 合 に酸 濁 差の 著 し)・

上 昇 を みた ◎ 『

3・ 結 核 海 猿 に及 ぼ すPX及 びPOXの 影響

結 核海 猿 にi封し菌 接 種 後1ケ 月 目 よ り大 腸 菌丁 シ

… ワル ッ マ ン」氏 濾 液 、PX,POXを 一一週 毎 に適

量 注 射 し、虞 置 後1ケ 月 及 び3ク 月 に於 て 綱 見 せ

る に注 射 媛1ケ 月 に於 て は 各群 は封 照 群 と著 しい

差 異 は認 め られ ぬ が 、3ク 月 に於 てはPOX1.Oc

c宛 注 射 せ る群 に於 て多 少病 攣 を抑 籾 又は 限 局 す

る傾 向 を認 め た ◎

800-AminophenolAzo-Tuberculin

とOldTuberculinの 人燧 に於1ナ

る皮膚 反 憲に關 す る比較 實験

金澤醤大結核研究所

柿 下 正 道

由 利 健 三

島 尾 二
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金 澤 瞥 科 大 學 結 核 研 究 所 岡 本 研 究 室 の伊 藤 越 村 両

助 教 授 に よつ て 最 近 精 製 ツ〈3ルク リ ンか ら誘 導 さ

れ 、 創 製 せ られ たO-Amin◎phen◎1Azo-Tubercu-

lin(0.A。-AzG-T.)が 結 核 海 猿 に封 し強 力 な皮 膚

反 憲 を呈 す る に封 し、 毒 性 至 微 で あ る と い う畿 見

が齎 らされ た。(JapanMe(1.J◎urna1,1948;十

全 瞥 學 會 雑 誌 、51巻136頁 、1948)

次 い で 人 型 結 核 菌 のSout◎n培 養 液 に封 しヂ ア ゾ

化O-Aminopheno1を 直 接 反 慮 せ しめ て 高純 度 の

O・ArAzo-T.を 極 め て簡 輩 に分 離 し得 る方法 が

完 成 せ られ た。 ・ 鴨 一

余 等 はO.A"Az◎m.(曙 潟 色無 晶形 物 質 ンと奮 ツ

ベ ル ク リン(結 核 豫 防 會製;α 艶 と略 記)と を

以 て 人髄 に於 け る皮膚 反 鷹 に瀾 す る比 較 實 験 を行

い次 の結 果 を得 た ◎ ・ 。

1.成 人 に於 け る實 験

a)O・A"Az・-T.は 定 型 的ttA・一ル ク リン皮 膚

反 鷹 惹 起D性 能 を有 す る。

b)0・A・-Az◎ ・T.O.OOO.O・Smgml(==O.057)は

其 の 皮 嚇 反鷹 惹 起 力 に於 てO.肥2.GOO倍

稀 繹 液0.ユccの それ に匹 敵 す る。

c)O.A.-Azo・T.試 験 で は結 核患 者 にあ つ て

も磯 熱 、 喀 血,、等 皮 厨 反 慮 以 外 の 不 快 な毒

性 を伴 う事 が紗 い◎-

d)0.A。-Az◎T・ とP.P・D.の 各 くO・05γ及

びO.02γ につ いて 比 較 す るに 皮庸 反慮 惹

起 力 に於 て爾 者 相 等 しき成 績 を得 た 。(詳細

な る観 察 に於 て はO.A.-Az◎-T・ は 僅か に

強)

■.學 童7-9歳)に 於 け る實 験:

"BCG接 種 に因 るO .T・ に封 す る陽 韓 者 に は

O.A.-Az("T.は 陰 性 成 績 を示 す 。"とV・ う自然感

染 者 に於 け る とは大 い に相 違 す る結 果 が 得 られ ・

絃 に此 の爾 ツ(3ル ク リ ンの併 用 に よつ て 、BCG

感 染 と自然 感 染 との識 別 の可 能 性 が 推 想 ぜ られ る

に 至 つ た◎

(質問)刀 椹 山病院 山 村 雄 ■騨

ヂ ア ゾ化 の操 作 のみ にて も、 ヌバ ラア ミノ フェ

ノ_ル や其 の他 の ア ミノ芳 香族 化合 物 を ヂ ア ゾ化

して カ プル して も ツ(きル ク リ ン活 性 の性 歌 の攣 化

を來 す と思 うが 封 象 と して實 験 され たか ど うか 。

(周答)

バ ラ或はメタ等の化合物を以てヂアゾニウム臨

を作つてシ〈$ルク リンをアゾ化する揚合、創製者

等の登案になる溶血反磨に依るアゾ化の程度が測

定出來す、且つオル トアミノフエノールが結核菌

に樹 し選揮的に殺菌性を有するが、バ ラ或はメタ

アミノフエノールではその作用が極めて微々たる

黒占等か ら考え、オル トアミノフエノールを封象と

して使用 したものである。
協

81鳥 型結核菌竹尾株の葡萄糖代

謝に關する硫究(第一報)

阪大微研竹尾結核破究所

堀 三 津 夫 庄 司 宏

從來結核菌培養に際する葡萄糖に就て多 くの報

告が爲されてお り、既に廣木は鳥型結核菌は葡萄

糖を分解せぬ事を述べているが、'Merrill,Mode1

等は培地中の糖 を定量的に測定 し糖代謝に検討を

加え、多 くのMye◎bacte}iu皿 は葡萄糖 を治費 し、

其の際培地がアルカ リ化する事を述べているガ
　

然 し鳥型菌に關 しては彼等 も又葡萄糖は容易 に漕

費されぬと報苦している。昭和23年 細菌學禽に

於て小川 も興の旨を述べているが、吾々の鳥型結

核菌竹尾株は炭素源 として葡萄糖 を利用 し、よく

畿育を螢み得る事が認め られ、堀が追加した所で

ある。更に吾 々は数同同實験を繰 り返 し得た成績

を報告する◎使用菌株は竹尾研究所在來の鳥型結

核菌で之をグ リセリン寒天又はグ リセリン肉汁に

培養 し、後被験培地に浮游せ しめ37。C購 卵室に

保存した。使用培地は 「ソー 卦ン」攣法グ リシン

加培地で主な炭素源としてのグ リセリン、葡萄糖

を種 々の量に加え苛性曹達にてPH7.0と した。

糖定、量除蛋白法は 「ソモジt・…i」氏法、P正r測定は

試験紙に依 わ濾紙にて濾した乾燥菌量を測つた。

先すグリセリン、葡萄糖の濃度と菌増殖の關係を

更めた所過多に炭素源の存在する時には増殖は悪

く、グ リセリン5%、 葡萄糖2・5%前 後に於て良

好な畿育を見た。次で菌増殖にともなう葡萄糖の

漕費度及びPHと の閥係は、2%葡 萄糖を含む培

地に於て遅元値を隔 日に測定した所、菌墳加に從

つて還元値は低下 し、途には殆ん ど零とな り、PH
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のアルヵリ化を認めた◎ これはMerrillの 多 くの

Mycobacteriumに 於けると同じ成績である。'一'・'方

グ リセリンと葡萄糖が共に含まれる場合には菌増

殖はあつても邊元殖の低下は少い◎又PHの アル

カ リ化も認め られなかつた。吾々は初め培地PH

のアルカリ化は葡萄糖の存在が何等ふの意味 を有

するものと、興味を持つていたのであるが、合成 隔

培地に於て又肉汁に於てもグ リセリン、葡萄糖を

全 く加えぬ場合は初めよリアルカ リ化が起 り、炭

素源が僅少な増地程、帥ち速かに炭素源が浩費さ

れる培地程アルカリ化が早期に起 り、又葡萄糖が
一定度減少した時か ら急速にアルカリ側に偏 して

くる事か ら結局炭素源の少い培地にては菌はアミ

ノ化合物を分解して炭素源を補わんとするが如 く

に推察され る◎糖沿費實験 と合わせてアンモニャ

測定を行つたが、PH&4の 培地50Ccに 就き

Ni100規 定液を用V・て辛 う じて1.5mgま での

NH40Hの 増加を認め得たが、明確には表示 し得

ない◎以上要する竹尾鳥型結核菌は明 らかに葡萄

糖を漕費し、グ リセリンが共存する時は沿費量は

減少する◎PHの アルカ リ化は炭素源が少い時傷

アミノ化合物が分解 され る爲と考えられMerril1

の行つた實験 も含糖量1%で あるか ら當然であろ

う。 '

32癩 患者血液の結核菌襲育阻止作用

東京慈恵會醤大林内科教室

大 塚 正 八 郎

癩と結核性疾患 との密接な相互關係に就ては從

來腫々論ぜられてきた所であli)、西亀等はKUrch・

Rer培 地に可検癩血清を混 じて、之に結核菌を培

養し・癩血清は結核菌の嚢育増殖に封し強い阻止

作用を有する事を報告しlbる 。余はi慮患者の全

血液内に結核菌 を培養し・癩血液の結核菌に樹す

る畿育阻止作用の動向並びに結核菌壇殖の歌態を

検索し、若干の知見を得たので、その大略を報告

する。

實験の樹象 としては、國立多摩全生園に牧容ぜ

られ左癩患者中豫め同園馨官により綜合的検査の

結果・結核症を合併 しない結節瀬患者9S例 を選

び・午前の比較的室腹無熱時にその肘離脈 蛋り探

血 を行つた。實験方法としては岡片倉培地に3～4

週培養ぜる爽育旺整 な人型結核菌 フランクフル ト

株 を用い、之を生理的食壁水に2mg/cc均 等浮游

せ しめ、Slidece11cultureの 便法により實験を

進めた◎

標本の作製は型の如 く行い、判定は全観野鏡瞼

精査の後、結核菌増殖群20個 の算術李均値を以

て該患者血液内に於ける菌獲育数 とし、之 を以て

阻止作用判定の標準芝した。

實験成績を概括すると次の如 くなる。帥ち、結

核菌の獲育陰性と考 うべ きものが51例52.0%、

菌畿育不良の もの(菌 襲育数2・1～5・0)が21例

21・4%で あ り、 之等より結核菌の獲育阻止作用

が強、力に畿i現されるものは72例73.4±3.87%と

考えられる。次に健康威人 血 液 の 獲育阻止作用

(菌獲育激5・1～15・0)と 同程度の阻止作用を有す

るものが16例 ユ6・3%、菌の獲育檜殖の良好(菌

数15・1以 上)に して阻止作用の減弱せるものが

10例10・2%の 如 き結果が得 られる◎而 して又

年齢別、性別による差異は之を認め得ない。次に

重症者7例 に就てみても、阻止作用強度の もの6

例、申等程度のもの1例 で然 らざるものとの間に

著明な攣動はみ られない◇即ち病勢の輕重による

阻止作用の攣化は鱗 少であり・この窯が病勢の動

揺によつて菌嚢育阻止作用の増減する結核患者血

液 とは、等 しく結核菌獲 育阻止作用は具現するが、

その成立機韓が異なるものではないか と思われる

所である。なお結節癩患者のみを取扱つたので、

癩の病型による比較は之を行わなかつた。 ここに

は、癩患者血液は一般 に結核菌の獲 育に封 し阻止

的に作用する事實を述べた次第である。

(質問)阪大、微研、癩治療研究部

大 西 基 四 夫

大風子油注射を施行中の患者ではなかつたか。

大風子油注射との關係につき御聞きしたい。

(同答)

被験患者はプロミンの注射を受けてV・る者で、

プロミンの注射前帥ち前同注射せる量、濃度の稀

薄な時に行つたものであわ・現在大風子油を用椿

ぬ者を封照に實験を進めたのである。
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83結 核化學療法の研究

(鍛種結核化學療法刺の結核菌乳酸睨水素酵

棄に劃する作用及び結核菌阻止性ガスに就

て)

東大沖中内科

北 本 治f長 温 潤

吉 川 政 巳 橘 原.徳 光

。数種結核化學療法刺の作用に依る結核菌乳酸脱

水素酵素の清長を測定して、藥刺の効力の判定に

贅すると共に、その、結核菌の呼吸代謝量に封す

る態度 と睨水素酸素作用に樹する阻止作用との關

係を見出して、作用機ngD-一 部を分析 しようとし

た。

(1)實 験方法はThunbergの 方法に依 り、眞

室試験管主室に、酸素液 として岡片倉培地に3週

間培養した人型結核菌 フランクフル ト株は探取秤

量 し、1cc中20mg乃 至50mgの 濃 度 の 菌 浮 溝

液 を調 製 し、 その0.5cc、PH69の 燐 酸 緩 画液

α5cc及 び 化 學藥 潮 α5ccを 、 副 室 に は基 質 溶 液

と して5%乳 酸 ソー ダO.5cc、 酸 化還 元標 示 色素

と して一 定 濃度 の メ チ レン青 を入れ て型 の如 く露

理 し メチ レン青 が 完 全 に脱 色 す る迄 の時 間 を測 定

した。 此 の揚 合 、藥 剤 の 濃度 、作 用 時 聞 、 及 び 温

度 に關 して は結 核 菌 の呼 吸 實 験 の結 果 を参 考 に し

た。 そ して、 反 慮 終 了 後 、 之 を後培 養 に附 して藥

剤 作 用 後 の菌 の畿 育 能 力 と脱 水素 作 用 の浩 長 との

關 係 を検 した。

藥 剤 と して は、CapriR酸 、Rh◎din酸 、Pron-

in、P-Amino醐icg1酸 、Hexylresorcin,Strepto・

mycin(本 學 湯 淺 教 授 に アメ リカ在 佳 の 叔 父 よ り

途 られ た もの を使 用)を 使 用 し、之 等 藥 剤 が 、程

度 の差 は あ るが 、皆 、結 核 菌 乳 酸 脱 水 素 酵 素 を破

壌 或 は脱 水素 作 用 を抑 制 す る歌 況 を観 察 し得 た 。

ズ 、藥 剤 の濃 度 を種 々に攣 えて實 験 す る と・ その

稀 繹 倍 数 に革行 して睨 色時 問 を延 長 し・ 後 培 養 の

威 績 も濃度 に關 蓮 して 、 コ ロニ ーの 獲 現 日数 が延

長 した 。 殊 にHexylresorciaが 他 の藥 刺 に 劣 らす

張 力に 、呼 吸實 験 及 び脱 水 素 反慮 に於 て ・抑 制 的

態 度 を示 した の は興 味 が あ る。Streptomycin亡H.

F・S.M.と 略 す 〕 に就 て は、1gr・ を10cc生 理 的

食 盤 水 に溶 解 した 相 當 高 濃度 の もの を使 用 し、

(イ)、24時 間 菌 液 を氷 室 に 保 ち、 後1時 間S.M.

を37。C艀 卵 器 中 に作 用 させ た もの、(ロ)、24時

間 氷 室 中でS.M.を 作 用 させ 、後1時 間 艀 卵 器 中

に 入れ た もの 、(ハ)、25時 聞 鰐 卵 器 中 でS.M.

を作 用 させ た もの につ き實 験 したが 、(イ)(ロ)共

に封 照 に比 し遙 か に脱 色時 間 が 延長 した が 、(イ)

と(ロ)の 間 に は殆 ん ど差 異 が認 め られ す 、(ハ)は

更 に著 し く脱 色 時 間 が 延 長 し、 張 力に結 核 菌睨 水

素 反慮 が 阻 止 され て い る歌 況 が 見 られ 、増 養試 験

は6週 間 後 も全 然 陰 性 で あつ た 。結 核 菌 の呼 吸 箕

験 で は 、封 照 と比 較 して 、絵 り差 異 を示 さなV,S.

M・ が 睨 水 素 酵 素 系 に 封 して は上 述1)如 き成綾 を

得 たの で 興 味 が あ る。

(2)次 羅・ 昨 年 の本 學 會 で報 苦 した歎 種 の結

核 菌 阻 止 性 揮 獲 ガ スが 、結 核菌 の乳 酸 睨 水素 反慮

に 如 何 な る影 響 を及 ぼ すか を親 察 した 。

此 の 場 合 は 、 標 示 色素 と して2-6,Dichlorphenol-

indophenolを 使 用 し、菌 量50mgfccと し、 此 の

菌 液 を底 面積 の 大 い コル ペ ンに 入れ 、 此 の コル ベ

ンを豫 め被 検 ガ ス を充 満 させ た デ シケ ー タ ー(内

に乾 燥 劇 を入れ ない もの)申 に入 れ て密 閉 し、之

を37。C艀 卵 器 中 に保 ち 、時 々振 燈 して可 及 的 ガ

ス と菌 との接 鯛 をは かρ た◎ 、

Xylo1,Benzo1・Athey,Aethylalkohol(無 水)の

各 ガ ス曝 露 に於 て は 時 間 の 経 過 と共 に 著 明 な澄 元

度 の低 下 が 見 られ 、 増 殖能 も共 に低 下 し、Ather

ガ ス、Aethylalkoh◎1ガ スの24時 間 曝 露 に 於 て

は6週 間 の齪 察 中菌 集 落 の獲 生 を 見 な か つ た。

Mentho1ガ スは結 核 菌 獲 育 阻 止 作 用 は微 弱 で あ る

が 、還 元度 の低 下 は 著 明 で 、壇 殖 能 と逡 元 能 との

解 離 が 見 られ た 。 阻 止 作 用 の 殆 ん ど見 られ なか つ

たCaprin酸 ガ スに於 て は 還 元 痒 の低 下 は 著 明 で

なか つ た 。

以 上 の實 験 に 於 て 、Caprin酸 、R[hodia酸 、.

Promin,P.Axnino3aliGy1酸xHexyhe30rcin,Stx・

ept◎mycin系 藥 物 其 の もの を、 又 、Aether,Xylol

等 に於 ては 其 の ガ ス を、夫 々、結 核菌 液 に一 定 時

間 作 用 させ て 、之 等 藥 測 の結 核菌 に封 す る侵 襲 の

本 態 の一 部 を明 らか に し得 た。
ゆ

(質問迦 京大結研 辻 周 介
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ガス實験の方法を問う。

(同答)輻 原 徳 光

ガスの作用方法は菌液を底面積の大きいコルペ

ンに入れ、此のコルベンを豫め被瞼ガスを入れた

デ シケーター(内 に乾燥酬を入れないもの)内 に

いれて密閉 し、内にガスを充満せ しめ、此のデシ

クーターを卿卵器中に37。Cに 保ち、時々デシヶ

一ターを振邊 して可及的ガスと菌 との接鰯 をはか

つた。

84ホ モスルフデミン(マ ル7ア 呂一・

ル)の 結核菌に及ぼす影響

薪潟馨大・田坂内科學激室

伊 庭 野 煕

ジ

〔1〕緒言:1942年 濁逸のMiller等 の嚢表せ

るホモスルフアミンが、從鷹の一般スルファミン

剤 と異なり、嫌氣性菌に封しても卓敷ある事が認

め られた。斯 くの如 く一般 スル フアミン測或いは

ペニシリンの如き化學治療剤に比 して慮用範園の

塵い事よりあるいは結核菌に封してもある程度の

敷力が期待田來るのではないかと考え、主として

試験管内實験を試み、併せて少数 例 の 臨 床實験

を行つた。

α 〕試験管内試験

(1)實 験方法:ソ ー トン増地、10%血 漿加 ソー

トン培地、中村のムチン培地を用い、ソー トン培

地は250ccの コル(ξンに100cc宛 入れ10%血

漿加 ソー トン培地は試験管に4.5ccと 之にO.5cc

の人血漿を加えたものムチン。グ リセリン、血清

培地は試験管に5GC宛 入れ各々中外及び和光のホ

モスルファミン末の2%溶 液を以て倍数稀繹を行

い・前二者には豫めソー トン培地に約2週 間培養

せる結核菌一白金耳を浮游ぜしめ、20～40日 間

培養を行い・ムチン培地には結核菌を無菌的に璃

珀乳鉢にてす り潰 し、生理食盤水を加え、約30

分3000同 韓遠心器にかけ、その上清を一白金耳宛

接種 して焚育妖態 を観察 した。

(2)實 験成績 ニソーFソ 及び10%血 漿加ソ

ー トン培地に於ては嚢育阻止の認め られないもの

が多 く・一部100倍 乃至200倍 の濃度に於て阻

止が認め られ、この濃度に於て畿育せるもの も菌

の表面積増大は少 く上方に盛 り上る傾向があり、

その他菌の沈む傾向あるものもあゆ、ムチン培地

に於ては全菌種に渡つて阻止は認め られす、螢育
、

渥延のみ認め られた◎

⊂皿〕臨床試験 ・膝結核患者3名 に封して毎 日ホ

モスルファミン末5～791日4～5同 に分割 し

30日間蓮績経 口投與を行いX線 豫その他の観察を
灘行つたが

、混合感染 を來せる例に於て著 しい症欣

の輕快せるを見た。即ち投與前臓温38。c～38◎7'

に及べるもめが投與後2週 目頃 より37◎C蔓 に解

熱 し、食欲も増 し、喀湊量 も減少、喀痩中の雑菌 も

著減 したが、3例 を通 じてX線 儀には著憂なく他

の2例 には殆んど見るべ きものもなく、全期聞を

通 じて副作用は認めなかつた◎

〔W〕絡括:以 上ホモスルフアミンのinVitro及

びinVivoに 於ける結核菌並びに結核症IC及 ぼ

す影響について総括すれば

(1)ソ ー1・ン及び10%血 漿加 ソー-5ン培地

に於て牛型、人型共畿育阻止の見 られなV・ものが

多 く、一部100倍 、200倍 に於て阻止が認め られ

た◎又血漿添加により、その成績に影響が見 られ

ない◎

(2)マ ルフアニールの100倍 乃至200倍 の

濃度では菌の沈む傾向彊ぎものがあ り、叉菌が薄

く友黒色に着色する傾向があり、阻止せ られざる

もの も表面積増大は少 く、上方に盛 り上る傾向が

認め られる◎

(3)ム チン培地に於ては全菌種に渡つて蛮育

阻止が認め られない◎

(4)肺 結核症3名 に封 して行える臨床試験の

結果、混合感染 を來せる劒に於て著明なる症歌の

輕快を見たが、他の2例 に於ては見るべ きものが

なく、又3例 共X線 陳には著攣がなかつた。

(質問)京 大結研 杉 本 幾 久 雄

ホモスルフアミン臨床實験に於ける喀痩中結核

菌の歎に攣化があるか、又形態學的に攣化がある

か◎

(同答)

菌の形態には著攣は認め られない。一部普通の

型よ り細長になつた様な感 じのもの もあるが概 し
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て攣化は認め られな㌔～ 菌数の減るということも

なく、ガフキー氏番號には攣化はなかつたo

85諸 種揮畿性物質蒸氣の結核菌襲育阻

止並びに殺菌性に關する實験的研究

京大結研 米 津 徹 也

揮獲性物質の蒸氣を吸入ぜ しめて、室洞乃至氣

管支潰瘍面の浩毒作用を蛮揮せ しめ,んとする、辻

の所謂ガステラビーを追求する第一歩として、58

種 類の揮獲性有機化合物について、その蒸氣歌態

の抗菌力を主 としセ抗酸性菌について行つた。使

用有機化合物は、一般に溶鮒 と樗ぜ られているも

の28種 類、高重合性イ∫機化合物11種 類、其の

他9種 類である。實験方法は、デツキグラスに菌

液 を塗布乾燥 して、諸種有機化合物の室温飽和蒸

氣に一定時聞曝 した後、生理食盤水を附けた白金

耳でこす り且つ洗い落 して培地に植えるデツキグ

ラス法と、培地に一一定量の菌を探植 した後、之を

大きなガ ラス容器に入れ、諸種有機化合物の微量

を容器に入れてゴム栓等で密閉 し、そのまま艀卵

器内に入れ、畿育を観察するに二重試験管法の二

種類である◎實験成績は、人型菌のそれ と鳥型菌

のそれ とは多少の差違はあるが、大髄に於て類似

している◎而 して一般に有機溶鮒の蒸氣は結核菌

に封 し可成 りの抗菌力を有してお り、中で もクロ

ロホルム、蟻酸エチル、エチルエーテル、エチレ

ンクロル ヒドリン、ピリジンの人型菌に封する抗

菌力、クロロホルム、蟻酸エチル、 ピリジン、ヂ

牙キサ ン、二 トロメタンの鳥型菌にi封する作用は

著明である。附加的重合を起 し得る高重合性有機

化合物の抗菌力は更に著明で、酷酸ヴイニール、

メチルヴイニルク トン、アクリルζ トリル、アク

リル酸 メチル等、デツキグラス法 と二重試験管と

多少の差はあるが強力な抗菌力を有 す る物質で

ある◎なおディエチルアミンも實験に依れば強い

抗菌力を示 している◎

なおデッキグラス法の場合 どれ位の蒸氣密度の

蒸氣が作用 したかを計算 し、各々1モ ルがどれ位

抗菌力があるかを比較瞼討せんと試みた?

86諸 種藥品の結核菌組織呼吸に及ぼす

影響と護育阻止との關係について

京大結核研究所臨床第一部

内 藤 盆i鞠

瀧 長 次

志 保 田 明

「ワーノげ ルグ」樋 法により諸種藥晶の結核菌

酸素漕費量に封する影響を数時間30分 毎に蓮績

槍査 し、其の後其のまま放置、24時 間後再び之 を

槍すると同暁に・之 と李行 して10%家 兎血清加
れ り

「キル ヒナ ー」 培 地 に よ る焚 育 阻 止 力 と比 較 観 察

した ◎ 使 用 菌 株 は青 宙B、 桧歴 法 の菌 浮 游 液 は食

1謹燐 酸 盤 液2cc・ 中50mg菌 量 を使 用 した。。被 検

藥 品20藪 種 に つ いて 観 察 す る に、 例 えばO-Am

inopheno1の 「ホル ヒナー 」 培 地 に於 け る嚢 育 阻

止 濃 度 は5/2・000tkで あ る に封 し酸 素 浩 費 量 に於

て は200倍 で は歎 時 間 暖、400倍 で は24時 間 後

に 著 明 な減 少 を見 る も1600倍 で は絡 始 殆 ん ど影

響 が 見 られ ぬ◎NatrsaltofDodecylalkoholsulf

rieaidEsterは 襲 育 阻 止 濃 度 は16・OOO倍 で あ

るに封 し酸 素 漕 費 に於 ては1・600倍 で は 直 ちに 、

3・200倍 で は 初 め は か えつ て著 明 な増 加 を呈 す る

も24時 聞 後 に は か な り著 明 な減 少 を示 す。USR・.

in酸 は獲 育 阻 止 濃 度 は5'1・2000倍 、 酸 素 清 費 量

は4・OOO～8.000倍 で 直 ち に著 明 に減 少 し、4000

倍 で は24時 聞 後 に は殆 ん ど呼扱 しない 。1.6000

倍 で は あ ま り影 響 は ない。0-Aminocyclohexanol

HCIに 獲 育 阻 止 濃 度 は2・000倍 以 下 で あ り、 酸

素 清 費 に於 て も200倍 で も全 く影 響 は 見 ら れ な,

い◎8treptomycin120～1.200倍 で 、Penici11inはi

2・0∞ 軍位 で 極 くわ す か 酸 素 清 費 量 を減 少 す るに

す ぎ ぬ(「 キル ヒナ ー」 培 地 の嚢 育 阻 止 は 槍 せ

す)。

以 上 の例 及 び 其 の 他 の被 槍 藥 品 に於 て も、桧塵

法 に よ る藥 品 の 影 響 は 、 之 を刻 々蓮 績 観 察 し得 る

利 黙 は あ るが 、 其 の結 果 と 「キル ヒナ ー 」培 地 に

於 け る畿 育 阻 止 力 とは 少 くと も我 々の 行 つ た 方法

で は 干行 しな い こ と を知 り得 た 。

御一 ・-60一



245

87ロ ヂン酸其の他類似異常構造物

質の培地内混入及び揮襲性瓦斯

による試験菅内結核菌襲育阻止

作用に就て

熊本蟹犬第一丙科學教室(主任 桂重鴻)

徳 臣 晴 比 古 下 田 子 甲

側鎖 を有 す るご 、三 の物 質 自Pち1-Rh◎din酸 、d-

Rhodin酸 、1-Rhodin酸 一3-Glyceride(1s)
,d-Rh-

Odin酸 一3-Glyceride(ds),Cit(紬onella1,Ci紅a1,

Jonon,Gerraniol及 びH∫nokitio(Hi)の 揮 磯 瓦斯

に 依 る試 験 管 内結 核菌 獲 育 阻 止 作用 に就 き、普 通

試 験 管及 び長 さ36cmの 長 試 験 管 に培 地 を作 り、

凝 水 の上 部 に小 圓 筒 を挿 入 し、 菌 移 植 後滅 菌 ビベ

ッ トを以 て被 検 物 を舞 地 面 に鯛 れ しめ ない よ うに

小 圓 筒 に注 入 し、 菌 の獲 育 歌 況 を 観 察 す る方 法

(前 者 を短 法 、 後 者 を長 法 と稻 す)を 以 て實 験 を試

み た。

1-Rhodin酸 ・d-Rh(》din酸 、ls,dsは 獲 育 阻

止 力極 め て弱 く・Ci⑳clla1・Citralは 短 法 に て聚

落 の獲 生 な く、長 法 に て 封照 よ り遅 れ て聚 落 嚢 生

し、嚢 育 も悪 く、然 も小 圓 、筒 口 よ り10～15cmr.

は 聚 落 の畿 生 な く、 阻 止 力 は 強 力 で あ る。Jononl

Geranio1は 短 法 に て聚 落 獲 生 な きか 又 は嚢 生 す る

も極 く小 数 で あ るが 、 長 法 で は何 れ も穎 粒 歌 一面

にi聚落 獲 生 しCitVQRe11al,Citra1に 次 ぎ強 力 で あ

つ た。Hiは ・Rhodin酸 よ り雅}強 力 で あつ た が
、

Citronellal・Citra1に 比 すれ ば 遙 か に弱 力 で あ る
。

比 較 の た め使 用 したCaprin酸 は殆 ん ど阻止 力 認

め られ す ・Xylo1は 長 法 に て も聚 落襲 生 せ す 最 も

強 力 で あ る。培 地 内混 入 で は1-RhodiR酸 、d-R-

h・di皿酸 ・ は1000× 迄 完 全 阻 止、4000× 以 上 非

阻 止 ・1es・desは50× で阻 止 力 な く、CitronellaI

は500× 迄 完 全 阻 止 、4000× 以上、非阻 止 、Citr、

a1・Jononは100× 迄 完 全 阻止 、2000× 以上 非

阻 止 ・Gerani・1はGitr・nella1と 同成 績 で あ り、

Hiは8000× 迄 完 全 阻 止160◎0× 以上 非 阻止

で あ り・Caprin酸 は20GO×-4000× 迄 完 全 阻

止 ・16000× 以 上 非阻 止 で あ る。 即 ち1s,dsは

培 地 内 混入 及 び揮 畿 試 験何 れ に 於 て も畿 育 阻 止 力

弱 く、1-RhOdin酸 、d-Rhedin酸 は 何 れ の試 験 に

於 て も これ に次 ぎ、CiもroneUa1,Citral,Geraniol

は培 地 内混 入 で は 阻 止 力 は微 弱 で あるが 、 揮 稜 試

験 で は極 めて 張 力 な作 用 を示 し、Hiは 逆 に培 地

内 混入 では 最 も強 力 で あ るが 、 揮 畿 試 験 で は躬 力

で あ り、 比 較 の た め 用 い たCaprin酸 は培 地 内 混

入 で は 強 力 で あ るが 、 揮 獲 試 験 で は 最 も弱 力 で あ

る事 を知 つ た 。

88ス ライ ド。セル ・カルチzア 法に

依 るヒノキチオールの結核 菌襲育

阻此作用に就 て

熊本蟹大第一・内科教室(主任 桂重鴻)

李 戸 喜 信

Hinokitol(以 下Hi)の 結核菌其の他若干の細菌

に封する試験管内殺菌及び獲育阻止力に就ては、

桂教授及び共同研究者に依 り、報告ぜ られている

が、演者はS・C.C.法 に依つてHi及 びHiの

NaUium肇(以 下Hi--Na)の 全血液内結核菌爽

育阻止作用に就き観察を試みた。

實験方法はWrightの 原法を多少改攣 して施行

し、菌浮游液は人型結核菌永田株を瀬名波 ・甲斐
　

・高山培地に3～4週 間培養 したものを用いた◎

全血液はツ反慮陰性なる海猴の心穿刺液を用い、

探血に際 しては豫め&8%絢 構酸曹達液を以て潤 ・

したツペルク リン注射器を使用 した。Hiは10%

滅菌アラビヤゴム液を以て稀繹乳化液を作 り、

HトNガ は滅菌蒸溜水を以て稀繹溶液となし、小

房内にて其の10倍 稀繹になる如き濃度に作製 し

た◎比較の爲にCaprin一 酸、Rh◎din一酸及びそれ

等のNa肇 の作用をも槍討 したが、稀繹液の調製

法は大腿Hi及 びHi--Naの 揚合と同様である。

而 して7日 闇培養後、 ビク リン酸戸田氏攣法に℃

染色槍鏡 した。

以上の方法に依るHiの 結核菌獲育阻止作用

は・完全阻」k稀繹度が大膿4・000倍 、非阻止稀繹

度が大髄16・000倍 で、HトN翁 は完全阻止稀繹

度が大腱3・000倍 、非阻止稀繹度が8.000～12.000

倍である◎之等 をCaprin・ 酸の阻止力に比すれば

5～6倍 の強 さであり、"Rhodin一酸に比すれば更

にそれ よりも若干強力である。斯くの如 くHiが

一 ・-61___



246

C叩rin・酸及びRhedin一 酸に比 してS.C・C.に 依

る結核菌獲育阻止力が強い事は、試験管内結核菌

脅育阻 止力と照懸するものであるが、甚だ興味深

い事實と考えるのである。

なお演者はHi一 菜 種漉溶液叉はHi一 アラビヤt

ゴム乳化液を健康海猿の皮下に注射 し、時間的経

過による全血液内結核菌稜育阻正作用を同じくS.

C・C・法で槍討 したが、 此の實駿では顯著な阻止

力は認められなかつた⇔

89カ ブ リン散 及 び其 の誘導 膿 の

結 核 菌 に及ぼ す影響

北 里 研 究 所 田 中 邦 雄

ライオソ油脂研究部 佐 藤 新 一

・ 小 野 口 邦 夫

第1表

第一報、カプリン酸、カプリン酸曹達、カプリ

ン酸 モノグ リセリアー トを以てせる試験管内獲育

阻止作用並びに殺菌作用に就て、

從來カプリン酸結核菌に封する効力に就ては異

論の無V・所であるがX余 等は試験管内及び生髄内

實験 を系統的に行い、結核症に封 し著動ある誘導

髄 を検索せん としているが、先す表題の作用に就

き得た知見に就いて報告する。供試 したカプリン

酸は椰子漉を分溜 して得た融勲31.4度 、沸顯268

度の標品で、之 を基 にして誘導燈 を合峨 している。

1・ 嚢育阻止作用實験

先すコツボの無蛋白培地に供試藥品を所定の濃

度に溶解又は乳化せ しめ、之に人型養9株 を培養

観察 した結果は第1表 に示すようにカブリン酸モ

ノグ リセ リアー トは10・000倍迄も焚育阻止作用を

ヵプリソ酸誘導体の結核菌獲育阻止試験

供試菌株 人型養生園9號

培地K◎ch無 蛋 白培地

成績igl}ij定3週後

帯 升 千 ± 一
一＼＼ 稀紹濃度

__作 用時間＼
1000×

ぞ…刈
5000X 7500X 10000x

禦 ンモノ列 … 卜 ■ 一一一 … ト ー一

ヴ 畷 ソーダト ■ … ト ■+±-1柵

20000×50000x

1
++± 井 赫帯

柵1柵

蓼

認 め たが 、 カ ブ リン酸 ソー ダ は5・000迄 しか抑 制 作

用 が 無 か つ た。

2・ 殺 菌 作 用 實 験

先 す カ ブ リン酸 は1%乳 鮒(超 書波5-一 一10分)

と し蒸 水 で100、200、500、100KI)、5000、10.OOO、20.000

倍 に稀 繹 し、 其 の 各 々1・Occに 人型Fr株O.lcc

sit.Omgを 加 え所 定 の時 闇 後 熊 谷 氏 固 形 培 地 に其

の菌 加稀 繹供 試 液 をO.lcc宛 添 加培 養 した。 結 果

は3週 後判 定 で500倍 で は 既 に5分 以 内 に、1000倍

で は6時 間後 に 、10000倍 で は12時 間 後 に20000

倍 で は24時 闇 後 に殺 菌 作 用 を示 した◎ 之 は先 人

の 成績 よ り多 少蓑 え るが 決 して 弱 い値 で は な い◎

次 に カ プ リン酸 ソPta'Sと カ ブ リン酸 モノ グ リ

セ リアー5Mの 殺 菌 成績 は 第2表 に示 す通 りでS

の方 は2◎0倍 で5分 で綾 菌 作 湘 を示 す がMは3時

剃 覆 ζ7多リセリアー鵡 殺菌識 成績

第2表
＼ 濃度

＼

用時聞 ＼
100X 200x 5・・X{・ …71

lSlM卜81M・s

5分 卜 纏 ト 酬 惜
… 「」堕s一 辱i

、帯 帯1帯 、
li

10 一海H+酬 帯剛 帯・

30
H升 ト1+国+惜 借i

向 時H州 一}+圃+圃 帯、

3〃H一 ヒuサ ■ 刑t

4〃 卜 一トH+H斜+

6〃H十H一 … ±卜

12〃 一H一 トH-1+卜

24〃H十 卜H-H一
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間もかかるe帥 ち第1表 の護育抑制作用と逆の結

果 を得た。

以上の成績は熊谷、若林其の他先人の業績 と多

少異なる鮎はあるが、カプリン酸は結核菌に封 し

強力なる殺菌作用を有する脂肺酸である事は追試

是認する。又カプリン酸 ソーダが酸自盟に比し効

力の減退するものなる事 も認める◎然 しカブリン

酸 モノグリセリアー トは殺菌作用はソーダより蓑

えるが獲育阻ll作用は優つている。之はモノグ リ

を乳剤にする時は同一濃度の曹達より表面張力が

小 となり、菌浮游獲育條件が悪 くなる爲と思惟 し、

30。Cで 測定 した結果、500倍 以上の濃度では明

らかに(10グ ィン1cm)差 を認めた。'一'

90Preminと 其の類似物質の試験管内

結核菌等に封する作用に就 いて(綾報)

傳摯病研究所第三研究部(部長武田徳暗数授指導)

岡 野 光 雄

余 は昨 年 の総 禽 に於 てSodiumP.P'-diaminod-

iphenyl-sulfon-N,Nノ ーdidextrosedisulfonat(Prom-

in)と 其 の類 似物 質 た るSulfathiazoleN4-91ucose

bisulfonatSodium(Neopromin)の 實験 的結 核 に及

ぼ す影 響 に就 て の成績 を嚢 表 した が 、今 同な 該剤

あ試 験 管 内結 核 菌 、葡 萄 歌 球菌 、蓮 鎖 歌球 菌 、肺

炎 双 球 菌等 に封 す る作 用 を研 究 し、 其 の成 績 を得

た の で、 蝕 に報 告 す る◎

1)結 核 菌 使 用歯 株 は人 型青 山B

使 用培 地 はLong合 成 培 地 の18cc分 注 試 験 管

はPr・min・Ne・pr・minのlm・1～ 容液2cc宛 を無

菌 的 に加 えてO・1m◎1よ りO・OOOOlm・1迄 稀 繹

し・ 各 濃度 につ き同様 の試 験 管4本 を作 り内3本

に結 核菌 を移 植 し1本 は水素 イオ ン濃 度 を測 定 せ

り◎ 菌移 植 後3週 聞37。Cに 培 養 した 後 、 同一・ue

度 につ き2本 の 試験 管 を100。C30分 闇滅 菌 し、

これ を濾過 し菌髄 を濾紙 上 に集 め て乾 燥 後 秤 量 し

て1本 の試 験 管 内に嚢 育 せ る菌 の李 均乾 燥 量 を算

餌 し・之 を 「グ ラフ」 に表 わ し菌 の磯 育 歌 態 を比

較 的 正確 に籔 字 を以 て蓑 わ した。 なお 封照之 して

18cc試 験 管 に無菌 蒸 溜水2¢cを カnえた培 養基7

本 を取 り・桐 様 噛 を移 植 し、 内5本 は直 ちvaon

菌 して乾燥 ・秤 量 し・挙 均 菌 量 を算 出 し、 之 を移

植菌量とした◎囎 の2本 は3週 闇370Qに 培養

滅菌軋燥して封照に於ける獲育菌量 とす。之に依

れぽPromin,Ne◎promin共 に α01mo1迄1ま 獲育

阻止が認められた◎この ものに就 き殺菌せ られた

るか否かを試験する爲に岡片倉培地に培養 して菌

の生死を桧せるvaO.01mo1の 濃度では3週 後獲育

せ り。水素 イオン濃度は菌移植前、菌移植3週 後

測定 し、之 も 「グテフ」に記入ぜ 蛎

2)葡 萄歌球菌、連鎖歌球菌、肺炎双球菌に就

V・ては夫 々PHを9.0-66迄 の試験管を作 り500

× より321000× 迄稀繹 して夫々の菌の淫蹉液1

滴を滴下移植 し、18時 間、24時 間、48時 間と

観察 し、48時閥後、寒天斜面に後培養 して該鮒の

殺菌力を観察せ り◎"

91結 核菌による脂肪酸の酸化について

國立療養所刀根肉病院

山 村 雄 一 今 潔 史 郎

笹 用 泰 .治

一般に脂肪酸酸化酵素は不安定 とされ て いる

が、私共は鳥型結核菌(竹尾株)の生理的食盤水浮

游液が(邸 ち休止菌が)よ く脂肪酸を酸化しうる

事を認めたので、系統的に實験を行い次の結果を

得た◇實験法は、ワールプルグ検歴計 を用いて酸

素の吸牧量を測定 した。

1〕 鳥型結核菌によつて一・ag基性脂肪酸はC2

よりC22迄 酸化せ られ、その中飽和脂肪酸は不

飽和脂肪酸 よりもよく酸化せ られ、且つ特に酪酸、

さテアリン酸等ばよく酸化をうける。 蠣

油酸の酸化の程度は僅かである。

2〕 二塵基性脂肪酸 もよく酸化せ られ、その中

C4ヂ ヵルボ ン酸、就中酸化型のフマーノ・酸、オキ

サール酷酸は自ら酸化を受けるのみならす、菌自

身の呼吸を著しく増進ぜしめる◎

3〕 焦性葡萄酸 も酸化せ られ、グ リセリン肉汗

培養菌は無蛋白培養菌に比 し著しく酸化酵素作用

が強 く・その酸 化は、亜砒酸、青酸によの阻害せら

れる。而して焦性葡萄酸は一部酷酸を経て完全分

解せ られ・小部分は號珀酸となる一つの代謝過程

が考 えられる。

一r-63-一 り
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92抗 結核測の結核菌新陳代謝に

及ぼす影響

厚 生 省 療 養 所 課 關 誠 一 郎

國立療養所刀根画病院 渡 邊 三 郎

山 村 雄 一

笹 川 泰 治

私共は ワールプルグの桧歴計を用いて、種 々の

基質を加えた時の鳥型結核菌(竹 尾菌)浮 游液の

酸素漕費量を測定 し、その漕費に及ぼす種々の抗

結核剤の影響を槍 して次の成績 を得た。基質は凡

て105モ ル量を用い、菌浮游液の菌量は1cc中

10mg前 後ク)ものを用いた◎'

(1〕 ス トレプ卦マイシンは結核菌によるグ リ

セリン及び安息香酸の酸化を阻害し、その中安息

香酸の酸化の阻害は、之を酸化する適懸酵素の産

田を阻害する。然 し、酪酸及び焦性葡萄酸の酸化

は阻害 され ない。

〔2〕 ス トレプトスラィシンも又、結核菌の安

息香酸酸化適鷹酵素の産生を阻害する6

〔3〕 ヒノキチオール(O・5×10-6モル)は 結核

菌による安息香酸の酸化も、之に樹する適憲酵素

の産生 をも阻害する。叉酷酸の酸化 も若干阻害ぜ

られるが、酪酸、焦性葡萄酸、グ リセリンの酸化

は阻害せ られない◎

⊂4〕 プ.Ptミン(10-4モ ル添加)、 プロミゾ"

ル(105モ ル添加)は 主として安息香酸の酸化を

阻害 し、酷酸D酸 化を若干阻害する。酪酸、グ リ

セリン、及び焦性葡萄酸の酸化には影響 を與えな
や

bo

(5〕d-nヂ ン酸は主として酪酸の酸化を阻害

するが、その阻害は競孚的可逆 的 で あ る◎而 し

て、グ リセリン、焦性葡萄酸、酷酸、安息香酸の

酸化も若干競孚的に阻害ぜられる。但し油酸の酸

化は阻害せられない。

(6〕 バ ラアミノサ リチル酸、バ ラアミノ安息

香酸、バラアミノフエノ炉ル、プロ トカテキユ酸

(10」 モル添加。)は可逆的競走的に結核菌による

安息香酸酸化を阻害する。

〔7〕 此の方法を以てする繍 核剤を棲討する

時、その作用機作 として、(イ)菌 の或る基質に封

する適慮酵素産生の阻害 と、(ロ)菌 の基質酸化酵

素系を直接に阻害するものと、(ハ)基 質に封する

競争的、可逆的阻害との3者 があることを知つた。

93結 核 菌 に封す るス トレプ トマ イ シ

ン と他藥 物 との相 乗 作 用

金澤醤 大 日置内 科教室主任 日置教授

田 村 豊

入 型 結 核 菌 に封 す る 「ス ト レプ トマイ シ ン」の

作 用 増 強 剤 と してPheno1誘 導 髄10踵 、Quinone

誘 導 燈9種 、Sulfanilamide,DiphenyiSulfone,

Dipheuylether誘 導 醗18種 、共 の他14種 の藥

物 を槍 した結 果 、Pheno1誘 導 髄 に於 てPyrocaい

chineとResorcin,QuinGne誘 導 盟 に於 て2-M・

e止y1一ユ,4。Naphtho-quinoReεodiumbisulphite

additionProductに 於 て ス ト レプ トマ イ シ ンの結

核 菌 蛮 育 阻 止 力 を倍 加 し得 る作 用 を認 め た。

94結 核菌髄成分特に膿脂質の生成機

序について(第二報)

九大聲學部第三丙科

佐 藤 批 一

第一報に既に報告したように各種結核菌の無蛋

白培地漕費卸ち 「グ リセリン」、「味の素」鐵、の滑

費量測定 し、粗製 「ツ」蛋白量、増菌量を測定 し

た◎次に今日第二燐酸 「カ リ」中の燐酸の消費、

及び培地成分組成の憂化による菌髄獲育の攣遷 を

槻察し、さきに行つた抗煮沸性試験成績 を併せ考

えて次の結果を得た。

(1)各 種結核菌の襲育に伴 う主なる培地成分

の浩費の定量的比較が培地組成相互の關連性と菌

盟、各個の新陳代謝の歌態 を若干明らかにし得た。

(2)輩 位菌燧の 「グ リセ リン」漕費の比を見

ると牛型が著 しく消費少 く人型の約 垂 程度であ

り、燐酸の漕費に於ても同様 に牛型に少い成績 を

得て 「グ リセリン」加合成培地に於ける結核菌の

代謝機構に騰脂質と 「グ リセリン」と燐酸が留接

な位置にある事を推論串來ると思 う。

(3)菌 髄の 「グ リセ リン」漕費量と抗煮沸性

試験は關係を認め得ない◎

(4)菌 胆の鐵の浩費量と鐵訣の培地に於ける

一_64-・ ■
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焚育観察の結果か ら鐵は焚育促進物質であると同

時に沿費されない黙 よむ一種鰯媒的役割をなす も

のである事を確めた。

(5)培 地の主な成分は菌鶴 に伴馬 概ねrp

行 して漕費され、特にBCG株 が人型と牛型の

中聞沿費量を示 した◎

95結 核菌グリセ リン代謝について

國立療養所刀根山病院 笹 川 泰 治
ゆ

阪 大 理 學 部 化 學 科 山 村 雄 一

グ 》 セ リンを以 て結tzcagD .essentialmetab・1ite

とす る率 者 は極 めて 多 い の で あ るが 、未 だ結 核菌

に よ るグ リセ リンの代 謝 に就 て系 統 的 に研 究 した

る ものが ない。 私共 は ワール ブル グ の槍 厘 計 を用

いて 、 グ リセ リンを基 質 と し、結 核 菌 を酵 素 とす

る一 つ の系 を考 えて 、 グ リセ リンの代 謝 につ いて

酵 素 化學 的 に實 験 を行V・、次 の成績 を得 た。 要 約

すれ ば 、.

1う グ リセ リ ンは鳥 型結 核菌(竹 尾株)生 理 的 食

盤 水 浮游 液 に よつ て酸 化ぜ られ 、 その 強 さは培 養

日数 と關 係が あ り、第6～8日 目 に最 も強V・◎ 即

ち菌 の増 殖 の最 も旺 盛 な時 期 に一 致 して い る。又

この時 はQ'e,R・Q.も 大 で ある。

2〕 結 核菌 に よる グ リセ リン酸 化 はSzent-Gyδ ・

rgyiら のc4ヂ カル ボ ン酸 と關 係が あ り、マ ロ ン

酸 に よつ て可 逆 的 に阻 害 を うけ る。

・3〕 この酸 化は解 糖 阻害 鋼 、 チ トク ロー ム系 及

び ろ ラ ピ ン系酵 素 阻 害剤 に よつ て阻 害 を受 け る。

然 し菌 の浮 溝 液 を用 いて い るの で、 著 明 な阻 害 を

來 さぬ こ とが あ 鉱 決 定的 な結 論 を述 べ る事 は 出

1爽ないが 、 グ リセ リンが解 糖 と同様 な道 を通 つ て

分 解 し、 又 そ の酸 化 機 韓 に フラ ビ ン系 、 チ トク ロ

ー ム系 酵 素 系 の關 與 が 考 えられ る。

4〕 鳥 型結 核 菌 に よつ て酸 化 を受 け る基 質 の構

造 と して は

一一CH2--CH"2--OH又 は 一CH3CH20H

∫'
OH

ノ ヨ

なるを要 し・此のグ リセリン酸化酵素系は一種の

アル コール酸化酵素系 と見なされる。

96結 核菌の適磨に關する研究(第一報)

國立療養所刀根山病院(院長 渡邊博士)

山 村 雄 一 矢 坂 茂

笹 川 泰 治

鳥型結核菌(竹 尾株)の 適慮酵素の研究を次の

如 く行つた。即ち鳥型菌生理的食盤水浮游液を種

々の以下に述べる基質に作用せ しめ、その酸化力

をワ・一 レブルグの槍厘計によφ測定 し、又培養實

験を併用 した◎その成績を列記すると

〔1〕 鳥型菌は葡萄糖に封 しては 「構成酵素」

(constitUtivee耶y凱e)を 有 してお り、菌を葡萄

糖 に作吊せ しめるとその直後より酸素刎琳 が行

われ、酸化が起るが、果糖、マンノーズ、ガ ラク ト

・一ス、アラピノース、キシロースに封 しては適鷹

酵素を有 して、一定時間の経過後著明な酸素の吸.

牧が起る。而 して乳糖、薦糖、及び萎芽糖は酸 化

しない。以上の事實は糖加培地通過によつて適憲

した菌にても、糖 と一定時間混合振邊せ しめた菌

にて も設明することが萬來た◎

,〔2〕 以上の6炭 糖、5炭 糖の如 く結核菌によ

つて酸化を受ける糖耽適憲せ しめた菌は他の糖に

封する適賑酵素の産生が速かである◎

〔3〕2糖 類の如 く結核菌によつて酸化を受け

ない糖 を加えた培地に増殖せ しめた菌は他の糖に
　

封する適慮酵素の産生が著 しく逞延 し,R・ →S攣

異を起す◎
'〔4〕 結核菌は安息香酸に封 して適慮酵素を産

生 して酸化分解 し、適窓D至 適PHは7.5で あ

り、適憲には燐酸が關與するのであり、モノヨー

ド酷酸により阻害せられ、葡萄糖!)同 時添加によ

り促進ぜ られ る◎

97結 核菌の安息香酸代謝について

図立療養所刀根幽病院(院長 渡邉三郎博士)

阪大 理學部化學科(指導 赤掘四郎汝授)

出 村 雄 一

鳥型結核菌(竹 尾株)浮 游液を酵素液として、

安息香酸並びにその他の芳香族有機化合物 を奉質

としてワールブルグの検厘法にてその酸 化の状況

を酸素漕費量を測定 して観察 し、又培養實験を行
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つ て次 の 成 績 を得 た ◎"

〔1〕 鳥 型 菌 は安 息 香 酸 を酸 化 し、 此 の際 ベ ン

ゼ ン核 の 間 裂 が 起 る。

〔2〕 鳥 型 菌 に よつ て オル ト化 合 物 と して は フ

タ ー ル酸 が 、 パ ラ化合 物 乏 して は バ ラア ミノ安 息

香 酸 が 、 メ タ 化 合 物 で は メ タ ア ミノ 及 び メ タ ユ ト

ロ安息 香酸 が 酸 化ぜ られ る。

ベ ン ツ アル デ 毛 ド・ ペ ンヂ ル アル コー ル も酸 化

せ られ るが 、安 息 香 酸 の 酸 化 よ り も弱 い 。

サ リチル 酸 、 バ ラオ キ シ安息 香 酸 は 酸 化 され な

いo

フ,エニル ア ラ ニ ン、 チ ロ ジ ン、トリプ トプア ン、

ヒス チ ヂ ン等 の 芳 香 族 ア ミノ酸 は よ く 酸 化 され

る。 イ ン ドール 酷 酸 も叉 酸 化 され る◎

ス〉レフオ ン酸 は 酸 化 され 難 い。 、

フエ ノ ールi類で は プ レンツカ テ ヒ ン、 レゾル シ

ン、7ロ ログ ル シ ン、バ ラ ア ミノ フエ ノ ー ル が酸

化 され る。 グ ア ヤ コー ル 、 フエ ノ ー ル 、 オ ル トァ

ミノ フ エ ノ ・一ル 、 ハ イ ドロ キノ ン、 ピ ロガ ロー ル

は 酸 化 され ない。

⊂3〕 菌 を安 息香 酸 に適 慮 ぜ しめ た 「適 憲菌 」

に て は オ キ シ安息 香 酸 、 ア ミ〉安 息 香 酸 が よ く酸

化 され る よ う に な る◎

⊂4〕 安 息 香 酸 の酸 化 は青 酸 、 亜砒 酸 、及 び硝

酸 銀 に よつ て 阻害 せ られ る◎
ゆ

(5>安 想 香酸適懸菌は安息香酸及びプレンヅ

カテヒンを直ちに酸化するが、プレンツカテヒン

適慮菌はプ レンツカテヒンは直ちに酸化するが、

安息香酸酸化には一定の誘導期が必要である。又

安息香酸1分 子に封する酸素清費とプ レンツカテ

ヒン1分 子に封する漕費量の差は2原 子 で あつ

て、結局

安息香酸はブ レンツカテヒンを経て分解するも

のと思われる。

(6〕 安息香酸加(1/200モ ルの割に添掬)増

地に於ては人型、鳥型共にRゆS攣 異を行い、

又嫌氣性焚育を螢み、抗酸性を失い、菌形は穎粒

歌又は球菌様となる。又 ツペルク リンの産生度も

減少する。

(7〕 鳥型菌を安息 香酸加培地に増殖ぜ しめる

と黄色色素を産生し、此の色素はフエノール(80
'、

%)及 び濃厚酷酸可溶であるが、水、その他の有

機溶潮に不溶である◎

98余 等の分離抽出鷺る有芽胞菌の抗菌

性物質の鳥型結核菌に封する作用

國立療養所大府荘 ・名大瞥學部勝沼丙科

勝 沼 六 郎 樋 端 康 民

東 村 道 雄

吾々は有芽胞菌の鳥型結核菌に封する作用を研

究申であるが、此塵に今日迄に分離抽出し得た3

株の有効物質の鳥型結核菌に封する作用に就いて

報告する。

1)吉 胡菌株(勝 沼、東村播當)勝 沼により石

薯時代吉胡貝巌の貝殼の内側より分離された有芽

胞大桿菌の培養濾液よりPH7炭 末吸著、酸性

メタノール溶 出、アセ トン沈澱 により微黄色粉末

として抽出 した有効物質にて水、メタノールに可

溶♪アセ トン不溶で塵基性に反慮 し,溶 血性な く

毒性 も微弱である◎ ∂

2)SS株(樋 端憺當)土 壌 より分離 した有芽

胞大桿菌の培養濾液よりPH炭 末吸著、酸性メタ

ノール溶出}、アセトン沈澱により淡黄褐色粉末と

して、PH45に て耐勲性、水、メタノール可溶、ア

セbン 不溶、酸性反慮を呈する有効物質Aを 得、

なお菌髄 より酸性メタノール抽出、 アセトン沈澱

にてPH45に て酎熱性、 水に溶けて僅かに

opale$centに て酸性反慮 を呈する有効物質Bを 得

た。'

3)03株(東 村捲當)土 壌より分離した有芽胞

大桿菌の培養濾液を減歴濃縮 し,こ れ よリエタノ

ール及びアセトン可溶分を取つて水に溶けて僅か

にopaleseent.と なつて中性反慮を呈するPH6

にて耐熱性、毒性微弱の有効物質を黄褐色粉末と

して抽出した。

検定は鳥型結核菌(鰍 調株)をPH7.0グ リ

セ リンブイヨン倍鍛稀繹法にて2日 後及び7日 後

観察 した◎他の被髄 鶴PH70プ ィヨレ稀

繹法にて24時 闇後観察した(別表参照)。

(質問)京 大研究 上 坂 一 耶

鳥型菌に樹する抗菌力槍査のための培地は何を

用V・たか。t
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別 表

匿 胡鰍SS株AISS株BIG鎌

黄色葡 萄状球菌(Heatley株)
1・:%騨 ・ ・:64… α1・:ユ28… α 卜:256鋤

枯 草 菌 ・鵬 剛 ・:256剛 ・:512・・…1>・:4・ ・…

脾脱疸 菌
1・:…241・ ・α/・:・28・ ・…i・:・28・ ・…i・:256… α

コ レ ラ 菌
t・・64… α ・燃 ・・α い:5・2剛 ・:・6… α

腸チ フス菌 ii:64・ ・…1・:4劃 ・:・6,・ …1i:4,・ …

大 腸 菌
い:・ … α レ:4馴 ・:先 ・・αi>・=2・ ・…

鳥型徽 菌佛 羅 撫 ヨン)2日 後醸1・:…24・ ・…1・:5・2釧 ・:・.・24,・…lit・:脚 ・・

〃 〃 .。h7日 後 観 察 1:64・ ・…1・:・6・ ・…1i:32・ ・…1・:64
,・…

〃(ダ 羅 磁 ヨつ2日後観察

〃 〃7日 後翻察

・;5・2・・…Yi:256釧 ・:512,・畔:脚 ・α

1・:3乳 剛 ・:・6・・…1・:32・ ・…1・:8,・ …

(同答)

鳥型結核菌は傳研長谷川研究室より譲られた鰍

調株である。 ・

99乾 酪性肺炎の家兎肺組織抽出物を

以てする皮 内反慮(第=報)一

北大瞥學部第=丙 科激室(主任 申川教授)

高 崎 五 郎

最近組織及び菌饅 より主に多糖類より成る抗原

を作 り、皮内反悠を行い注目すべ き臨豚報告をみ

ているが私は武田 ・薪保氏法によつて襲病させた

家兎の乾酪性肺炎の肺組織よ妖 饅黒屋氏法に準

じて抽出した物質(多 糖類 を主とし、これに微量

の蛋白を混する)を 以て結核及び非結核患者に皮

内反鷹を實施 した。その結果は次の如 く要約 され

る。

(イ)典 の皮内反慮は相等に結核に特異的であ

る石 蜘

(・)初 感染・増灘 結核、腹膜炎で陽性率カミ

尤 も高 く・1血行性結核、滲潟性結核、肋膜炎
"
に陰性者が多い。

(ハ)臨 林上無症歌の者の中で皮内反慮強陽性

であつた者の中か ら後日肺結核の装病を認め

たことがある。

(二)明 らかな肺結楓患者で此の皮内反慮陰性

な者には豫後不良の者及び治癒停止歌の者が

多い。

(ホ)此 の皮内反慮は赤沈正 常乃 至輕度速進

者、微熱 を訴える者に陽性率が高 く、赤沈強

度速進者、高熱の場合に陰性者が多い。

(へ)ッ ペルク リン皮内反慮との關係は不定で

ある。

(卜)正 常家兎肺組織及び開放性結核慰者喀湊

抽出物を以て しては陰性である◎

100結 核 ア レル ‡一現 象及 び臨 淋 所見

の騨経 系 との交 渉 に關 す る競 究

東大神中丙科

神中 重雄 北 本 治 長 澤 潤

本間 日臣 田中 哲夫 高 橋 務

椿 忠 雄 黒岩義五郎

此の問題に就ては、昨年の本學會で當教室の本

闇が、棘経疾患に於ける全1血の結核菌増殖阻止力

に瀾 して報苦したが、今同は他の二、三の検索成

績に就て報告する。

(1)ツ ベルク リン反鷹と麻痺 ・

之に關 し・從來纏 まつた報告を見ない。私共は

浴風園及び沖中内科入院の片廓痺及び片側不全麻i

痴賭 約40例 に就て・ツ反慮の麻獺 建と健側と

の差異を検 した盧・片麻痺18例 、同不全麻痺1

7例 計35例 ・に於て(第1表)、 麻獺 壇の方が弱

い もの25・強い もの5・ 差Q認 め難い もの5鯛 、
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で、麻痺側には、1%の 危瞼率で、反鷹の弱い事

を謹明 した◎麻痺と不全麻痺とでは有意の差 を認

めなかつた◎麻痺側は皮膚毛細管抵抗が健側に比

べて高V・か叉は同等であつた◎皮膚温度其の他 と

の麗 係は未だ明 らかで な㌔㌔ 血管運動紳経 を主 と

した自律紳経の關與が どの程度、 ツ・ア レルギー

反慮に影響 を及ぼすか を略 ぶ推測 しうる。

(2)ツA・ ・～レク リン反慮 と自律神経毒:

Guthは ビルクー反慮に及ぼすデドけ リンの

影響、佐々は家兎にづきビロカルピン トアドレナ

リンの影響をみている。ツ蔽に混合して注射すお

方法では、Vladimir及 び坂口内科の町 口が行つ、

た。併 し他に殆ん ど丈献を見ない。私共は人腿で、

ア トロビン、 ビロカル ビン、ア ドレナ リンによる

影響 を槍 した塵、ア トロピンの場合は著明に反窓

が弱い事を認め、ピロカルヒVの 場合は著明に反

慮が鶉疇 瑠 め、加 ヵノ曜 》では強い傾向を

認め夜。アドレナ リンでは未だ例籔 も少 く、飴 り

確かな事はV・えない。以上豫報的に報告 したが、

自律神経張張歌態の低下又は充進が、ツ ・反慮乃

至 ツ ・アレルギー反慮に及ぼす影響 を察 知 し う一

る。 ・

(3)肺 結核患者の下肢病的反射

胸部結核症に於て、下肢病的反射 を設明する事

が往々あるが、之に關する系統的な研究はないよ

うである。私共は、沖中内科及び國立東京療養所

入院患者に就てこの問題 を検索 し、鼓に、後者の

分 を整理 して報告する。＼この場合肩椎 カリエス其

の他從來か ら病的反射 を起すと認め られた疾病を

合 併するものは除外した。

肺結核患者437名 中、Rorsoll㎞o陽 性が32名

(7.3%)、Mendel-BechtereVi陽 惟が25名(5・7

%).一あ?iた。(第1表);

患者 を一軍位 とせす、患側 を一軍位としてみる

と、803例 中Rossolimっ 陽性39例(4・9%)、

Mendel-B陽 性 β0例(3・7%〉 である。他の病的

反射は表の如 く、遙かに少い◎

封照 として、束大入學志願者身{澄検査の際、健

康男子184名 を調べた虞、片側を一・輩位 として、

368例 中、G◎rdon陽 性1名 のみであつた。即ち、

R()ssolimo及 びMcadeL・B反 射は肺結核症に於

て、健康者 よりも多数に陽性なことが謹明ぜ られ

た。Mellde1-B反 射を槍する際、PseudoMende1-B

ともいわれ るMarkow反 射 とbう のが注意を要

する。之は健康人に も1出る反射で、280例 の健康

男子について、76ユ%に 認め られた。

病的反射が同一個人で合併 して出る歌況は第2

表の如 く、'BossolimoとMende1-Bは 合併する事

が多 く、同側 と他側とでは同側に多 く合併する。

他の病的反射 との合併は殆ん どな く、僅かにR。8-

solimoと 開屡現象が2例 、Mende1・Bと 開扇現

象が2例 のみで、何れ1も他側である。

反射の幽現する側 と、肺結 核の罹患側との關係

は、一側 肺結核 と考え られる患者では、その側に

Rossolimo'5例 、Mendel-B3倒 が認め られ、他側

には(今 同集計 した範圃では)認 められ な か つ ㌃

(第3表)。 爾側肺結核の患音では、反射陽性の側に

病攣があ り、反封側に も(+)又 は(±)程 度の病憂

を認める事が多 く、少歎例に於ては同側が(±)

で、他鰯が(十)の 場合があつた(Rossolimoで4

例、M-Bで2例)(第4表)◎

主 として レ線的にみた肺病攣及び肋膜病攣 と反

射 と闘係は・R・3輔 幽 及びMende1陽 牲の場

合、肺及び肋膜双方に病攣を認めた ものが多かつ

た(第5表)。 ・

病攣の種類との關係は、分類 してみると各項の

例数が少いので確言萬來ない(第6表)。

少数ではあるが、病攣が(肺 士、肋膜山)、(肺+

肋膜一)(肺±、肋膜±)の 症例で、R及 び遭【反射

のみ られる事は、焚生機韓考察上、無 覗 出 來 な

い。但 し、 レ線上肋膜(一)と いつても、實際にそ

うであるとは必す しもいえないか ら注 意 を要す

る。
'

早期患者及び外氣患者群につ い て も調査した

が、略 玉同様の所見である◎

なお沖中内科入院患者で、上述の如 き病的反射'

出現の際に、同側顔面牛分の二獲汗充進 と瞳孔の輕

度撲大を認めだ ものがある。

以上は肺結核の症候學の上に一つの知見を加え 枷

.ると共に・病的反射畿生機轄に關與する諸種因子
の探求上、紳経學的に も興味ある問題である。

演者等は目下の麗、諸種の所見か ら考察 して、

___68__.
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交感紳経節歌索が、肋膜病攣に影響 される爲では

ないかと、推舞 して、なお検索中である・

101各 種濃 度 に よる「ツ」皮 内反 鷹及 び

BCGコ ツ*氏 現象 の生態顯微 鏡 的

親 察

千葉警大石川丙科教室(指導 石ンη憲夫教授ノ
膚

、 、 北 條 龍 彦

昨年の本學會に於て最 も普遍的に使用 されてい

る2000倍 「ツ」液、及び同謝照液の生態顯微鏡

的観察に就て報告した。今向は上記演題に就て報

告する◎-

A.各 種濃度による 「ツ」皮内反鷹

(1)當 科入院肺結核患者申弱、疑陽性及び陰

性計16名 に2000"1000、50儀100倍 「ツ」液

をを同時に注射、各測定時に於て各々の護赤雫均

値を見るに10時 闇以前に於ては濃度と獲赤 とは

卒行關係が見 られないが、24時 聞以後に於ては

極φてよく濃度に比例 して反磨す るの が見 られ

る。疑陽性及び陰性に於て反慮、の強さは前者ば

後者より強い。なお疑陽性では2000,1000倍 陰

性では2()OO、1000、50り 倍で24時 間に於て襲

赤減退 し再び増強するが如 くである◎一般に反慮

の極期は48時 聞前後にあるが、弱陽性2000倍 、'

疑陽性2000、1000倍 陰性では各濃度に於て極期

は明 らかでない◎

(2)鏡 槍し得た5例 中強反慮例に於て各濃度

の場合を観察 したが毛細血管攣化はよく濃度に比

例する◎紫色を呈する部に於ぞは毛細1血管の血流

は停止・出血が見 られ且つ又鑛張が著明で管壁は

破壌されているように見える。この部分に於ては

毛細血管の新生が著明に見 られた。蒼白部に於て

は毛細血管搬張は殆んどなく其の数 も減少、爾脚

浩夫を見る。蒼白が赤色に移行すると共に毛細血

管の撞張は著明となる◎以上の毛細血管の攣化は

48時 聞が最 も大である。

B.B.C.(〉.コ ッホ氏現象

(1)當 科入院患者で 「ツ9反 鷹を槍し絶封マ

ネルギー・陰性アネルギー、疑、弱、中等度、強

、陽性25名(O・02mgの み接種の者15名 、O.02m9、

O・04mg共 に接種し得た者10名)に 就て見るに

嚇 最大時は灘 に關係なく大部分が48時 問前

後にあるが注目すべきことである。局所攣 化とし

て膿庖乃至類似の現象の出現は絶封 アネルギーに

於てば格段に蓬延す るが、結核性挽患に於ては陰

性アネルギーヨリ強陽性に至る迄凡て1Q時 間 よ

b4千 日の聞に見 られた。爾濃度の場合に著しV・

差異は見 られない◎ 、

(2)鏡 検 し得た15名 の中絶封アネルギー例

に就て見るに、申心部に於て毛細血管数に著攣は

な"が 、毛細血管の幅は48時 聞頃より著明に撰

張膿萢出現迄持綾 し、礁現前に爾脚、屈曲潤濁等

の攣化極めて顯著となる◎陽性例に就て見るに毛

細血管数は注射後稻 玉増加するが、再び減少膿庖

出現 と共に見えな くなる。毛細血管の幅は注射後

より急激に鑛張する◎著明な出血血流停止は見 ら

れなかつた◎.

102ツ ベル ク リン反鷹 の邊幾 反 篠 に就 て

東 大沖 申丙 科

北 本 治 勝 又 康 介

集團瞼診及び一般患者診療の際、ツ〈$ルク リン

反慮が48時 闘に於て陰性又は疑陽性の像を示 し

なが ら72時 間、更に96時 間、又 は それ 以後tS

はじめて陽性に進むこ とが あ る◎ この逞獲反慮

(VerspzatpteReaktiOin,Torpid¢R.)に 就ては既に

昭和21年 北本、粥川が豫報的に報告 した事があ

るが、その後の研究成績に就て絃に報告する◎

(1)集 團槍診に於ての畿現率

a)某高等女學校生徒851名 中陽性者415名 、

その中16名 が渥獲反慮を示 した。之は陽性

者の笠85%に 當る◎

b)某專門學校職員96名 中陽性62名 、2名 の

渥焚反慮あり、3.2%に 當る。

c)東大附驕馨院看護婦講習生69名 中陽性者54

名、他の學級104名 中44名 陽性で、夫 々2
＼ 名の遅獲反慮を観た

。之は夫 々3.7%,4.5%

を示 している。

(2)'外 來、及び入院患者に於て

1年 聞に偶然4名 爽見されているが、以上集團

検診及び偶然獲見された例28名 中・2名を除き既 、

往に於て陰性で、この時陽簿を示 し、1週 後の再

・-69 _a
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瞼査には全例確實に48時 間で陽 性 を示 してい

る◎

(3)チ フス恢復期患者に於ける観察su

有熱時一時的 アネルギーとなつた患者が再び陽

性 となる時期を追 うと、逞獲反慮をとらえること

あ り、12例 中2例 に之を槻た。但 し全例申4例 は

退院時b陰 性でその後は観察不能であつた。

(4)動 物實験

健康な海猿10匹 を結核感染ぜ しめ、陽韓時5

例に遅獲し、内2例 は数週後の槍査で も更に遅嚢

し全例中3例 は陽縛後数週で、之を観淺 り・の2例

は艶死する迄遅獲 を見す、強陽性であつた。

(酔)絡 括

遅獲反懸は陽性者の3～4%に 観 られ、強陽性

には現われす、髄質的特徴は未だ螢見出來ない。

實際上には陰性者 と判定せ られるものの中に遅獲

反慮の存することを注意する必要がある◎

・結核の冤疫學的諸相

104費 験的結核家兎及人屍臓器中補結性抗饅

其の他

東北大大里丙科

塚 原 兵 衛

(Coaland,SalnZに よるバラフイン・ワゼリン包

死菌接種家兎は同量の生菌接種家菟には遙かに及

ぱないが∫ッ ・ア」補結性抗燈凝集素の著明な獲

現を見た。但 しS.(1.C.に よる全血内結核菌獲育

阻止作用は明 らかには認められなかつた。叉上記

諸反感中凝集素が比較的早期に上昇し始めるが・

多少の差こそあれ何れ も殆ん ど執を一にして焚現

上昇する。但 し補結凝集爾抗鰻は實験後期に稻下

降する傾向を來すに反 し、ツ・ア及び阻止力は實

験期問中減退 を見せなかつた◎諸抗罷産生に及ぼ

す非特異性刺戟め影響俗、 「ツ ・アJ補 結、凝果

便に若干増強的に作用 したが、S・C・(y・による阻

止力には認め難かつたd

實験的結核家蒐及人結核屍臓器浸禺液中に も補

結性抗盟 を著明に詮明し得、共に病憂 と概ね卒行

的關係を示 した。叉浸出能に及ぼす浸副液pHの

影響は5.0～&0に 於て略等質を示 し、それ まり

酸性乃至アルカ リ性に傾 くに從い、低下した。以

上か ら結核抗盟は主に結核病竈に於て産生される

も一般網内系 も又重要な役割を演するものと思わ

れ る◎

105絶 織 過敏 性抗 髄 に關 す る實 験 的研 究

中和試験による抗髄設明!

九大瞥學部細菌學教室

木 下 雄 三

Kδnig5feld(1928)及 び工藤(1938)は 、結核

モルモツ トの皮膚友び肝臓等の組織乳剤 とツ《3ル

ク リンを混 じて、37。Cに 一書夜保つたものの上
ま

清を、結核モルモッ トの皮内に注射すれば、「ッ」

反慮が減弱すること、即ち組織抗禮に よる 「ツ」

の中和を認め、依つて結核ア レルギーの組織抗髄

を詮明 し得たとしている。私の同様 な實験では彼

等の成績 の如き特異的中和は認め られナ、「ツ」は

組織乳剤によつて非特異的に吸着 されるこどを認

め、かような方法では結核アレルギーの組織抗醗

は諮明 し得ぬことを知つた。

次に蛋白アレルギーの場合について略 ぶ同様の

實験 を試みたのであるが、この揚合 もArthus皮

膚反慮を指標としては組織抗燈による中和は認め

得 られす、皮膚反慮は抗原濃 度 の試 別能力が低

くら家兎抗血清を以てしてら輕度に中和を認め得

る程度であり、かような實験の指標反慮としては

不適當であつて、更に鏡敏な反慮である腸管反慮

を利用 し、抗原の睨感作能力を指標 として初めて

組織抗{澄による特異的申和現象を認め得た貸

先人の報告では結 援及び蛋白アレルギーの場合

共に、少量の組織で容易に抗原の中和が達成され`

.ることになつているが、アレルギーの場合な抗原

中和には多量の抗腱を要 し、その上適當な指標反

磨を得難 く・乏 しい綿織抗髄 を以てしては彼等の

V・う如 く簡輩には中和は認め られなV・筈である。

私は彼等の籔倍或は敬十倍に相當する量の組織を

用いて初めて中却 を認めたのであつて、中和法は

ア レルギーの場合の抗髄、特に組織抗髄の詮明法

としては銃敏な方鞍 ではなく、不適當であると考

える◎

一一 一7〈》__'
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106「 ッ1ベ ル ク リ ジ 」 「パ ラ レル¥m」 。

(第二報)、

阪大竹尾結核研究所

伊 藤 政 一 澤 村 邦 彦

Cl)腸 「チフス」菌 ソー トン培養濾液よ り活

性炭表を以て吸着、分離を繰返 して、蛋白及多糖

艦劃分 を得て八燈皮内反鷹を行つた結果、「ツ」様

皮膚嚇 噛子は大部頒 白劃邪 移行した.又 培

養 日数 と螢 赤度 との 醐 係 を見 るに、 培 養2週 聞迄

は 日数 と共 に爽 赤 度 は 大 と なつ た。

(2)腸 「チ フ ス」菌 髄 よ り、蛋 白(P)、 多 糖

膿(S)、 エ ー テル 、 ア セ トン可 溶 性 脂 肪(Fl)、 並

び に、"':一 テル 可 溶 、 アセbン 不 溶 性 脂肪(F2)の
む

4劃 分を得て、次の如き桧索 を行つた。

(イ)皮内反慮……健康及結核海猿について、各

劃分O.5mgを 皮内接種 し、「ツ」と其の獲赤度を

比禁せるに・P劃 分はfツ 」同様・健康海猿には

陰性で、結核海猿では獲赤度は 「ツ」のそれに略

玉李行 した。S及 びFIF2劃 分は畿赤の度はP

劃分に比 し、小であ り、又 「ツ」のそれ と李行ぜ

す、且っ健康海猿にも嚢赤を呈するものあるを見

た。人鰻皮内反慮の結果 も略同様で、「ツ」様畿赤

肉子の大部分がP劃 分に移行 した。

(u)腸 管反慮……結核海猿の小腸を用V・ての腸

管反慮を行 うに、P劃 分は 「ツ」同嫌よく攣縮 を

起 し得たが他の劃分を以ては何れ も反慮 しなかつ 欄

た。健康海導の島管では何れ も陰性であつた。次

いでP劃 分及び ソー}ン 「ツ」を用いて腸管反窓

に封する脱感作實験を行つた結果は、P劃 分にて

一度攣縮 した腸管は・「ツ」によつて再び攣縮する

が・「ツ」を以て脱感作せる腸管はP劃 分にては再

び攣縮 し摩かつた。帥ち腸 「《フス」菌?劃 分 と

生物學的には同じ物質炉 ソー トン「ツ」申に含有

されているが如き結果を得た。

(ハ)各劃分の蓮績皮下注射に よ.る結 核海猿の

「ッ」脱過敏現象・…・縮 核海狽1に各劃分を3日 目

毎に ‡mg宛2同 ・施91同 皮下注射 し、 その前

後に 「ツ」皮内反感を槍するに、P劃 分注射群、

次いでS劃 分注射群に 「ツ」減感症を意起の傾向

あるを見たが、FlF2及 無虎置繋照群では、注射

の前後に於て 「ツ」蛮赤度に差異を認め得なかつ

た。

107身 髄各部位に於けるツベル クリ

ンに翁する反磨性の差異(第二報)

結核豫防會結核研究所

小 池 昌 四 郎

ツA・・7vクリン反鷹の大きさが左右に依 り差があ

ることに就いて既に第一報で報告したが、その原

因を究明せんがため、更に研究をつづけたので、

その後の結果を報告する。 響

研究方法は第1同 と同様である◎即ち左右、前、

上臆に同時に同一稀繹変同一ツベルク リン2㎜

倍液O.lccsを 注射 して比較瞼討 した。

結 論 炉

1.BCG接 種部位の反慮の大きさは他側樹補部位

に比して大きいBCG接 種が左右の差に原因

を存することは確實である。

2・ッ〈vuク リンを同一鄭 位に反覆注射すること

も大きな關係がある◎

3・以上二つのほかに上朧と前騰 との差邸部位に

依る差もかなり原因に關係がある◎目下動物

實験中である◎

108BCG接 種の局所反懸 とBCG接 種

のツベルク リン反憲に封 する 關係

につ いて..

國立東京療養所
・ 小 川 政 敏

メ

(1)看 護 婦及び結核患者約百人を、

(A)BCG未 接種 ッ反慮陰性者

(B)BCG接 種 ツ反慮陰性者 ㌦

(C)BCG接 種 ツ反懸疑叉は弱陽性者

(D)BCG非 接種 ツ反鷹陽性者(健 康 自然感

染者)

(E)BCG非 接種 ツ反鷹陽性結核獲病者

の各群に分けて、BqGO.04～OD6mgを 皮内に

接種し、接種局所反懸を連日、又二千倍 「ッ」反

慮 を12臼 、3、5・7、10、13、15、20、i週 、6月、

に至 り精細に観察し・BCG接 種局所反慮と「ツ」

反慮の攣化 の關係を追求 した◎

一一 一71___
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(1)BCG接 種48時 間局所反慮は概ね接種時の

ツ反鷹の強 さに李行する◎又その硬結の直径大 夢

なるものが早 く丘疹→膿萢を形成する。その卒

均 日数は(A)→(E)の 順に短縮 される。

(2)BCG接 種後のツ反鷹の推移と局所 の攣化と

の時間的關係は、BCG接 種 局所の丘疹→膿庖

形成の時期にツ反懸 も強 くなる。これは(A)

(B)(C)に 明瞭で、(D)(E)に 於ては接種前ツ

反鷹が中等度以上4)強 さのものでは不明瞭であ

るが、ツ反慮弱陽性又は疑陽性のものは(A)

(B)(C)と 同様であるe

街ツ反慮張化持績期間は大髄6ヶ 月以内であ り、

接種時 ツ反鷹強陽性の ものでは、数 ケ月で却つて

ツ反慮が減弱することもある。

.([II)BCG局 所反慮とツ反慮陽轄の推移 との關

係を、二千倍 「ソ」反慮陰性の學童60名 だつV・

て観察し、 ツ反鷹陰性者に10倍 「ッ」液、及び

BCGを 皮内に注射 して、其の反慮の關係を追求

した◎10× 「ツ」では50%に 於て遅畿反慮、帥
＼

ち12-21日(50%)、22--30日 目(41%)に 注射個

所に爽赤、硬結を認め、BCG接 種局所反懸であ

る丘疹→膿庖形成の時期は これに概ね接近卒行 し

ている。

(1)(111>の 観察よりBCG局 所反鷹 とツ反癒陽

輕の時期並びに爾者の彊さの間には密接なる關係

があることが推定される◎

(追加)慶 大内科 笹 本 浩

絶封アネルギーの者にBCGを 接種すると多 く

の例では先づツ反慮が陽韓 し、次いで接種局所に

何等かの病攣 を形成するものが多い。 しか もBC

Gは 確實にこの頃迄生きているか ら、接種局所の

病攣形成ゐ成因は所謂 コ ツボ現 象によると考え

る◇,

(同答)

演者 も同様の考 えである◎絶封アネルギーの者

にBCGを 接種して後に起る局所反慮 も陽性者め

者にBCGを 接種してお こる局所反磨 も本態的に

は覧fりはなく、コツボ反磨1と考え られ る◎

講 ユ09肺 結 核 患者 の ツベル ク リン皮 内

反 磨 に關 す る研 究(第三報)

自然的要約に基 くツベルク リン反癒の墾動
、

國立大阪幅泉療養所(院長貴島定和博士)
憂 高 木 善 胤

1・季節 逐月観察ぜる180名 の1萬 倍 「ツ」反慰

成績では、7月 が最強の反慮度を示 し、8月 之

に次 ぐ。以下6月9月10月 め順にな秘 、1月

2月 は最 も弱い値を示 した◎

2・年齢、性 年齢的には奢 しい差異を認めないが

60歳 以上の者には強反慮を認めぬ。女子は男子
●より反鷹強 く殊に輕症女子

に著 しく張い反慮を

見 る。 。

3・病症、経過 輕症回復期最 も強 く重症末期最 も

弱い。螢赤は輕症では強く鮮明であり、重症で重

は淡色で限界不明瞭な者が多い。輕症同復期に◎

は明 らかに匝劃された鮮紅色の隆起 として認め

る事が多レ・◎

陰 性アネルギーに就いて少しく詳細に観察 し、

死前日数 と反慈減弱度に密接な相關を認めた。

反慮強度 よりする遠隔 豫 後 は或程度推定可能

で、1年 以内では有意である◎

4・榮養 著 しき髄重攣動(主 として戦中戦後の環

境攣化によるもの)を 経過せる病歌安定の50例

について概ね、榮養不良 なる時に反慮減弱し、

佳良なる時に檜強せる を観察す。

与合併症、症歌 腸結核喉頭結核等は臨床症状の

重篤度に一致 して反慮減弱 を見 る。

肋膜炎腹膜炎では必すしも時期的に規則的な關

係を認めない。績稜性のものでは減弱せる場合

が多い。脊椎カ リエスは肺結核の重篤な場合を

除いて反慮著 しのく強い。膚熱時は無熱時に比し

て反癒弱 く・喀血は影響 少 いが 弱反慮者に多

い◎ シユーブでは減弱す。

6・刺戟閾の攣動は1萬 倍反慮度の攣動 と略 よ李行

するがなお若干の食い違いがある。

犠張反怨持綾・弱反慮持績及び反慮不安定な者に、

ついて考察を下し・若干の症例を附け加える。
(質問)公 衆衡生院疫學部 雫 山 雄

ツ反慮を100倍 液とか10・000倍 液で行 う場合

一72一
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の剃定方法は如何、畿赤の直径ではなした登赤の

面積叉は鰹積 を取れば二二峰的度数分布曲線の後の

山が正規分布に近 くなる◎そこで適當に判定規準

を定め、その規準に立脚 し、種々な濃度のツ反癒

を行 うべき≧思 う◎

(同答)

本鐸告は陰陽の判定を論 じたのではなく、大数

襯察的に畿赤の大きさが種々な自然條件で・如何

に攣動するかを検討 した。獲赤の測定は貴読に向.

感であるが、第 一・報に報告したように理論的にも

誤 り少く實際的に便利な斜径法を採用した。

(迫加)長崎鰹大風研、臨床部 楠 井 賢 造

「ッ」反態の濃度の高低による反慮成績判定の規

準た關して私は昭和14年 の長崎馨學會雑誌に報

告 している。奮 「ツ」10.000倍 颪01粍 注射後

48時聞の反億出現の強さは同一 「ツ」5・00Q倍、

2・COO倍、500倍 、100倍0ユ 粍注射後48時 間

の反懸出現の強さと著明な差異がないので、何れ

の濃度の 「ツ」溶液を用いた場合にも獲赤(當 時

私は特に硬結を主にしている)の 直径19粍 以上

を陽性 として探用するのが要當であると考える。

110ツ ベル ク リン反慮陰 牲例の臨 床

李塚市 杏雲堂療纂所
◎ ・ 松 岡 直 義

我々は日常 「ツ」反慮を用いて結核の未感染者

と既感染者 とを分けているが、「ツ」反鷹陰性者中

にも時々既感染者のあることがある。肺結核¢)獲

病防止の叫ぱるる今日、かかる例外にっいτ検討

することも頗る有意義 と思うので、昭和20年10月

以降の 「ツ」反慮陰性者の臨床的観察を此庭1こ纏

めて報告する次第である。

1),「 ツ1反 慮陰性で、結核症 を疑わしむる主

訴を持ち・槍疾・血沈・X線 並びに理學的瞼査に

よ獺 症鑑別を行 い、如依 して も結核症を除舛

臨來ないもの・並びに経過槻察申獲病を見たもの

が・卒臆 者(入 院外來共)の約1割 に見 ら撞 。

陰性アネルギーを除外したことは勿論である。

2ΣX線 像に就て見れぽ、初期浸潤、肋膜炎肺

門腺結核等・肺結核初期の型力移 いが、粟粒撤布、

室洞;進 行性の混合型肺瘍 も見 られた。

3)血 沈 は一 時 間 値10--30粍 が 最 も多 く・112

粍 の 高 度 の促 進 を見 た もの もあつ た 。

4)髄 濫 は37--37.5。Cの 微 熱 を訴 え る ものが
〆

多い。

5)喀 疫中又は臓脊髄 液中に結核菌 を詮明した

ものが5例 あつた◎

6)a)同 一家庭内の開放性結核患者の家族であ

のなが ら、「ツ」反慮の永 く陽韓 しないもののある

こと、b)同 一・家庭内にある患者の子供の申で年少

者はすでに陽韓せるに年長者の方が却つて陽韓 し

ないでいる事實、c)學 童の結核槍診に當 り、「ツ」

陰性者は毎年のBCG接 種並びに6年 聞の自然感

染の期會によつて漸次少 くはなるが、然 し一榔 の

者は途に陽樽 しないで卒業するものがあること等

は髄質的、ツベルク リン不感性の存在を思わしめ

る0

7)學 童の槍診に際 し、BCG潰 瘍の襲生牽は

上級生程多い。之は上級生に於ては既に陽轄すべ

きものは陽韓 し鑑 し、己感染者にして髄質的には

「ソ」不感性の者のみが淺つていて、之にBCG

接種を行い 「コッホ」氏現象の起つた結果 と考え

る◎

め 懲染後陽韓迄の輔 は』ク絆 が最 も多い

が、之 も各人各様で或者では初感染群が出來ても

陽韓せす、或者は肋膜炎褒 も又肺結核になつても

なお陽韓しないものがある。

9)「 ツ」反慮の陽韓は、予の嚢病例に於ては

極めて除々で、初めは弱陽性で漸次大きさを檜大

した。

以上の諸項 よの我 々は結核症め自畳又は他畳症

歌あるものは 「ツ」反慮陰性者 と錐 も、只機械的

に未感染者 とせす、一億 は結核容疑者或は要注意
"者 として一ケ年位は観 察して獲病を防止すべきだ

と思 う◎
o

(魑加)長埼讐大風研驚表部 楠 井 賢 造

日本臨床結核誌で既に報 青したものであるが次

の二項 を導加させて頂 きたV・◎

(1)5ケ 年に亘 り約孚ケ年の闇隔を置いて私

自身で 「ツ」反磨を槍査 した結果、陰性に韓 牝す
ヤ

るもの・陰性に韓化したものが復勝幽靴 するな

どを確實に認めた。 聖,

1--73鱒 一 一
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(2)「 ツ」反懸が陰性のまX結 核獲病するもの

を私 も認めた。 この場合、肋膜炎乃至肋膜炎か ら

急性粟粒結核 を起 して死亡 した二例を観察 した。

。(追 加)千葉欝大石川内秤 北 條 龍 彦

私 も 「ツ」反懸陰性例で結核性疾患様の自箆症

及 「X」 線所見血沈攣化等を有 しているものに輿

味を持つている。 この揚ゴツ液濃度の攣換及BC

Gコ ツホ氏現象を行い、その判定 を確實にしてい

る。

(追加)大 津馨師會員 本 原 貫 一 郎

「ツ」反懸陰性例に封 し血液顔を検することは結

核性、非結核性病攣の鑑別に大きな指針 を與える

ものである。郎ち 「ツ」反鷹陰性で結核性病攣の

進行を招來するものは中嗜白血球が炎症性反恋 を

呈 し(中 嗜桿核型10%以 上、平均核歎1。97以

下)て いることが多い◎又微熱、疲勢、倦なその

他結核症状類似の主訴 を呈する時は、その血液儀

がエオジン性白血球の増多著 しい所謂過敏性醗質

を示すことが多い。 この際中嗜白血球は炎症性反

慮を呈 しないものである。 礎

(追加)・ 柳 澤 謙

「ツJ反 慮の攣動についての研究では用いたッベ

ルク リンそれ 自身の力便ぶ一定 していること力泌

要である・然るに今 日迄の我國の巷闇に販弊 れ ・

ているツペルク リンの力債は決 して一定したもの

でない◎また大研究所、製造所か ら直接分與 され

たものでも必す しも一定 していない。其の一つの

原因として繊 前後に用いられた容器の悪かつた

ことがあげ られる。コルク栓のある容器がいけな

い。 コルクにッペルク リンの活性因子が吸着され

る爲であろう。今後製造のツベルク リンは國家で

規定 した基準 に、從つて製造 し、検定されるので

ッペルクリンの力便は一定になると信ナる。

111結 核 の家族歴及び既往歴或はBC.

G豫 防接種の既往症 とツベル ク

リン皮内反磨との關係.
ゆ

長崎欝大風土病研究所臨駄部 ・

楠 井 賢 造 伊 集 院 久 進

長崎縣下の某女専及び3ク 所の高等學校、1ケ

所の中學校生徒総数1670名 に就て、ツ《8ルク リ

ン反慮槍査 を行い、その成績 と結核の家族歴及び

既往歴或はBCG豫 防接種の既往症 との關係を

稽 よ詳細に調査 した結果を報告 ずる。

被瞼者の年齢は13歳 か ら22歳 で、16-18歳

が73・5%を 占める◎1670名 中、i家族歴iに結核を

誼明するものが322名(ユ3・3%)、 結核既往症あ

るものが124名(7・7%F)で ある。而 して、結核

既往症を有する124名 中、家族歴に結核 を謎明す
る

るものでは・然 らざるものに比 し、約2倍 結核既

往症を有する比率が高)・◎.結核既往症 として肋膜

炎が79例 ・肺浸潤が45例 でSその診定に當 り、

その76%が レントゲン槍査を受けている。

ッペルク リン反慮陰性者59銘 中に も結核既往
も

症あるものが28名(4・7%)居 り、ツ反慮陽性者

610名 中結核既往症があると樗するものが僅かに

45名(7・3%)し かいない。又結核既往症あるも

の 玉中に相當多歎(約45%)の ツ反慮陰性者がい

る。

結核の既往症がBCG接 種の前か後かを調べて

見ると・55例 中接種前螢病31例 、接種後稜病21

例・不明3例 で、壱の間の経過年数は1-14年

でN1～4年 が最 も多い。`

BCG接 種を1-5同 受けた774名 中、なお ツ

反態陰性のものが463名(59.8%)い る。その問

の経過1ク 年未ra・270名、16FMYヒ2年 未満122

名、2壕 以上71名 である。.

112結 核の素質に關する研究

Bca接 種後のツ反鷹の強さを示標とし

た母子の醐係について(第一報)

公衆衛生院衛生微生物學部

川 村 蓮

BCG接 種後のツ反慮の強さは、同一一集團内に

おいて も強い個人差が見 られるが、著者はこれに

謝 して検討 を加え・素質と密接な關聯があると考

え得る實験成績 を得たので、.更に、このような反

離 の母子間に鮒 る關係 をみるため広 東京都

内某魑の乳鬼検診の際、その母 も共にッ反慮を槍

査 し・母子共陰性及び疑陽性の ものにはBCGを

接種し、既陽性者は全員X線 撮影をおこない、吹

の結果を得た。

一一 一74_ _
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(1)BCG接 種後のツ反鷹は、乳兇とその母

が良 く相い似た強 さを宗 したこと。.

(2)BCG接 種後の7反 慮の弱い乳兇の母は

自然感染によるツ反懸でも弱いものが比較的多か

つた。 撃

(3)(2)の 自然感染の母(既陽性者)を 、乳鬼

のBgG接 種後のヅ反慮の強 さの程度によつて分

けると、見のBCG接 種後のツ反慮が弱い。母の

群程、経過不良の結核症 を多 く見禺むたこと。

以上の事實よb、BCG接 種後のツ反慮の強さ

にみ られる個人的な反慮性の差異は乳兇とその母

が相似の聞柄にあり、 しかも結核症の進展と關係

ある素質に影響されるものであると考えることが

出來、結核素質の研究に、この様な手段が取う上

・げちれる債値のあることを、同胞闇についておこ

なつた我々の前の成績 ど共に示 しているものとい

え よ う。

113

＼

腸チ7ス 豫防注射に依る

接種結核症児童の潮察

京 大 結核 研 究所 佐 川◎一・ 郎

結核豫防會結核研究所 岩 崎'龍 郵

國 立兵 庫療 養 所 富 田 守 中

田村 政司(演)

昭和21年5月 兵庫縣下某國民學校に於てチフ'

ス豫防注射を實施 したとき、注射局所に人型結核

菌に依る接種結核症 を多畿した◎
聯21年 末の同校全兇童のツ反磨陽性率は38

.3%

で、學年別に見ると第3學 年の70.7%が 最高で

ある。局所攣化を生じた者は102名 で、チフスワ・

aヂ ン被接種者の16・1%に 當るが、この者は全 一

員 ツ反慮陽性であ り、注射後3年 孚目迄には陰性

韓化例には遭遇 しない。 、

21年10月 より3～4ク 月間隔で胸部 レ線直

接撮影を行い・19名 の有所見者を嚢見した(血行

播種性結核卿 例・肋膜炎像9&J,A・ ・…ノレSVtの境

界不鮮明な陰影2例 、境界比較的鮮明で核をもつ

圓形陰影1例 ・肺門 リンパ腺腫脹陳1例 、石次沈

着像2例)調 骨關繍 核症3名 、筋肉結核1名 の

獲生 を見た。

注射部位の硬結腫脹は大髄、注射後約1ク 月前

後に氣付いたが、約1年 俵に氣付いた者が1名 あ

る。所屡腋窩 リンパ腺は注射部位に攣化を生 じた

ものの全部に腫脹 した◎Kach氏 現象に當る急性

皮膚潰瘍を認めなかつた。

第1同 、第2同 豫防注射棚と罹患側との關係よ

り、結核菌感染の機會は第1同 にも第2回 にもあ

つたように思われる。

114人 型結核 菌 の注 射 を受 けたる多数

兜 童 の局 所 リンパ 腺 の攣化 に就 て

國立兵庫療養所

田 村 政 司

京大病理學教室

谷 口 珪 ニ

ヂフス豫防注射に際 して 人型結核菌が混入 し

て、結核性の皮膚及び リンパ腺攣化を生 じた、兵

庫縣下某國民學校兇童102名 申{45名 の腋窩 リーン

云腺を摘禺して組績學的槍索を試みた。
で 注射後4ケ 月孚か ら6ケ 月までの聞の リ

ンパ腺

組織陳は、.Rankeの 第2期 初の リンパ腺陳に一一

致して・難酪化激しく周焦炎が著 しい。注射7ク

月以後になるとリンパ節内部の乾酪化竈 を園んで

類 上皮細胞暦が形成 され、嬬 に鱗 魯搬 膜曖

じてゆ く・Rankeの 第1期 リンパ腺像に相當 し

ている◎

以上の初感染竈の他に、娘結飾が散獲 し、経過

を 追跡 してゆ くと、此結飾は次第に浩失して痕跡

もなくなるζとが認め られた。

即・此報告で我々が特に指摘 したいことはRa-

nkeが ゾンバ腺の研究か ら禺襲 して樹立 した、第
1期 と第2期 との所見が、生髄観察か らすれぽ逆

になつているという事ヤ從つて 恥nkeの 第1期

と第2期 とは何等経過 を順序づけるものではない

とい う事・我々は殆ど感染の最初か ら第2期 的危

瞼を自畳 してお らねぱな らぬとい う事、そして今
一つ は・入に於けるヅンバ腺結核の治癒様式を確

、

實 に把 え得 た とV・5事 で ある。

(質聞)河 新 津 泰 孝

昭 和23年10月 現 在 で 「v」 所 見 異 常 あ る もの の

数 は どれ 位 か 。 ・_

(同答)
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著明なものぱ1血行播種性結核豫1名 、包嚢性胸

膜炎練1名{境 界比較的鮮明で核をもつ圓形陰影

1名 ◎

115妊 産 婦 胸膜 炎 に就 て

東大欝學部分院丙科(主任 坂本秀夫助教授)ヂ

清 原 忠 夫

昭和13年 より昭和22夢年 に至る満10ヶ 年間

に、東京大學瞥學部附驕留院分院内科に入院せる

■16灘 性肋膜炎の襲症機韓に就て
1

図立療養所刀根由病院

藤 野 保 次 堀 口 隆
の

特酸性漏性肋膜炎の畿症原因が、主 として結核

性であることは疑 う蝕地がないが、滲禺濠が貯溜

する直接原因については明 らかでない鐵が多いの

で、余等は家兎に就て肝臓機能障碍、網歌内破細

胞填塞・アナフィラキシーを潭 さぜて・肋膜腔内

胸膜炎患者中・姫娠叉は産褥に合併せる所謂妊産 、 液 の貯溜歌況を槍 し次の結巣を得た。

婦胸膜炎患者に就て統計絢槻察 を行い、次の成績

を得た。

入院患者総数4890名 中胸膜炎患者457名(9.1

%)中 男子267名 、女子190名 にして、女子胸

膜炎患者190名 中妊産婦胸膜炎患者は22名(11.6

%)な り。之は非結核性合併症中最多歎(41.0%)

を占む。

妊産婦胸膜炎患者の年齢的關係をみるに、21歳

か ら30歳 のもの大多歎を占め、各年齢暦に弔均 。

して分布し、以下高年に至るに從つて減少す◎嚢

症季節は3月 最 も多 く5月 ・.7月 之に次 ぐ。罹患

側は右、左の順にして爾側罹患は遙かに少し。病

型は殆んど漿液滲寓性にして乾性のもの極めて少

し。胸膜炎の焚症 と妊娠月数 との問には特殊の關

係なく、各雄娠月に亘つて李等に分布す。分娩後

蛮症のものは早きは1ク 月、逞 きは4ケ 月な り。

更に分娩回数 との關係を観 るに初産婦並びに一・同

経産婦は同率で最高位を占め、分娩同数を重ねる

に從つて減少す。妊産婦胸膜炎患者の3分 の1は

既往分娩に早流産あり◎大多数は結核性の家族歴

及び既往歴を有するも肺結核その他結核性疾患を

香轡するもあ少し。

胸膜炎経過中に自然流産を來せるもの、胸膜炎

及び結核性疾患の檜悪するものは 豫 後極 めて悪

く・木工妊娠中絶後人工氣胸を施行せるものは豫

後良妊なり◎

以上 よりして、姫産婦胸膜炎患者中で経産婦で

且つ早流産の既往歴を有する悉の又は胸膜炎経過

中に早流産 を來 した揚合及び濤動性の結核性合併

症を有するとぎは、豫後判定上並びに人工姓娠中

絶の適慮を旗重に考慮すべきであるQ

(1)電 氣衝撃(交 感紳経刺激歌態 と同様にな

る)で は液の貯溜を促進さぜる。

(2)網 状内被細胞填塞、血清 アナラィラキシ
ーにより液が貯溜する 。

(追加)慶 大丙科 笹 本 浩

滲出性肋膜炎に於ては、尿中のNa盤 素商よb

畿生機韓をみると、炎症機韓(盤 素が主に關簾す

る)Ptと髄液瀦溜機榑(Naが 主に關係する)と 二

つの畿症機轄が交錯 しているものと考えられる

(杉浦實験)。

117滲 出性肋 膜炎 の「ツ」反 慮 と血 液 所見

(第一報)

慶大馨學部丙科學教室(石田教授)

長 嶺 敦 夫

慶鷹中野病院に入院せる肋膜炎患者中、所謂特

爽杜肋膜炎と見なし得るもの50例 について、白

血球籔・ツ反慮・血液鹸、赤沈を最長6ケ 月、最

短2ケ 月に亙つて李行検索ぜる結果の一・部をここ

に第一・報とし「ピ報告する。 ㌧

1・白血球鐵 痢初増加期・減少期、病後檜加期の

三期 を直別 し得る。病後増多期以後は不定の愛

動期を経て正常値に戻る。

2血 液像 病初に高値を示すものは好中球であり、

之を桿歌核婦申球について述べれば、白血球数

病初増多期に高値を示 し、白血球数減少期に低償

とな り・白血球数病後増多期に再び高値を示 し後

漸減 して正常値に戻る。淋巴球は病初 に低随を示

し、次V・で比較的淋巴球増多期に入 り、白血球徴

病後増多に際 して一時再び低値を示すが、白血球

数正常に復する頃に絶封的淋巴球塘多 を來す。姫

の
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酸球は白血球数が減少に移る頃に一時壇多し、後

桿歌核妊中球 と共に減少し》自卑球数病後増多期

を過る頃 より増加する。好酸球の減少する時期は

認めたが、清失し海ものはない。軍球は好酸球 と

前後して一一時増多 し、白血球数病後増多期を過ぎ

て後に、輕度の増加を認めた◎なお、軍球檜多期.

夙は小型輩球、及び原型質の盤基性染色度の強い

ものを認めた。形質細胞は、病初病緩の白血球増

多期に出現するものが多 く、白血球数病後増多期

を過 ぎては殆んど出現しな㌔(。

3・反封側再饗¢)揚合、白血球数は増多、又は壇

多の傾向(減少期に於て)を示 し、これと同時或い/

は之に先立つて桿歌核好中球の増多 を見る。此の

再護による白血球鍛増加の後kは 必す減少期 を伴

う。
魅

4・ッ反慮2型 を認めた。
篭(イ)從 來報告せ られた如 く

、病初に強 く、次い

で減感し、再び増感するもの。此の沿長は白血

球数の増減曲線 と卒行する。

(ロ)前者 と反封の曲線 を描 くもの。
'5 ・血沈 白血球減少期に及んで最高値をボす も

のが多いが、前詑諸槍査の成績と一定の關係は求

め難い。

病初並びに再病.再 撚時に見る白」血球数壇多 と

桿欣核好中球め増多は、好酸球反態が第一に先騒

することを示 し・且つ白血球病後増多期以後に起

る・絶封的淋巴球増多及び好酸球増多は、夫々傳

染後淋巴球増多並びに傳染後好酸球増多 と見倣 し

得る。依つて肋膜炎 に於 て、流血中白血球の如

き・非特異性細胞は非特異性の反慮を示すものと

解する。'電'

118漿 液牲肺結核の提唱

・ 京犬結研

酋/岡 謹

私は歎年來・鞠 の 滲 幽憶 肺結核で レ舗 貫

上・2週 聞・1ク 月・2ク 月乃至4ク 月以内に漕

失する諸症働を槻察し・今日迄に約450例 を蒐集

した。其内約10G例 は約1ク 月以内に殆んど疲跡

なしに漕失するものであり治療上勿論入工氣胸等

を必要 とせす、多 くは泊失後略 よ同期間の安静及

爾後の無理 しない生活で再畿を防 止 す る事が出

來、而 も諸症例の示すが如 く、如何なる病期に屡

するかを問わす、臨床上肺結核の初期で臨床家の

狙 うべき早期診漸、早期治療の標的の一である事

などを考えて本症を握唱する事に した。

自畳症歌は全 くないか或はあつ て も輕微であ

り、他畳的所見としては 「レ」線上多 くは小葉性

に稀には大葉性に1個 所、比較的淡V・、比較的均

等性の境界不鮮明な陰影のある事が必要で、Epi-

tuberkuloseや 乾酪性肺炎の場合の様に肺門部に

其の血管豫を不明ならしめる様な濃厚陰影は殆ん

どなく、「ツ」反慮は殆んど全部陽性であるか或は

間 もなく陽韓 し、喀疾中15。7%に 結核菌を讃明

し、爾他のものは血液豫及び糞便の系統的愴査で

Eosin嗜 好性一過性肺浸潤でない事、又本症の様 な

所見が他肺部結核の治療中に も多 く出現する事、

叉滲坦性肋膜炎の滲出液が、「.レ」線上1ケ 月以内
に清失する事が決 して少 くない事、及既知め非結

核性疾患の何れにも篇入 し難い事等か ら結核性と

考えているのである。斯様なものであるか ら本状
の

態のみの剖検例な く、從つて其の病理學的考察は

類推の他ないのである。肺結咳に漿液性炎症の随

伴 している事はVirchew以 來多 くの病理學者に

より観察せ られ、竹内氏等は實験的に少 数 の結

核菌注射により、此の漿液性炎症の起る事を誰明

し・Bieling・Schwartz葉 氏等は再感染に因るi漿

液性炎症が3週 間で殆ん ど吸牧せ られ る事 を澄明

し、武田、馬杉氏等 も血行性結核症に基 きアレル

ギー現象として現わる漿液性炎症が速かに吸牧せ

られる事を述べている。帥ち本症 の漿液性肺結核

なる事は大鎧理解し得ると思 う。

119肺 結核症 に於ける末稻自血球像 ・

.(第 二 報)

京都府立醤大細田丙科教授(主任 細田教授)

太 田 英 太 郎

肺結核症の末梢白血球陳に於ける攣化特に其の

量的攣化即ち白血球数、各種白血球の百分率、及

申好球の核型推移等に就て(ρ業績は極めて多 く、

余 も亦第一報に於て之等の攣化に就て述べたが、

其の質的攣 化に就て槍索せるも¢)は極 めて少な
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●

い。余は質的饗化の内で白血球原形質内に出現す

る室胞に就て検索 した◎

、 實験方法 としては、肺結核症患者をX線 所見並

に諸種他畳的所見に基いて重症、申等症及輕症に、

三別 し、揖指頭 より「メイーギームザ」二重染 色塗

抹標本を作ll)、各種白1血球計200を 藪えて百分牽

を算定 しつつ、其の原形質に 「ギームザ」不染性

の室胞を有するものの禺現藪 を歎 え、此の歎 と、

當該白血球の出現藪 との百分比を以て、其の白血

球に於ける室胞の串現率 とした。幽現率を検索せ

る白血球は中好球及軍球とし、淋巴球、酸妊球、

盤基好球は除外 したが其の理由に就ては略す。

實験成績:一一

1)健 康者14例 に於ける中妊球(以 下軍に坪

と記す)及 箪球(以 下輩に班oと 記す)に 於ける

室胞出現率(以 下輩にV%と 記す)は 零であつ

た。 噛 、 ・

2)輕 症10例 中N.及Me.に 室胞禺現を示

したものは1例 のみにして、そのV%は 各々2

%及5%で ある。
ゐ

3)中 等症15例 に於ては3N.班 α 共に室胞

を有するもの10例 、N.Me.何 れかに有するも

の2釧 、その何れにも有 しない もの3例 にして、

Nに 於けるV%李 均値は2・74%、Me.に 於け

るそれは798%で ある。経過塘悪を示 した三症

例に於てはN.Mg共 にそのV%は 高殖に現わ

れている。2肪膜炎を合併ぜ し症例に於ては、Mo.

に於けるV%が 高い。

4)重 症例22例 に於ては、全例共室胞出現を

示 し、そのV%李 均値は 瓦 が23・82%、Me・

が35.04%で あつて甚だ高値 を示す。結榎性旛膜

炎を合併 し、念速に不幸の韓餅 をとρたる症例に

於 て はN・ のV%は89・6%・Me・ は6&6多 と極

めて高値である。2槍 査後孚月以内に死亡せる8

例に於けるV%卒 均値をみるに 瓦 は35・1%、

Mα は39.65%で あり全髄のV%よ り高率 を

示す◎ 癖 。

以上の如 く結核菌毒素による生鎧の障害程度と

末棺白血球N.及Me・ の原形質内の室胞の出現

率との間にZF行 關係を認むることは・之等白血球

の原形質 も亦毒素により一種 の被害を被ることを

e

示す ものであつて、此の被害現象たる室胞禺現の

強弱を槍索するときは、罹患個髄の病機の輕重、馬

豫後の良否等に封する判定の一指針た り得ると推
一論せ らるるのである

◎(表 略す)

(追加)國 立神戸療養所 景 坂 三 夫

私は1謹基嗜好球について槍i査し該細胞 も亦重症

になるに從つて数を減少すると共に質的にも退行

攣性を來 し室胞出現、顯粒減少するのを認めた。

樹燈基嗜寿球は数的に も(白血球2・OOO個 観察)重

症になるに從》械 少し死前には消失する泓エオジ

ン嗜寿球 と比較するときはその減少の仕方が緩漫

であつて、死前2週 聞位以内になるとエオジン球

は全 く漕失するに拘 らす、尚盤基嗜好球が出現し

ているが之は鍵性 した ものが多い。

(追加)大 津蟹師會 本 原 貫 一・郎

(一)結 核症に封 しては必す血液像を桧査する

ことゼ

(二)検 血手技殊に染色には簡便なものを用ラ

ること。

10～15倍 稀繹メチルギムザ溶液速染法が實用簡
の

便である◎

(三)血 液像槍時の着眼鮎

イ、中嗜白」血球の桿核、約8%大 燈10%以

上卒均核厳1・97大 膿2・OO以 下を以て全

身=炎症性反慮と考え病竈の探求に努むべき

である。又之によつて 「ツ」反磨陽縛時の

初感染畿病 と初感染治癒 との傾向、結核疲

類似症歌の鑑別、X線 陰影の判讃、 シユー

ブ其他症歌経過 を微細 な鮎まで窺 う事が萬

來 る◎

ロ、淋巴球は増加するものは症歌の比較的良

好なる事を示 し、之が減少は症歌経過及豫

後の不良を物語る。
　

ハ、エオジン性白血球はアレルギー性反慮の

一端を表わすものとして結核症の症状維過

.に も過敏性燈質に基 く極めて重要な關係が

見える様である◎

二、輩球は冤疫に深V・關係を持つているであ

ろうが淋巴球が良好なる意味の冤疫に關係

するに封 して軍球は不良な意味の冤疫に關

係ある様に思われ、中嗜白血球が炎症性反

、
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ノ ト

慮を示 し淋母球が減少 している際に翠球が

増加している時には淋巴腺病竈(例 腸間膜

淋巴腺結核を伴 う腸結核等)と 深い關係が

認め られる様である。 ・

然 しなが ら白1血球の如き生髄反慮に癒じて

敏感に動揺する生物學的、非特異的反磨を

封象とす る際にはその訣顯と動的観察 とを 朧

常に考慮に入れつつ、槍索をすすめること

が肝要であ り、結核症の如き千態萬様の症

歌経過を呈する疾患に封 しては特に重要な

る事であると考える。又血液像は常に全般 。

の檬相に留意 し、その攣性反慮等 も参考「と

しつつ観察判断することが必要である。

120切 除肋骨の骨髄塗抹標本と胸骨の

骨髄穿刺標本との骨髄像の比較
拶

東京逓信病院結核科

駒 野 丈 夫 中 山 清

河 自 鐙 治 村 尾 穏

著者等は胸廓成形又は充填衛に際 し切除した肋

骨々髄陳を検索 した◎肋骨を割き骨髄を取 り出し

て、一方組織標本を作 り、他方塗球標本を作つて

之は同時に衛前に普題の手技で行つた胸骨穿刺標

本と比較 した。症例は9例 、末梢」血液白血球は80

00以 上4、8000以 下3例 、特SIJの貧血を示すも

のはない。組織陳では視野凡べて之れ造1血巣で、

白血球及び赤血球爾系統とも幼若細胞の群る造血

巣が緻密に入 り混つている。Sinusoidの 数は多 くva

ない。 リンパ球は少く、.その群つた造血巣は見出

し難い。肋骨直接塗抹及び胸骨穿刺の爾骨髄豫で

は、一・般に前者に於て分葉核甚だ少く、向時に幼

若細胞の出現が高い。之は穿勅陳ではソ末梢血液

の混入する影響があるが同時に幼若細胞に穿刺に

際し吸引されにくいと読明されねぱならぬ。 リン

パ球の差は甚だ著明で直接塗抹は穿刺陳の約 垂か

ら垂であり・之 も末抹血液の混入の影響のみでは

読明し難 く・ リンパ球は吸引され易いと考えねぼ

ならぬ。赤芽細胞の白血球系統細胞に樹する比は

一般に直接塗抹の方が高く
、赤芽細胞は吸引され

にくい傾向のある事が認められるb此 の様に穿刺

像では直接塗抹に比して末梢血液 の混入以外に細

胞の種類によ り吸引の際に難易のあることは注 財

されねばな らぬ。輩球、好酸球は特別のことを認

めす、網歌織細胞は殖えていない。末梢にチユル

ク型 プラズマ細胞が現われた例(此 の例は毒性穎

粒が著明である)で は骨髄にマルシヤルコ型が増

殖 していた◎網歌織細胞 と移行の認め られるいわ

ゆぢ末分化の網歌織細胞 と思われるものと、骨髄

芽細胞 との聞に、特に骨髄芽細胞の璃現高い例に

於て、形態的移行を認めることぶ 出來 た。

121喉 頭結核症の護來豫防を中心と

せる臨床並に實駿的研究

京大耳鼻咽喉科教室(主佳 後藤教授)

阪 東 和 一 郎

喉頭結核朱合併一般肺結核患者に就き肺病攣虚

置例(人工氣胸135例 、 フレニコ35例 、成形衛

71例 、充填例20例)261例 、局所豫防虎置例

(喉頭局所 レ線照射34例 、頸動脈腺摘出5例)

39例 、無庭置弼34例 、計334例 を14ク ・月に亘

つて喉頭結核症の嚢來瀕度及び嚢來例に於ては、

局所病愛の経過を観察 した。共の結果①無鹿置例

は虚置例に比 し畿來瀕度高く且つ病墾経過 も重篤

なものが多い。②肺病攣盧置施行例に於て衛後活

動性病愛 を呈するもの櫨然 らざるものに比 し獲來 ・

瀕度高く病攣経過 も概ね重篤である。③局所 レ線

照射例は無虞置例に比較 し嚢來瀕度が低 く且つ其

の経過 も停止性のものが多い。④ レ線照射例に於

て50γ ×10照 射例より20γ ×12照 射例の方が

獲來瀕度が低 く且つ副作用が少いσ⑤ 横隔膜棘経

捻除術、頸動脈腺摘出例に於ては獲來瀕度が相當

高いが之は本法のみに依つて肺病攣 を非活動性 と

なし得なかつた場合が多い事に依 る と考 えられ

る◎⑥成形衛施行後4例 に於て本症の獲來 を認め

たが4劒 中3例 に於て衛後1～2ケ 月内に本症を

獲來 した事實は本法に依 り完全なる菌の陰性化を

計 り得ざる揚合には本症の獲來 を促進する惧れが

あると思われる。次に局所 レ線照射の敷果を動物

實験に於て槍索 した結 果、 レ線照射家兎は非照射

例に比 し喉頭局所粘膜上皮の著明なる肥厚及び緻
、密化を認め叉粘膜下結締織血管壁

、周園組織の著

明なる増殖肥 厚を認めた。次に家兎に於て局所粘

一79-一 一
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●

膜温度 を銅 とコンスタンタ ン熱電封を以て計測 し

照射例に於ては照射後5～6日 間に於て局所粘膜

濫度の上昇 を認めた◎

帥ち肺病攣虞置後なお活動性病攣を呈するもの

及び肺病攣に封 し盧置不能のものには、局所豫防

措置 として レ線照射を施行する事は喉頭結核症の

嚢來に封 して或 る程度の豫防敷果を有すると思わ

れる。

如上の成績は菌量、毒力、操作法等により影響さ

れるものな らんも、再感染の場合、紳経切断の影

響比較的輕 く且つなお治癒傾向を示す事は喉頭結

核症が殆んど凡べて肺結倭に綾獲する二次的結棲

症 なるを顧みる時、甚だ興味ある事實にして、該

患者の嚥下痛に封する上喉頭紳経切断術の途行に

封 し一つの示唆 を與 えるものならんと思惟する。

123喉 頭結核 症 に於 け る軟 骨膜炎 に關

122喉 頭騨纏 切 断 の喉 頭 結核 症 に及 ぼ す る研 究 .,

す影響 に關 す る賓 験 的研 究 .京 大耳鼻咽喉科教室

京大耳鼻科 、 廣 戸 幾 一 郵

高 柳 日.出 臣 喉頭結核症に於ける軟骨膜炎は其の組織像の特

家兎の・一・h側上或は下喉頭神経 を切断 し、約4週 後 異性によつて猫立ぜる一病型 と見微 されてV・る。

結核生菌液を喉頭内た1時 間貼塗 して喉頭結核症 其の畿生要因に關 して も古來幾多の臆読があり定・

を惹起ぜ しめ初感染並に再感染に就き逐 日的に紳 読 を見ないので、實験的並びに病理組織學的に探

経切断の影響を病理組織學的に検索 し次の結果を 究を行つた。其の結果に次の如 くである。

得た。帥ち初感染の揚合には粘膜下組織の滲出性1・ 軟骨膜炎は會厭軟骨披裂軟骨に好獲する。

炎を以て始ま り、約3週 後には定型的結核結節を2・ 其の獲生機韓には3種 の型式が考えられる。

形成 し、爾緩比較的速かに病勢進展 し、結節め融 イ)軟 骨が潰瘍画に露膨 し、混合感染による壊

合擬大によ り漸次筋組織を侵襲すると共に申心部 死の揚合。

乾酪化、潰瘍形成をみ1ク 月孚後には軟骨膜炎並 ロ)周 園の慢性増殖性炎が蓮緩波及する場合此

に軟骨炎をも嚢來 し病勢停止の兆を認めな》・◎此 の揚合は局駈の ヒボエルギー性の揚合であり、軟

の際、紳経切断側に於ては樹照側に比 し常に病攣 骨膜への浸潤細胞は軍球様細胞であるが、病攣廣

の範園、程度及進行速度大である。再感染の場合に 範園となり軟骨の壌死を楽すと多核白血球浸潤を

は2乃 至3週 後に最 も強き滲出性炎を呈するも比 伴 う軟骨膜炎豫を呈する。混合感染の存在は此の

較的表在性に止まる。切蹴棚に於ては増殖性小結 機韓を促進さぜる。"

節の形成 も認め られるも、爾後は爾側共炎症漸次 ハ)シ ユワル ツマン型組織反慮型式による血管

清退 し、2ケ 月後にほ概ね治癒の歌態を示すに至 障碍による場合。

る。此の揚合に於て も紳経切獣倶咋 於て炎症ほよ 量初 より多核白血球浸潤による典型的軟骨膜炎

り強 く且つ清退は遅延する。以上の結果 より紳経'{象 であるが・引きつづき軟骨壊死により多核白血

切断は喉頭結核症に封 し悪影響を及ぼすものなる 球液萬は促進経綾 され、軟骨猛喰の陳を認めるに

も、之が理由は紳経切断の結果招來ぜ らるる喉頭 至る6自1ち2次 的の異物反慮陳であるげ

筋萎縮・粘液腺♂)萎縮攣性・穆血並に浮腫等に因 ㌔要之・軟骨膜炎の嚢生進展は二元的である。軟

る喉頭の機能低下、抵抗力減退に蹄すべきものと 骨膜炎赤嚢生すると、軟骨内に侵入するよりは速

考え られる。而 して初感染の場合に於ては菌の増 に軟骨膜に沿V鑛 展すると喬 う從來の見解は、以

殖旺盛な りしため所 謂 ヒボ エルギー歌態 となつ 上の獲生様式により容易に読明出來 る。炎症が軟

て、病攣の絶えざる進展をみたるものであり・再 骨膜に澹い順次に波及するのではなV・。

感染の場合に於てはアレルギー最盛期に最も強き4・ 壌死軟骨誓)題命には2あ り、腐骨化して排除

炎症を呈 し、爾鋒は菌が抗盟によ り中和死滅せる される場合と、組織内で限牧される揚 合 とであ

爲絡には治癒の歌態に至 り'しものと認め られる。 る。後者の揚合、軟骨吸牧に俘つて周園の結核性

一 一80一
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憂化の侵入する場合と結締織癩痕和する場合の2

種を認める。 。

124喉 頭結核襲生並びに進展に及ぼす

副腎髄質「ホルモ ン」の影響

京大耳鼻科教室

、 武 田 一 雄

結壌感染或は進展に關 し副腎機能低下は抑制的

に、髄質乳剤又は 「アドレナ リン」注射は促進的

に、又皮質乳剤或は 「インテ レニン」注射は抑制

的に作用する。之等は結核初感染に就セの業蹟で・

あるが、近來細菌髄 「アセルギー」に依る績核病

憂の本質乃至嚢生機韓の詮明が試み られている。

面 して 「アレルギー」性反慮を」曾強或は抑制する

因子として 「ホをモン」がその一つに数えられ結

核の畿生進展に於て、組織ア レルギー姓 攣 化が

「ア ドレナ リン」使用に依 り攣化 して現れる事に

關し最近實験的業蹟が見 られる。余は目下喉頭結

核症の盛生及進展に及ぼす 「ホルモン」の影響に

關 し實験中にしてっ今同副腎髄質 「ホルモン」に

關 し血行性喉頭結核再感染 に於 て一部成績 を得

た。實験は爾側副腎摘出群と 「アドレナリン」注

射群に分け、上甲歌腺動脹 より再感染を行つた。

再感染4日 目に於ては共に「ヒペ㌧レェノレギー性炎」

の像 を呈 しあるも 「アドレナリン」使用例は摘出

例に比し水腫様膨化の程度梢弱く細胞浸潤強 く又

血管愛化も 「アドレナリン」使用例に張 く静脈内

膜乃至周園炎・管腔の著明な撞大、動脹壁の膨化

及び細小血管並びに毛細血管の強隻の鰺血乃至血

栓臓 あり.10HHに 於ては「アドけ リ・ン」使用

例は4日 目に比 し漿液性乃至浸禺性炎症陳輕度で

既往反慮竈の組織融解が始まり結締織璽生過程が

現れた◎反之摘禺例に於ては4日 目に比 し小圓形

細胞集籏の出現、壁血増張等浸出性 炎 の増彊 あ

b。20日 目に於ては 「アドけ リン」使用例は浸 ,

出性炎像輕度とな鉱 膠原繊維の壇生、筋組織の

萎縮が認め られ・摘萬例に於ては細胞浸潤竈は限

局化し・輩球細胞結節の初期綾が見 られる。之要

血行性喉頭結核再感染に於ける 「アドレナ リン」

併用はその 「ヒベ レルギー」性炎の嚢生を壇強す

るも＼ 早期に場殖性攣化に移行 し、副腎髄質の機

能睨落乃至低下は結核性 「ア レルギー」反磨を抑

制 し、その進行を緩助な らしむる もの と恩われ

るo

.125喉 頭結核 に關する賓験的研究

京大耳鼻科

楢 原 昌 二

喉頭結核の悉 くは他の臓器結核による二次感染

であり就申推進性に獲來する事は既に認め られる

虚であるに も拘 らす、斯かる観黙 より研究 を行 う

者 は少い。此の意味に於て余は廣 く 「コツホ」の

現象を槍討し結核 「ア レルギみ」性組織攣化を追

永して次の三轍 を確認 したのである。

(1)生 後・・一一・hニケ月の幼若家兎の喉頭粘液腺及

び筋聞結締織は血管系 と林巴管系 との獲生文化上

未完成の歌態にあ り、四ケ月を経て初めて完成す

る事實は喉頭結核の血行性獲生に當つて粘液及び

結締織の血管周図が抵抗減弱部 となる事實の解明

に實験的根擦を,與えると共に小鬼喉頭結核の瀕獲

に も重要意義 を有するものである。

(2)喉 頭結核の畿生には1血管の異常透過性乃

至は血管壁障碍が重要意義 を有し 「コッホ」の現

象のみに依つては認むべ き憂化を期待 し得なV・に

も拘 らす これに血管壁障碍因子を加えるか叉は透

過性の異常充進を招來すべ き操作を施行 併用する

揚合には著明なる喉頭結核の組織陳を確認する。

(3)喉 頭結咳の進展擁大は組織陳の深 き追求

のみならす結核家兎及び健常家兎の血管内淋巴管

内色素注入試験より按 じて

A)蓮 績{生鑛展

B)淋 巴行性i廣展

C)血 行性撞展

の三つを確認する◎

126喉 頭結核症の實験的研究

第一報血行性慈染實験

京大耳鼻喉咽科教室

檜 學

人類喉頭結核症の螢來様求に蘭 しては種 々論議

があるがこの最後的決定は動物實験によるより他

はない。余は家兎を使用 して血行性感染實瞼を行

一._81__
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い次の如き興味ある結論を得た◎

1)家 兎喉頭の素因は人類の夫れ と異 サ淋[三濾

胞に貧困であ の之に代つて多量の粘液腺が存在す

る◎

2)喉 頭動脈内墨汁注入及び格子厭繊維染色の

結果粘液腺周園聞質組織は血管淋巴管毛に富む血

行性感染に際 して主要なる好登素因を呈供する◎
ぬ

從つてこの装置の分 布 大 な る會厭後面モ氏洞周

邊、側壁(特 に外面)等 は病攣が多獲する。

3)病 攣に封 し喉頭各部位の組織は特種感受性

を有 し病攣 を一定方向に規定する傾向がある。
"4)喉 頭は肺肝脾に比 し1血行よりする抗原に封

し親和性に貧である。但 し特種操作により組織攣

調歌態下に置く時は容易に病攣 を嚢來せ しめ得 る

ことに成功 した◇

5)以 上の實験的喉頭結核病像 より入類喉頭結

・核病攣を案するに之を輩にコツボ現象 と解するよ

りは シユ ワル}ツマン型反懸を併存する修飾 コッホ

現象と解するを安當とする場合が多い。 この代表

例 を例示 し喉頭結核の獲來様式並に焚生病像の本

態につき余の見解をのべ結語としたい。

127喉 頭結核 脂肪 の組 織化 學 的研 究

京大耳鼻咽喉科學教室(指導後藤教授)

京大病理學教室(指導鈴江教授)

武 田 貴 美

私は從來の脂肪研究方法に京都大學病理學教室

岡本及び其の共同研究者によつて完成されたる新

脂肪詮明法を用いて、喉頭結核脂肪の出現朕態を

剖検材料に就いて研究 した。特に喉頭結核の畿生

より進展及び治癒に至る各時期に萬現する脂肪の

種類 と量 との關係を経過的に観察 し、併ぜて全身

の榮養歌態と喉頭脂肪の洗着歌態につ め て研究

し、1)喉頭結核病竈に於て信一"般に嚢生の初期よ

り少量の脂肪禺現 し、爾後進展と共に増量し一方

停止に傾 くに從い減少し治癒に至 りて浩失するも

のなること◎2)病 竈に出現する脂肪の種類はその

脂肪化進行過程を一定の關係があること。即ち全

過程中最も多V・のは燐脂肪質殊に 「レンチン」で

あ り初期には中性脂肪の少量、陳醤化せるものに

はrコ レステ リン」脂肪が出現すること。3)脂 肋

メ

の出現量は一雌に亘細胞の出現度及び結締織の増

生度に逆比例 し、結核菌の藪 に概ね牢行す。即ち

滲出傾向のものに多 く増殖傾向の もの に 少きこ

と◎4)軟 骨膜炎及び軟骨炎に於ける脂肪出現は一

般結核病竈に於けるものと趣を異にしあること。

5(脂肪 化は主 として細胞性なるも攣 化蝿度の場合

には聞質組織へ も波及すること◎6)周 園母組織へ

,の影響は限局性のものであるが小見に於ては比較

的影響大なること。7)全 身の榮養朕態 と喉頭脂肪

との關係は所謂不安定性脂肪たる粘膜下脂肪の漕

長は概ね李行的關係を認めたるも所謂安定性機能

性 といわれている喉頭腺及び軟骨脂肪 との間には

相關を認むるに至 らす寧ろ年齢的影響を認めたる

こと等を明ちかに した。

Z28喉 頭結核症の各種経過に件 う組織

細胞解析像
な

京大耳鼻科教室 一

値 賀 謄忠 成
づ

喉頭結核症患者二二十余例に就き、治療及検査の

目的を以て切除せる局所組織片を概 ね3週 朋毎に

組織細胞解析的に桧索 し次の如 き結果を得た。代

表症例の概要は、治癒に赴 く例に於ては線維性細

飽 成分顯著に壌加し來 り之に代 リリンパ球、軍球

が減少する。寿申性球は最初 より非常に少 く概ね

1%以 下で而 も減少して逮に漕失する。形質細胞
胤も亦減少の傾向を示す様に思われる

◎類上皮細胞

は念速に治癒に赴 く例では百分率低 く急激に減少

して浩失するに至る、治癒叉は悪化の傾向を示 さ

す経過遷延し一部潰瘍を伴 う結核腫の例に於ては

細胞成分は線維性細胞が毎同60～80%を 占める

も大部分嫁攣性せる非定型的な線維細胞である。

他種組胞 も一貫 して檜加或は減少する傾向が見 ら

れない。悪化する例に在つては寿中性球の百秀黎

が上述Q二 型に比 し著 しく高率である事が特徴的

である◎

129肺 結核の襲病誘因に關する研究

國立千葉療養所
・ 若 山 晃

肺結核の螢病原因に就ては未だ全 く不明の分野
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に囑しているg現 在日本 に於ては、これが畿病が

結核初感染と時聞的に密接な關係のあることが明

かにされている他には、原因的要素は明かにされ ・
き

ていない。著者は軍隊に於ける結核稜病が軍除入

除 と時間的に密接な關蓮がある事(岡 田等)及 岡田

が言 う庭の生活環境の激攣が結核畿病誘因として

認められるか否かについて調査研究 をし、一定の

結論を得たので報告する。

研究材料は昭和23年11月 前後國立千葉療養

所 に入所申の患者436名 である。此等の患者につ

いて夫々の環境攣化の有無を調査し、之 と獲病と

の時闇的關係蛇にX線 像 との相瀾を主 として、統

計的に研究をした。その結果、軍人に於ては入除 .

其の他の生活環境の愛化が認められでから結核獲

病迄の期聞が1年 以内のものは78%を 占め、1

年以上のものは22%で あり、環境攣化が結核獲

病誘因として最も重要な因子である事を知つた。 、

勿論環境攣化だけに因つて叢病するものでなV・事.

は言 う迄 もない。

軍人以外の一般職業に就て同様の調査を行つな

塵、環境攣化を認めてから獲病迄の期間が1年 以

内の例は。52%で 約孚数 を占めている。又學生等
'
で在學申に環境攣化を受けた後1年 以内ゐ獲病例

は同様63%に 於て嚢見された◎

之等の成績は、從來書われている様な 「ツJ反

慮陽輔後1年 以内の襲病が多い とい う事實 と共

に、生活環境の攣化が結核獲病誘因として重大な

意義 を有するものである事を示す ものと信する。

130成 人肺結核症 シユー ブに關 する研究

(第ヨ報)

九大馨學部第ミ内科教室

貝 田 勝 美 茅 鳩 孝

こ二次結核症に於ては、その病攣の多 くは、 シみ

山ブ(躍進)、 とインターバル(灘止期)を繰 り返 し

っつ悪化して行 く事は既に注目された事である。

然 しシユープの本態に關しては、或いは氣管枝性

の韓移と云威 或いは病巣周園炎 とテる人 もある

が・今日伺・未解決の ままである。我々は既に成

人肺結核症 シユープに關する研究第一報、及び第

二報として、氣管枝性 シユーブ、並びに病巣 と菌

の性歌に閣 して、夫 々報告 したが、更に今同第三

報として、血行性播種に關して今迄に研究 した事

を報告する◎症例は昭和22年 以降當内科教室に

入院 し剖桧にて、肺結核を確認した36例 で、こ

れ等症例の諸罐器の結核性病憂 を精査 し・諸臓・器

及び各部淋巴腺のバラフイン及びツエロイヂン切

片を作 匁、各種組織染色、及び組織内菌染色を行

つた。その結論の大要は、1

1・、36例 中、32鋼 の多数に、何れかの 臓器に

於て血行性播種巣を見た◎臓器の頻度は、肝臓 脾

臓の28例 、肺の21例 、右腎18例 、左腎17

例・脳膜11 .例の順である◎
2.肺 に於ける血行性播種巣21例 中、全肺撒

布を來 し、臨鉢上粟粒結核症 と診断出來たのは5

例で、何れ も室洞或いは洞化病、巣無 く、他の16

働 戸、2例 を除いてば、室洞或いは洞化病藁があ

る。 この病巣無き肺に粟粒結核症 を起 し、病巣の

ある肺には起 し難い事は病巣部の血管の攣 化に も

よるが、又臓器自艦に或程度の冤疫が生するので

ないかと思われる。

&臓 膜に血行性播種巣を持つ11例 中、定型

的な臨林症歌を呈したのは5例 で、何れ も臓底部

に著明な血管病攣がある。他の6例 は、臨林症歌

は不明か輕微で、何れ も臓底部の病攣ぱ輕度で、

頭頂部・前頭部、側頭部に結核結節多 し。又この

6例 中4例 は慢性肺跨の経過 をとり、何れ も死亡

當日又は前日意識障碍を起 した程度である。

4・ 血行播種の源泉として注意 され るのは、静

脈角淋巴腺、腎臓、性器、及び肝臓、脾臓への血

行播鍾の源泉として、腸結核が考えられる。"

5・ 血行播種の時期は、所謂ランケの第2期 に

限らす、個髄のア レルギー歌膿、其の他によつて

起 し得る。

・131痔 痩の嚢生病理

伽 東大輻田外科

石 橋 幸 雄

演者は先す外科外來を訪槻た痔痩患者80例 の

捌除標本に就て・蓮綾切片を作製 して精査 し58

例(72・5%)に 結核病攣 を嚢見 レた◎今全症例を胸

部X線 像より匠分すると初期攣鰭 乃至肋膜炎の
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遺淺Dみ を認めるものが最 も多 く過孚数を占めて

お り所謂開放性結核と痔痩 との關係は必すしも濃

厚でないことが認められた◎又痩孔の外形上の分

類か らすると不完全外痔痩が最 も多 く全症例の80

髪に達している。

鼓に注目すべ きは痔痩組織内に屡 玉獲見 し得 る

血管を申心とする一連の反慮性の炎症であつて之

は勿論混合感染による二次的i墜化を除外 し得ない

ものであるが同時に奉來の結核性攣化 と相嘗深 き

關係あるを思わしめるものがある。此の愛化を大

別すぢと」血管周園の細胞浸潤と血管内膜の増殖肥

大である◎之等の攣化は種々なる段階を追つて結

核結節形成に與つていることを確め得た◎更に演

者は腸結核を除外 し得る人屍麗 ε0例 の直腸肛門

部を桧査 し、粘膜は正常で粘膜筋暦よわも深部に.

占位する結核結節を焚見し得た ものが12例 にし

て之等の病巣は血管 と密接なる關係位置にあるも

bが 多 くta行性韓移の可能性を示唆している。結

核屍Q槍 索に於て直腸潰瘍と痔痩 の痩管又は膿瘍

腔 との直接の連絡を獲見することは稀ではない。

然 し此の揚合には腸結核の一つの型として來た痔

疲に於て意義があるものと思われる◎初感染時に

肺病巣が開放性であると云 う事實は肛門部に特に

Pro-ktodealDrase等 を介して早期に潜伏性病巣

を形成すると云 う考え方に有力な根擦 を提供 して

いると思われるが、一・方菌血症 も高頻度に詮明さ

れてお り、更に肛門部の生理解静特に血管分布駅

態を考慮する時結核菌が血行性に肛門部組織に捕

捉 されてある程度の病攣 を惹起し得 る可能性があ

る。此の病憂が存績 し或は再獲 を繰返す間に二次

的に急性炎症が加わつて初めて紅國膿瘍としての

臨林症歌を完成 し痔痩に移行するものと考 える。

結論 として痔痩は結核性にして螢生上管内性、

血行性の二途が存在 し得るが肺野に著攣のない痔

痩息者の多 くは血行性に其の基本 となる結咳病攣

が成立するものと考えたい◎

132結 核牲膿胸の成因について
の

國立中野療養所

馬 場 治 賢

結核性膿胸は肺穿孔の結果起るものと一般に考

えられている。然 し人工氣胸中に肋膜炎が併壷 し

穿刺氣胸 している際に起 る膿胸は少 くともその初

期には臨床的に明か な肺穿孔の症状を起す ものは

稀である。そこで肺穿孔のみに原因を起すること・

は少 し無理がある。又肺穿孔のみが起れば何故に

膿胸になるか も明かで拠 ～ 一
一方膿胸の膿の結核菌は時に驚 くべ き多数であ

るが中には結核菌のない もの もある。私の161例

の塗抹槍査では陽性111例 、陰性41例 、不検9

例であつた◎

i次に肋膜炎時穿刺氣胸 を行つていると屡 ぶ膿胸

となるが選氣 しなければ多 く¢)揚合膿胸 とならす

肺伸展する◎又氣胸性肋膜炎でも速かに肺が伸び

た揚合、氣{澄が完全に且つ速かに漿液で置換され

ていれば長 ぐ液があつて も膿胸 とはならないがそ

の際途氣すれば速かに膿胸となる。然 し穿刺氣胸

してV・て も必すしも膿胸 とならない。 この關係を

見るため毎週穿荊氣胸 してその度に培養を行つた

庭膿胸とならないで液清失した群では結核菌は殆

んど陰性であつたが膿胸に移行 した群では全例共

陽性であつた。而 してその集落数が次第に増加 し

.て膿胸 となるものと逆に初めは集落鍛μ多いが次

第に集落数炉淺 くて膿胸に移行するものとある。

後者の或るものは膿胸になつてか らは塗抹では常

に陰性 となつた◎

伺膿胸が治癒する際は多 くの例に於て先す膿の

結核萬が消失した後であること等 を考 え合せると

結局結核性膿胸は何等かの道を経て漿液中に移行

した結核菌力)lig殖するためこれ を喰菌ぜんとして

白血球が出現することに外なちないと考 えらる。

結局結核性膿胸 の成因は結核菌が極めて重要な

意義 を有するものであつて結核菌の多V・病巣の直

接肋膜腔に露嵐すれば比較的速かに膿陶に移行す

るが結核病巣が直接露禺することは絶封條件では
轟

ない。

133小 鬼結核性謄炎の病理に關する

臨床的研究

九大小児科

遠 城 寺 宗 徳 本 間 公 ・一

吾々は本症の62例 につ き臨床的統計観察を行
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い、その臨床豫の多様性、並びに年長見と乳幼見

のそれにかな りの差異のあることを認め、この原

因を主に臓膜に於ける結核 「アレルギー」性反慮

の差異によるものと臨床的た推論 している。即ち

乳幼見に於ては、屡 ジ獲病日の決定すら困難なこ

とがあり、既に脳症歌で以て始まるものもあ り、

嘔吐の峰は散獲するもの、中後期に起るものも相

當あり、致死的な臓症歌は早 く表われ漸進的であ

る。之に反し、年長見に於ては比較的純脳膜症歌

で起 の、嘔吐の峰 も前中期に極限され、脳症歌は

短 く、その臨床経過 も教科書的である◎

その後吾々は更に12例 を加え、脳脊髄液所見 よ

り、次の成績 を得た。

(1)年 齢的匠分……結核 「アレルギー」性疾患

の少い2歳 未満と、以上の爾群に分 け て 比較す

ると、前者に菌量が大であるのに、細胞数、特に

申性多核白血球、並に蛋白量が少いと云 うNorm"

er・gie性反磨で読明出來ぬ現象が見られる。

を纏 艦鵡 瓢瀞篠鷺 警
ざ るMeningitisohn⑧ 呼1iaゼtbc・ 群 に 於 て 比 較 す

ると、その髄液所見は前者に於て菌量大で、細胞

数、蛋白量が少い◎之は(1)と 同様な結果であ

る。
.

(3)一一時的緩快現象

本現象は年長児程多 く、又胸部 「レ」線像に攣

化の少い者に起 り易い。髄液所見 の 追 求 を行 う

と、この時期に一致して必す細胞歎、特に中性多

核白血球の減少を見るので、本現象の本態は抗膿

特にi抗原く菌毒素が主役)の一一時的浩耗に∫るもの

と考えられる♂
や

最後に・本症の臨床経過に封 して、主として個

艦の感作度と・蜘蛛膜下に放萬される菌量との相

1關關係により読明を試冷た。

134エ ビツベ ル ク ローゼ70例 の観察 並
づ

にその本態に封する考察

岸和田市

山 岡 義 即

Eliasberg-Neulandの 報 告 に渥 る る こ と5年
、

即 ち1925年 以 來20年 間 に演 者 は奉 天 に 於 て 本

病型70例 を親察し(1)全 例ツ反慮強陽性なる

ことぐ(2)全 例豫後可良なること、(3)生 後第2

年に最 も多きこと、(4)右 上葉の全部叉は呑部を

占むるもの最 も多きこと、(5)陰 影の浩槌には少

くとも数ケ月、屡 玉年絵 を要すること(6)滲 出性

艦質即ちスクロフローぜの徴を呈するもの多きこ

と、(7)家 族的獲症2、3例 及び菌稜例を認め・

(8)な お数例に於て徽 浸潤様陰影 より 「エビ」陰

影への進展を確認し、約20例 に於てはその消槌

過程をも追求 し得た◎.

本病型の本態に關 しては原著者は漿液性淋巴球

性浸潤を詑載するも、1936年Rδss!eが 腫大せ

る腺腫の氣管枝歴迫によるアヲ レ〃ターぜ詮 を畿

表 して以來、本學論が全 く支配的の観あ り。演者

はその臨床的観察に於て明かにアテ レクターゼと

認むべき興味ある症例 も経験 し、叉R氏 記載の所

読にも同意するものであるが、上述 の所 見 殊に

(1)(6)(7)(8)よ り、又 「レ」線上肺萎縮豫を'

縫 奪錺 灘 繋ク_讐騨 鶉璽
の良性浸潤の混在を認むるを要當と考え、或はか

かる良性浸潤が寧ろ主読をなす ものあることを彊

調 し、本病型を端的にアテ レクターセー元的に解

せす・二元的に解すべきもの と考 う。原著者の剖

桧所見 もその確誰 と云い得る。

`

135腸 結核 症 と臓 肝 の攣 化 に

つ いて(第 一報)

結核豫防會結核研究所
・ 吉 武 洋 海 隈 部 英 雄

從來 と観鮎 を攣えて腸の病型を主盟 として結核

症 を観察 したいと考え、隈部が剖槍 した228例 に

ついて腸の攣化及び腸聞膜淋巴腺の攣化を所定の

模型圖に記載 し・更に肝臓の組織凛本について槍

索 し、爾者を比較 した。更に各例の臨床的プロ ト

コ苧乃につき便通、熱、その他を調べた。今同は 扁

特に腸の攣化及び肝臓に 於 け る攣化に主眼をお

き・観察した事實の相凋關係を報告する。

228例 中腸に潰瘍を認めた もの216例(94 .7%)

で、これ を潰瘍の廣 さにより6型 に分類 した。即

ちVI型に移るに從い潰瘍は廣 くなる。

第1型38例17.6%
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第 亙型

第皿型

第IV型

第V型

第 、1型

であつた。

28例

42例

64例

32例

12例

130%

19.4%

29.6%

14.8%

5.6%

次に肝臓自髄の攣化は肝小葉周遽部脂肪沈着、

肝細胞索解を基礎 とじて観察 したが、この中肝小

藥周邊部脂肪沈着は潰瘍の廣V蝿 のには多 く存在

し、第、1型では75%に 達 した。

腸に潰瘍のある200働 中148例(74.0%)に 粟

粒結核結節を認 めた◎結飾は腸の潰瘍の廣やもの

に多 く見出され、又同一肝臓内では結齢数の多い

ものには比較的に奮い結節が多 く存在していた。

肝臓自燈の攣化と結核結節の聞には大 した關係は

ない。

次に死亡前6ク 月を末期 として便通 を観察する

と、患者の1/3は 下痢に傾き、ll3は 便秘に傾き、

i/3ほ 下痢、「軟便、便秘が混在 して、下痢に傾 く

ものでは腸全艦、特に大腸 に潰瘍が著明で、便泌

に傾 くものでは腸全髄特に大腸の攣 化が輕変であ

る。 嚇

又下痢に傾 くものでは肝小葉周邊部脂肪沈着が

多 く起つている◎便通と結咳結節等との闇には關

係は見 られない。

これを要約すると

1)228例 にづき216例(94・7%)腸 に潰瘍を

認め、腸に潰瘍のある200例 につき肝臓咬組織標

本を槍索すると148例(74・0%)に 粟粒結核結節

を認めた。即ち末期に血行性撒布のある事 を示 し

ている。

2)腸 の潰瘍の廣い ものでは肝臓に粟粒結核結

節の数が多 く肝小葉周邊部脂肪沈着 あるものが多

い0

3う 患者の死亡前6ケ 月邸ち末期に不痢忙傾く

ものは腸全盤特に大腸の攣化が強 ぐ、便泌に傾 く

ものでは腸全髄特に大腸の攣化が輕度である。
亀

轡

136石 茨化初期攣化群に關する研究 ・

慶大醤學部内科教室(指導教授石田二郎)

五 味 二 郎 佐 野 忠 正

鈴 木 弘 造 川 島 和 未

小 林 信 年 富 田 安 雄

我 々は昭和23年 度慶鷹大學病院内科 レン5ゲ

ン室に於て撮影 した胸部 レ線窩眞約ft4000枚 を検

し、此の中フィルム保存不良のもの、結核性以外の

病攣、温性肋腺炎人工氣胸衛並びに胸廓成形術施

行のため病巣の位置性歌の判定の困難であつたも

のを除 き、総数2864例 に就いて統計的観察を行

つた。867例(30.2%)の 肺結核患者を認め、之

を菖軍事保護院分類法により分類 し、槻察 した。

石友化初期攣化群のみを認めたのは145例(5・1

%)で 、石友化初期攣化群 と肺野に結核性病巣 を

認めたものは53例(1.8%)で 、爾者 を合計すれ

ば198例(6・9%)で あつた。之等の石次化初感

染巣の位置を槍 したるに、右側118例 、左側80例

で、各肺野にほぼ挙等に見出された。之に反 し第

二次結核症の病巣の位置を槍 したるに、肺炎、上

肺野に歴倒的に多 く見繊された◎石灰 化初感染巣

の形は有尾形18例 、圓形65例 、擶圓形17例

其他42例 であつた◎石友化初感染竈を2個 認め

たるもの8例 、3個 認めたもの4例 、4個 認めた

もの1例 である◎ ・・

石友死肺門淋巴 腺 の み を認めたものは98例

(3.5%)、 石次化肺門淋巴腺と肺野に結核性病巣

を認めたものは41例(1・5%)で 爾者を合計すれ

ば139例(5.0%)で ある。石友化初期攣化群並

に肺門琳巴腺 と蹄野に結核群病翼を認めたものの

相互の位置的關係(左 右刷)を 見るに・石次化巣 と

同側肺野に結核性病巣を認めたもの32例 、反封

側の もの30例 、爾剣のもの.32例 であつた。

結論、第日次結核症 と第二次結核症 とは獲生部

位を異にする。爾者は治癒機韓 を異にし初期攣佑

群は石次化治癒 しているに拘 らす、肺野に活動性

病攣を認めるものがある◎かかる例の肺野病巣の

位置は石次化巣と同側のものは反封側に比 して僅

かに多数であつた。從つて爾者は亦獲生機韓に於

て も相異するのではないかと考え られる。
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137ツ 反 徳陽 鱒時期 よ り見 たる結核

屍 の病 理學 的研 究(第一報)・

結核豫防會結核研究所 北 錬 箏

同 保生園 足 立 蓮

ツ反礁陽榑時期が明 らかな結核屍73例 て村松

晴嵐荘47、 結核豫防會保生園24、 清瀬病院2)

につき槍索せる結果を報告する◇年齢構成は15～

19;5、20～24;29,25～29,37,30～34;2で 、

ツ反慮最終陰性より陽性又は病巣螢見までの期膓

は2年 以上の幅をもつ もの11例 、1年 以下のも

のは43例 である。初感原 嚢 巣 が 被包巣のもの

(1群)は19例 、塞洞化せるもの(1[群)17例 、(小'

室洞9、 乾酪性氣管支炎3、 中又は大室洞5)及

び原畿巣不明の もの(皿群)37(初 感淋巴腺巣あ

るもの29なV・ もの.8)の3群 に材料を分けた。

陽韓 より死亡までの期閥は3～4年 が最 も多 く

全燈の1/2を 占め、7年 までに90%以 上が死亡

している。1正群は1群 に比 し死亡までの期間が短 一

い。,初期攣化群に石次沈着を起すには1年 孚以上

を要 し、石化するには3年 牛以上を要する◎化骨

せるものは1例 で5年 牟以上経過 している。

淋巴腺集に於ける石次沈着は原襲巣に比 しやや

遅れる◎

Puhl,Sch撫maan,千 葉所澤等の報告に比 し、

石次沈着がお くれるのは、Terplanも いう如 く、

輩に初期攣化群のみで治癒するものに比 し、慢性

結核に進展するものでは石友沈着がおそいと考え

られる。

叉一旦石友沈着せる原焚巣 も再び被壌室洞化し

うる。

これは3例 にみ られた。"f

石次沈着はツ反慮陽韓よりの期間が長 くなれば

その頻度が壇 し・ ユ年0%、2年17% 、3年21

%・4年35%・ δ年 δ0%.6年71%eな るカミ、
期間が延びたか らすべてに石次がたまるのではな ～

い◎'

石次沈着の頻度は1群14/19証 群3/7 、 瞬
8/37で1群 が多 く互群

、皿群は少い。

138切 除 肺の病 理解 剖學 的 所見(第二報)

國立東京療養所

梶 田 昭

材料は本療養所において施行 された手術例8例

の切除肺で、昨秋結核豫防會結核研究所北錬李氏

によつて報告された第一報(胸 部外科研究會)に 綾

くものである◎手徳の樹象 となつ た主病巣は遺礎

室洞4例(成 形備後の もの2例 、成形及び充填術

後のもの1例 、人工氣胸療法施行中のもの1例)、

下肺野の室洞2例 、亘大室洞1例 、上葉の塞洞1

例である◎
な

1.切 除肺所見を生前のX線 像と比較検討 し

た。特に、虚脱療法の結果生する遣淺室洞につい

ては、X線 豫上の透亮影が實際の室洞に相當しな

い事がしぼ しばある事を確めた。

2・ 遣珪室洞4例 の内、成形術後の1例 では、

肺尖枝に薦する室洞はつぶれていたが、他に第1

前枝に小葉乾酪巣の薪 しい軟化カミあ会た♂同 じく

成形衝後の1例 では灌注氣管支は閉 じていないが

塗洞壁面は圓滑で清浮化が進んでいた6人 工氣胸

療法實施中の1例 には被包小葉乾酪巣が数 ケ。ある

だけで室洞は無かつた。"

3・ 一般 に新鮮な撒布巣が少 くρ特に粟粒結核

結節は全然見ない。之 は剖瞼材料に見る死期性の
な

撒布が無いことの他、手備の封象 として、蔓延の

傾向の少い・孤立 した室洞をえ らぶためであろう。

4・ 灌注氣管支の断端の攣化としては、6例 に

粘膜内の結核結節を、4例 に潰瘍を認めた。その

氣管支痩、勢(は 膿胸の成因についての意義は尚

將來の問題に屡する。.

5・2例 において白墓化した淋巴腺初感巣をみ
盤

とめた ◎

139非 結核急性屍に 於け る肋膜癒着

祝)病理解剖學的及組織學的研究

慶大馨學部内科教室(指導激授 石田=二郎)

小 林 文 慶

本學病理學敦室が東京都の監察瞥務を委託 され

た昭和21年4月 より昭和23年3月 迄の劃壌材,

料中肋膜癒着 を有する非結核急性屍100{列 にっい

●
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て`

1)肺 門に結後性病攣の認め られぬ もの35例

2)肺 門に初期攣化群のみを有す るもの40例

3)肺 門に2次 結核を有するもの25例

を得た◎

之等について肋膜癒着の性歌を詳細 に研究 し、

それに就て次の事が結論される◎

1)肋 膜癒着は爾側が最 も多 く癒着の強さは右

側高度のものが多 く、癒着の頻度は葉聞が最 も高

v、◎ 噸

2)各 葉につV・ては肺内に初期攣化群のみを有

するものに於ては左上葉に、肺内に2次 結核を有

するものに於ては右上葉に、肺内に結核性病攣を

嚢見出來なかつたものに於ては右下葉に癒着の頻

度が多かつた。

3)肋 膜癒着 ど初期攣化群 と直接關係あ りと認

め られるものは、37・8%(全 例に封 して25.4%)其

の内初感染病巣 と直接關係ある もの11.9%(全 例

《 封七7・7銘 〉所聡淋巴腺と直接關係あるもの2

59%(全 例に封 し17・7%)あ つた。内葉聞肋膜癒

着に關係あるものが最 も多 く20.3%(13.3%)あ

つ なげ'

4)静 脈角淋巴腺に結核性病攣を認めた ものカギ

2例 あつた◎ -t

5)高 度の肥厚を認めた ものはなかつた。

6)肺 内に結核性病攣 を嚢見出來なかつた もの

の肋膜癒着の成因については猫結論に達 していな

いo

140i氣 管 ・氣管支結核の病理解剖學的

研 究(第 一・報)

國立療養所清瀬病院

島 村 喜 久 治 吉 田 則 武

結核屍141髄 について、氣管 ・氣管支系の、喉

頭 よゆ分葉氣管枝に到るまでの聞を、系統的に強

索 した。

1.氣 管 ・氣管支結核は、肉眼的及組織學的に、

結飾、浸潤、潰瘍(穿 孔を含めて、更に6型 に分

つ)、搬痕、狭窄及び撰張に分類 される。潰瘍には

多数の結陵菌がみ られた◎

2・ 各攣化の頻度は、結節7・7%、 浸潤11.9%、

潰瘍67・9%(内 、穿孔13%)、 疲痕110%、 狭窄

O.8%、i籏 張O.7%で 、攣化は全例の83・5%に

み とめ られた。.

3・ 攣化の好嚢 部位は、氣管前烈横壁、主氣誉

支前刃上壁、上葉氣管伎及びその分枝で、氣管に

愛化のあつた頻度は、33.5%、 主氣管支333%、

上葉氣管枝とその分枝、10・8%で あつた。.

4攣 化は性及年令と關係を示 さない。

5.混 合性室洞性肺結{亥、乾酪性肺炎、粟粒結

核では、殊に攣化が多 く、何れ も83%以 ゑ を示

した◎

6・ 塞洞との關係は最 も密接で、從つて、喉頭

結核 ともよく併存 した◎室洞 よりの誘導氣管枝開

口部 より、上流に攣化のあつた ものは0.9%に す

ぎす、反樹側にあつ た ものは2・5%.で あ り、氣

管 ・氣管支結核がなくて喉頭結核の あ つ た もの

は、全例の5%だ けであつた。

乞 氣管 。氣管支結核は、重症肺結核によく合

併 し、重症程、攣化の籔 も多 く.、輕症殊に事故で

死亡 した結核屍についてみると、攣 化の頻度は孚

減 している◎また、死前孚年以上虚脆療法、塞洞

吸引療法、室洞測の腰胸が綾 いた1列でも、攣化は

著減 し、且つ痕痕が多 くみ られる◎

&氣 管 。氣管支結核鳳 肺の室洞の治療によ

つて、豫防乃至治癒 しうる◎

142気 管枝に關す る=='三 の問題 につ

いて

九大第三内科

森 萬 壽 夫

(1)成 人正常氣管技分枝について

演者はセルロイドを用いCorrosim;methodeに

より正常成人肺臓によ る氣管伎樹5例 を作成し

た。主なる内外文献によれぱ、。止葉枝の主幹につ

いては・右3分 型左2分 型のもの、左右共3分 型

のものに分類せ られ、分岐の命名法は種 々様 々で

ある。前記氣管枝樹に之等の命名法をあてはめて

みると、直ちに適合する場合と然 らざる場合 とが

ある。又肺尖下枝の名樗は肺炎下部 にある氣管伎

楕という意味にとれば籔多 くあるので、紛 らわし

い名樗とな りやすいと思考する。V・すれに しろ命

名法が各學者により違 う事は不便であ り、.理鰍
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に くV・黙 もあるので、命名法のff-・を希望する。

(2) ,,氣管枝'「カテーテル」による選揮的氣管

枝造影循について

術者の意志によつて任意の肺葉の任意の高爽氣

管技分岐迄 「カテーテル」を挿入 し、之を通じ造

影渕を注入し、部分的に選裡的に氣管枝造影像を

得る方法を演者は選揮的氣管枝造影衛と名づけ、

かかる目的で一種の氣管枝カ テ ー。テルを試作し

た◎犬における實験に於て第二次分岐迄挿入する

事を得た。かかる方法は肺結核外科方面に重要な

ものと思考する・-b

(3)申 室 ゴム性氣管枝樹について

演者はセノ磁 イ ド製氣管枝樹を 「ラテツク多」

(ゴム乳液)に浸潤し、ゴムの薄膜に被われた氣管

枝樹を加硫せる後、アセ トン液に浸潤 し、セルロ

イ ドを溶解 して薄V・ゴム膜によつて形づ くられた

中室性ゴム性(ヴ アルテツクス性)氣 管技樹を作

成し孝。かかる氣管枝樹は氣管枝の生理學的研究

に慮用 され うるものと思考する◎ 蓄

142崎 形肺の核結 につ いて

大阪阿武肉赤十字病院
1橋 本

義 一・

肺臓の崎形分葉については其の≡頻度倍嚇槍上)岡

本氏128例 中2例(1・6%o)ミ 谷、上野氏850例

中35例(4%)等 の記載がある。患側及び分葉異
ρ常の先例は右1

・2・4.'7葉 左3{'4、5、6葉 等

であつた。本症例は22歳 の男子でバンチ氏病に

て脾臓の全易咄 手徹 受け、其 の残 に結核饗病

し・2年 牛の経過をとつて死亡した。臨床上の重

要所見胸廓外見に異常なく・ レ線窩眞上では最初

右上野に均等陰影・左中野に斑1糊叢陰影を、次い
で左右暢 に蘭 性の濃駄 鰍 難 影を生 撮

後に全肺野に多歎の大小斑紋様陰影を認めた
。剖

検所見右肺騰 常大で上申下のミ大葉よ賊 り、
其の上葉は横の議 でこ葉に分かれ、嫡 背面に

は肺門部下方か ら完全に分葉せる6 .5×6扁 李舌

状の副下鄭 萬ている。epち右肪は5葉 か ら成立

している。左肺 も尋常大で上下の二大葉中、上葉
は横の識 撒 よつてミ葉吟 かれ、更に下葉は

其の背面に完全に分葉せる鶏卵大め小副葉を有 し

ている。結局、左膝 も亦、大小合計流葉か ら成立

している。肉眼的には全肺に亙つて粟粒大結節及

び種々の大 きさの乾酪攣性竈がある。鏡槍上健康

な肺胞の存する者は極 く少部分で、殆んど全肺が

増殖性傾向の組織で充たさている。特異なるは左

右爾下葉に存する副秀葉が其の翻面全部に亙つて

乾酪化していて、更に左副下葉は其の申央に鳩卵

大の室洞一ケを認め、なお、本症例にては左右腎

が牛角様を呈していた。

考察 形態學的に内臓機關に崎形性 を有 し、肺

葉の分葉について 恩氣管支分岐に《無理な鮎が存

するであろうとは考えるが、私としては肺内に存

する多藪の小葉性乾酪竈が、全肺の血行播布型の

結節融合と考えるよりは、肺内のそれ等の位置か

ら考えて、或る乾酪竈より氣管支性吸引性に傳播

した者 と考 えたい◎それ等の中で崎形左下葉副小

葉内にて尤 も早 く室洞が成立 した事が経過の比較

的短かつた黙よのして此の部組織の抵抗弱小と考

えないわけに行かない◎極言すれば崎形臓器では

結核病攣の進展速度が大だと考えて も良いと思わ

れる◎ ・・

143結 核菌染色用バラブイン切片の作

製について

東北大抗駿菌病研究所

大 池 彌 ミ 郎

バ ラフイン切片の作製に當つては一般に吾 々は

アルコール、クロロフオルム、 トルオール、 キシ

ロール、ベ ンヂン、ツエーデル油、クロロフオル

ムパ ラフィン、パラフィン等 を用いるが、これの・

物質の中、ツ孟一デル油とバラフイ ンの他はみな

油脂類の溶鯉翔 として知 られてい る もの であっ

て、從つてこれ らによつて組織中の結核菌の リボ

イ ドが菌か ら溶解分離され る可能性 が 考 え られ'

る◎結核菌の抗酸性は菌の リボイ ドに由來する庵

のであるか ら從つヱ・これ らの操作によつて菌の

i抗酸性が減弱される事が考え られち◎

結核組織の連績パラフィン切片を上記各液に時

間をかえて浸 し・また結核患者の喀湊の均等塗抹

標本を作 り・これをフオルマ リンで固定後バえフ

ィン切片作製操作を施 して標本中の結核菌藪の多

一39___
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少 を比 較 し、次 の結 論 を得 た。 鱈

結 論 ●:

結 核 菌 染 色 用 バ ラ フイ ン切 片 は 、アル コール(浸

す 時 闇 は成 る可 く短 くす る)砂 ル オ ー ル 、一及 び バ

ラ フイ ンを用 いて 作 つ た が よい 。

キ シロー ル 、 ベ ンヂ ン、 ク ロ ロ フオル ム、 ク ロ

ロ フオ ル ムバ ラ フイ ン等 は、 菌 の抗 酸 性 を減 弱 さ

せ る作 用が 著 明 で あ るか ら用 い な いが よ い◎ 用 い

る な らな るべ く時 聞 を短 か くしたが よい。

なお 菌 に液 膿 を作 用 さ ぜ る 揚 合、 そ の液 盟 の

pHの 大 小 に よつ て菌 の 抗 酸 性減 弱 の程 度 が 左 右

され る で あろ うこ とが 考 え られ るが 、 私 の用V・た

種 梅)純 度 の アル コー ル、 トル オー ル、 キ シ ロー

ル 、ベ ンヂ ン及び ク ロ ロ フオ ル ムな 一様 にpH5.4

で あつ た の で 、 これ らの 液盟 の抗 酸性 減 弱 作 用 の

差 はpHの 相 違 に よ る もの で はな くて 、本 質 的

な もの で あ ろ う。

144結 核屍に於 ける下垂魑の饗化につ

いて

東大偽 々内科

栗 黍 東 一・

著 者 は結 核 研 究 所 保 生 園の 妊 意 に よ り14例 の

結 核 屍 の下 垂 髄 を槍 す る機曾 を得 た の で こ こに報

告 す る。

實 験 法 は フオ ル マ リ ン浸 の 標本 を大 き さ測 定 及

憶 を颯 後 正 中腺 よ り牛 戯 し一部 をパ ラ フィ ン埋 設

葛 し切 片作 り、 ヘ モ トキ シ リンエ オ ジ ン染 色 、 マ

ロ リー染 色 、 石 炭 酸 フク シン及 び チ レン ブ ラウ染

色 を な し、鏡 槍 した 。'

1.實 験 成績 症:例 は14例 の 中 、男6、 女6、

不 明2、 穿 齢 は21歳 よ り55歳 まで。 挽 患は 何

れ も肺 結 後 を存 し、合 併 症 と して腸 結 核 の み を有

す る もの2例 、 喉 頭結 核 の み を有 す る もの2例 、

爾 者 を併 有 す る もの 、腸 結 骸並 び に結 棲 性腹 膜 炎

を有 す る もの 、淋 巴腺 結 咳、 結 稜性 中 耳炎 各1例 ◎

2.大 さ及 び重 量:

大 さは 前 後経8-12粍 李 均9・6で 標 準10・7

に比 し稽 小 、 左 右 経12-16季 均15;4で 標 準13・8

に比 し稻 大 、上 下 経6-8李 均69、 重 量mo--

8SOR{i4s均567.9で 、標 準660～740に 比 し小 で

あ る。

3・ 組織學的所見:、

前葉に於てエオ ジン嗜好性 細 胞 は 一艇に少い

が、3例 に於て増加 している。此の申2例 に於て

は雄娠細胞かと思われる。盤基嗜好性細胞は全例

に於て増加し、中等度檜加せるもの5例 、高度に

増加せるもの9例 、主細胞増加を見たもの5例 、

充1血は7例 に見、維織化3例 に見た。中葉に於け

るコロイ ド増加は13例 に見、中等度増加勘るは

4例 、高度壇加は9例 に見た。 コmイ ドは塊歌を

なし、準ロリー染色に依 砂赤或は青に着色す。他

ζ腺灘 響 見たるもの1例 ・細胞麟 明白なる
もの1例 、後葉に於ける攣化は著明なものが見 ら

れなかつた。結核菌の見 られた ものはなく、結核

揉病竈の見 られた もの一例 もなかつた。

結論 以上主な攣 化は前葉に於けるエオジン嗜

好細胞の減少、盤基嗜好性細胞、主細胞の増加、 .

充血、維織化、中葉に於け る コ ロ不 ド増加であ

る。此の中最 も著明なのは盤基性細胞の増加であ
しるが

、之は去勢或は甲歌腺除去の場合にも見 られ

る。清野は脈官めアテローム様動脈硬化症の場合・

に も見たというeHeukeは 結咳症癌等の漕耗過

程の際に も見 られるという◎

.又一方盤基嗜好細胞の分泌幾能の一つとして生

殖腺刺戟ホルモンを分泌する事 も知 られている。

要するに下i垂盟全艦の機能減退を示すも,盤 基嗜
だ

姫性細胞機能尤進とV・えよう。主細胞の壇加は之

が分泌機能を螢まない休止歌態の細胞である故、

分泌機能減退を示す ものといえよう。更にエオジ

ン嗜好細胞の減少も老人性萎縮及び榮養失調の婁

合に見 られ、機能減退 を示すものであろう。維織へ
化が結核症の下垂髄前葉に見 られる事をHeuke

等は既に記載している。一般にコロイ ドの出現は

分泌機能異常によるとせ られるがデBeudaは コロ

イ ドの増大に蘭 し、コロイ ドは分泌物でなく、De-

geuerationspridul〈tであるという其の他いろいろ

の読墾あるが、機能異常 によつて起つた ものと考

えられる◎要するに前葉中聞葉に於ける萎縮性攣

化機能減退の存する事は明 らかであると思われる

が、之が結核菌毒素によるか、結核による他臓器

の愛化に基 く二次的の攣化であるか、其の他によ

るかという事 を之 を以て断定する事は出來 ない。

ge--go-一
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之に關しては更に検討を試みる豫定である。

145結 核初 感染 機序 の實 験病 理墨 的研

究

(第一報)
'(無 菌環境飼育動物の脾

、肝、淋巴

腺の結核菌に封する態度)

名大病理學教室(指導 宮川教授)
・ 宮 嚇川 正 澄 飯 島 宗 一

岸 本 英 正

'結 核初感染以餉の歌態が初感染及びその後の結

核進展に何等かの影響を與えるということは容易

に考えられるところである力弘 從來兎角初感染 と

いう言葉に眩惑 されがちにて、それ以前の感作の

有無を検尉する業績が少かつた◇私共は初感染前

の自然感作の状態 を研究する目的を以て海猿の無

菌飼育の研究に二年前 より從事 してきた。娼生直

後の海猿を無菌室氣の流通する特殊タンク中に入

れて・無菌食を以て飼育した實験に就ては昨年度

の病理學會で報告 したが、この際萬生直後の幼獣

では如何に無菌操作の下に塵置 しても雑菌の混入

を避ける事は禺來なかつたが、その後種々苦心ゐ

結果・麗 ゆ 分娩直前の時期を骨盤開大の度によ

ρ正確に判定する方法を考え出し、帝王切開徳に

よつて無菌的に萬生直前の幼鰍を取 り出し、無菌

箱の中にて無菌牛乳を以て最長18日 迄飼育する

事が出來た。私共は先すこのようにして手術で取

り出した同腹の幼獣を一つは無菌環境にマつは極

微量の結核菌が常時脛 口的に侵入するような環境

に輔つは自然環境に飼育 しτζ・それ ら動物の脾
、駐

淋巴腺に於ける細網内皮系の細胞の獲育歌況を比

較槍討して見た。しかるに冤疫艦産生に關係のあ

る網内系の螢育は出生直後よ搬 入されていた無

菌環境の如何によつて甚だしく相違する事を知つ

た・なお鰭 囎 に投入されたものに於ては結核

鹸 蹴 投入されて晩 ものに比して、繊 菌皮
下注射に封する各臓器め形態的の反慮に相違が現

われた◎

146再 感染に於ける局所淋巴腺の態度

に就いて(第一報)

竹尾結核研究所 木 積 陶 郎

余は再感染に於ける局所淋巴腺の態度につき下

記實験を試み、次の如ぎ結果 を得た り。

BCG(竹 尾株)を 以て冤疫せる海猿に人型強

奉菌(高垣株)を 以て再感染せ し場合に於ける局所

淋巴腺の態度を時聞的に観察 した。但 しBCG接

種は左下腹部皮下接種、再感染は1ク月後同側左下

腹繊 下に行嘲 擁 蝿 はBCG、 も血9・5cc

再感難 人搬 鵬 垣搬 糧 灘 古mgα5cc

及 び 微 量接 種10"5mgO.5ccの 爾群 に分 け て行 い 、

再 感 染 後2、6、12、24、48、72時 間 、1週2週

4週2港 一月に繊 し、病翻 灘 的蝸 所淋巴

腺の所見を追求ぜ り◎砂

樹照たる入型強毒高垣株初接種群 では小量微量

群何れ も72時 聞 まではSinUSCatarrhの 像を呈

し・1週 闇後にな細網細胞の増殖梢顯著にな り、

脈 に類上皮細胞浸潤見 られ、2週 後には類上皮

細胞及細網細胞の集團が髄質を占め、申心部は壌

死顔を呈 し・1ケ 月以後は大部分融合せ る類上皮

細胞結飾にて占められ、噌部壊死文は乾酪化徴 を

見た の◎
も

再感染群では爾徽 購 感染後2絡 卿 取 し

て・細網細胞の増殖豫及び類上皮細胞の集團的浸

潤が認め られ・1--2週 にして類上皮細胞結節を見

るも・之等の攣 佑が果 して再感染に因するものな

りや・或はBCG接 種によるものなりやは疑問に

して目下再實験中なり。再感染後1ク 月を経れば

所驕淋巴腺は全 く類上皮細胞及び細網細胞あ増殖

砧 め られ・勅 醸 死vaes一ち入れ り・2Sク

月後には結締組織の増殖著明なり。

次に接種局所を肉腹的に観察すれば、初感染群
の

では小量微量何れの群において も接腫後1週 まで

は局所攣化なきも2週 間にしてO・5cmの 硬結 を

ふれ礼 ・1-nで 潰瘍と鳳2一 歩 ケ月後には

2-2÷c囎 瘍を愛ぜ り語 麟 群では小量

感染では1週 後に硬結 を鯛れ・1ケ 月で潰瘍とな

b・2÷ ク服 には ・・3cmの 小潰瘍形噸 皮に

て覆われたり。微量再接種群では肉眼的に攣 化を

示 さす。以上の所見により再感染局所は絡始肉眼

◎
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的に何等の攣 彪を認めざる微量再感染群に於ても

所鷹淋巴腺に壊死豫を俘 う類上皮細胞結節を認む

る事は結核不感冤疫に蘭 して再槍討を要するもの

と考える。

147結 核血行韓移 に關す る

研究(第=同報告)

京大結核研究所

笹 瀬 搏 次

初感染攣化群以外の、將來、肺瘍にまで進展す 、

ることの多い肺内、初稜竈の獲生機輔を明 らかに

せんとし、先す血行に入るにghOk氏 等の上行性

の他に、Anderets氏 の下行性の輕視 してはな らぬ

事を腹部疾患統計的考察によ わ明らかに し、次い

で成人ばか りの入院患者に就き血行に依る他なし

と思わる。

腎臓、骨關節、眼及び旛膜等の結核の頻度を調

査 した所、全部合 して も2β6%に しかな らす。

然るに稻田務氏の剖瞼統計では腎臓だけでも汎畿

性粟粒結核を除いた結核屍の約 黍に認めたので、

其の大差 を解明せんため、「レ」線撮影 を行つた。

10841例 の考察を行つたが、典型的な爾 側 全 肺

野ヒ來だ血行性粟粒結核は僅か8例 、帥ち0.1%

に過ぎす、それ より輕い爾岡上肺野性 と思はれる

もの、1例 、帥ち、約O.01%で 何等解明に資す

るところがなかつた◎そこで死亡統計的考察を行

つた。この目的に比較的整備 している昭和12、3

年度、年齢別結核死亡統計に撮 ると臓膜及び中橿

紳経系、骨、關節、泌尿生殖器等の結核及全身粟粒.

結核総数の肺結核に封する比を年齢別に検討した

ところ、0歳 で84.5%で あつた ものが3・y4歳 で

蜘高220%と なり、10歳 ～14歳 で29%、15歳
タ お

～19歳 で10%と 急激に減少し、次V・で漸減 し、

60歳 ～64歳 で6%内 外となる。帥ち、3歳～4歳

を中心 とした頃は血行性韓移が極めて起 り易く、

10歳頃 ともなれば著 しく減す。之は結核に封する'

抵抗或は冤疫成立に年齢的大差のあることを示す

もので、實験結核病學成績 を人間に導入する際は

勿論、人結核の研究でも年齢を考慮 しなければな

らぬ ことを示 している。

之あつて初めて、ランケの病期三期論も緒方氏

等の二二期読が首肯せられる。而 して、青年以後でぼ

3-4鋤 約毒 一thvaし か師 轍麹 らす

と難 も剖検統計、死亡統計.臨 床統計夫 々の聞に

なお可成の大差あり◎

今後之を究明ぜんとす。

伽
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